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プロローグ




「このたびは本当にありがとうございました」

　深々と頭を下げつつ内心は居心地の悪さにどぎまぎしていた。

　どこかのホテルの一室と勘違いしそうになるほど広々とした病室は、個室の一言では片付けられない。政治家や大物俳優あたりが利用する特別室と呼ばれるものだ。

　その証拠に、受付で名前を告げてからかなり待たされ、特別なルートを通ってここまでやってきた。

　十一月も半ば、紅葉を楽しむどころか落ち葉の掃除に追われる、ある日曜日。私、倉くら本もと瑠る衣いは初対面の人のお見舞いに訪れていた。

　目の前の老婦人は大きなベッドから上半身を起こし、ニコニコと微ほほ笑えんで私が手渡した紙の束を眺めている。肩に届くか届かないかのところで切りそろえられた白髪は艶つやがあり、身にまとうパジャマもシルクの上質なものだ。気品あふれるたたずまいは、この部屋に十分に相応ふさわしい。もちろん、彼女自身の立場も。

　逆にあまりにも場違いな私は、白色のタートルネックニットに紺色のプリーツスカートを組み合わせ、背筋を正している。背中に届くほどのまっすぐなサラサラの黒髪は昔から自慢だったが、二十五歳にもなると重い印象を与えるだけなので、そろそろ切るか染めるかを考えていた。ややつり上がった目は相手に冷たい印象を抱かせがちなので極力常に微笑むよう心がけている。

　食品会社の受付で働いている身としては、立ち振る舞いにはそこそこ自信がある。とはいえそれが通用する相手なのか。

「はじめまして、瑠衣さん。わざわざ来てくださってありがとう」

　目の前の老婦人はＴＯＧＡトウガコーポレーションの会長、十とう河が光みつ子こさん。前社長の妻であり、彼女自身も経営に携わっていたそうで、今は息子が社長となりグループ会社を切り盛りしているが、発言権はそれなりにあるらしい。

　夫の久ひさ則のり氏が数年前に亡くなり、悲しむ間もなく、跡を継ぐ息子をサポートするために必死だったそうだが、役目を終えたと思い気が抜けたからか、数ヶ月前に体調を崩してしまったと笑って説明される。

「会社の経営から離れたら、未来を担う子どもたちのためになにかしようってずっと決めていたの。そのときあなたのお母さまがされている活動を知ってね」

「そうだったんですか……ありがとうございます。子どもたち、すごく喜んでいますよ。勉強机が使いやすく新しくなったおかげで今では順番待ちなんです」

　私の回答に光子さんは嬉うれしそうに微笑む。

「あらあら」

　その表情は慈いつくしみにあふれていた。

　一方で彼女の話を聞きながら、緊張している自分がいる。

　ＴＯＧＡコーポレーションは、不動産事業をメインに、マンションの設計・施工なども手がける名の知れた大企業だ。ここ数年は海外事業にも力を入れていて、主に東南アジアの国々でその技術を発揮し、都市部のさらなる発展に貢献している。

　ビジネスの世界にそれほど詳しくない私でもこうした事業内容を知るほどの知名度だ。まさか彼女がＴＯＧＡコーポレーションの会長だなんて思いもしなかった。

　本来、こうして直接言葉を交わす機会などありそうもない人だ。そんな人のもとに私が足を運んだ理由は、母の代わりを務めるため。

　母は、子どもたちの居場所づくりや子育てサポートを目的としたＮＰＯ法人で事務局長として働いている。事務所兼施設には図書置き場や、子どもたちが勉強したり好きに過ごせるスペースがあり、こども食堂を定期的に開催してフードバンクの機能も果たしている。行政と連携し委託事業の一環として相談機関の役割も担っているが、補助金や助成金のみでは財政的にはいつもカツカツだ。

　ＮＰＯ法人として利益は求めないものの、運営にはある程度の資金が必要だ。利用したい子どもや親子が増える一方で、人手も足りない。そんなとき個人から大口の寄付の申し出があったのだ。

　それが光子さんだった。お礼を告げようと連絡したら秘書の人から入院中と聞かされ、よかったらと病院を教えられて、ここまで来た。

　お見舞いの品と共に持ってきたのは、子どもたちからのお礼の絵や手紙だ。図書や備品の充実、なにより人員を増やせそうなのはありがたい。

　本来、母が挨拶に訪れるべきなのだが、ここ最近体調が優れず、普段から活動を手伝っている私が代打で来ることになった。しかし相手が大手グループ会社の会長とは知らなかったので、今さらながら分不相応に感じる。

「大人はともかく、子どもに対する直線的な援助ができる機関はまだそこまで多くないものね」

　光子さんは子どものためのＮＰＯの活動に興味があるそうで、にこやかに話を聞いては質問を返してくれる。その立場とは裏腹に気さくで明るい人だ。

「そう、ですね。でもサポートとか援助ではなく、ひとつの居場所だと考えてほしいんです。子どもはもちろん、大人にとっても」

　少しだけ迷ったが、光子さんの言い方を訂正する形で返事をした。

「困ったときに誰かに頼るのは、恥ずかしいことではなく当然だと思うんです。そこにうしろめたさなんて感じる必要はない。子どもたちにはたくさんの人と関わって、周りに支えられているのを実感しながら成長してほしいんです。ひとりじゃない、頼ってもいいんだって。大人も同じです」

　生意気だっただろうかと少し心配したけれど、私の意見に光子さんは目を細めた。

「そうね。誰かに甘えたり頼ったりするのって簡単なようで実はとても難しいから。幼少期の影響が大きいのかしらね、やっぱり」

　光子さんの最後の言い方は、誰かを思い浮かべているようだった。

　彼女は私の目をまっすぐに見つめてくる。

「ありがとう、瑠衣さん。あなたの話を聞いて、改めて寄付をしてよかったと思えたわ。子どもにとっても大人にとっても、とても大切な必要な活動ね」

「そんなふうに言っていただけて恐縮です」

　改めて頭を下げる。

　それからひとしきり話が盛り上がり、そろそろおいとましようと立ち上がって、彼女のそばに控えている秘書らしき人に視線を送る。

　そのとき病室にノック音が響いた。

　ドアの方を見ると、スーツを着た男性がこちらに向かって大股で近づいてきた。背が高く、艶のある黒髪はワックスできっちり整えられ、まったく隙がない。端正な顔立ちではあるがにこりともせず、小さい子どもなら泣きだしそうな迫力があった。

「久ひさ弥や！　来てくれたの？」

　圧倒されている私とは対照的に、光子さんは明るい声で尋ねた。どうやら彼は、彼女と親しい間柄らしい。

「少し時間ができたんだ。調子は？」

　ぶっきらぼうに彼は尋ねたがその口調はどこか優しい。大きくなくてもよく通る低い声は耳に残った。

「今日はとてもいいの。可愛いお客さんがいらしてくださっていてね。こちら倉本瑠衣さん。前に私が寄付したＮＰＯ法人の方で、こうしてわざわざお礼を伝えに来てくださったの」

　紹介され慌てて頭を下げる。彼は私をちらりと一瞥したが、その瞳は冷たく興味がなさそうだ。

「瑠衣さん、彼は孫の久弥。三十二歳で会社経営者をして忙しくしているけれど、こうしてたまに顔を出してくれるのよ」

　なるほど。言われてみるとくっきりとした目鼻立ちは光子さんに似ているかもしれない。でも彼ととくに会話を交わす必要はない。向こうからもその雰囲気がひしひしと伝わってくる。

「あの、私はそろそろ失礼します。このたびは本当にありがとうございました」

「あら、もう帰るの？　瑠衣さん、ぜひまたいらしてね。ここは退屈でしょうがないの。またお話聞かせてちょうだい。お母さまにもよろしく伝えてね」

　名残惜しそうな面持ちの光子さんに頭を下げる。

「ありがとうございます。お体、お大事になさってくださいね。失礼します」

　そのとき彼とも目が合ったが、私は礼をする形で目を逸そらして病室をさっさとあとにした。

　それにしても緊張したな。

　一般病棟と共通の総合受付の前までやってきて、大きく息を吐く。

　病室だけではなく光子さん、現れた孫の久弥さん含め、私とはあまりにも住む世界が違うのを感じた。

「倉本さん」

　ふと名前を呼ばれ、聞き覚えのある声にまさかという思いで振り返る。そこには、先ほど光子さんの病室で紹介された孫の久弥さんの姿があり、目をみはった。

　彼は硬直している私のそばまでやってくると、自然と私を見下ろす形で口を開く。

「祖母はああ言っていたが、無理に来なくてかまわない。十分な額の寄付はしたはずだ」

「……は？」

　前者はわかるが、後者は理解できなかった。おかげで不ぶ躾しつけなのは承知で間抜けな声をあげる。すると彼はわずかに眉間に皺しわを寄せた。

「これ以上、祖母からなにかを期待しないでほしいと言っているんだ」

　冷然と言い切られ、私は不快感で顔を歪ゆがめる。

　つまり彼は、私が光子さんからのさらなる寄付を目論んでここに足を運んだと思っているわけだ。

「心配しなくても、もうお伺いすることはありません」

　自分でも驚くほど冷ややかな声だった。少しだけ驚いた久弥さんの表情が目に入る。

「おばあさまには感謝しています。ですが寄付していただいた額にかかわらず、私は……母は同じようにしていたと思います。子どもたちもきっと」

　欲しかった図書が増え、新しくなった備品に子どもたちは目を輝かせていた。事情を話すと『お礼の手紙を書きたい！』と言い出し、それはひとりやふたりではなかった。純粋な子どもたちの想いを届けたかっただけだ。

「おばあさまの一日も早い快復をお祈りしています。失礼しました」

　彼に背を向け足早に立ち去る。外に出るとどんよりとした曇り空で、頬をかすめる風は体温を下げそうだ。ぎゅっと身を縮めて駆け出す。

　胸が痛い。冷たい彼の目が頭から離れず、唇とぎゅっと噛かみしめた。

　あの人たちはお金に困ったり、お金で惨みじめな思いをした経験などおそらくないのだろう。

　心の中まで暗雲が立ち込める。家に着くまでには気持ちを切り替えないと。

　光子さんはともかく、彼の存在は忘れてしまおうと心に誓った。










第一章　理解不能のプロポーズは突然に




　日が暮れるのが早くなり、仕事が終わる頃には辺りは真っ暗だ。

　今日も疲れた。座っているとはいえ、企業受付の立場は常に気を抜けない。でもこうして残業もほぼなく定時で帰れるのはありがたかった。

　光子さんのもとを訪れ早三日。母には余計なことは言わず、簡単な報告だけを済ませた。これ以上、私の出る幕はない。

　コートを秋仕様の薄手のものから、もう少し厚手のものに替えた方がいいかもしれない。そんなことをぼんやりと考えていたら、家の前に見慣れない車が停まっていた。

　なに？

　我が家に似つかわしくない有名フランスメーカーの高級車に、訝いぶかしげな視線を送る。すると運転席のドアが突然開き、心臓が口から飛び出そうになった。

「え？」

　さらに中から現れた人物に驚きが隠せない。もう二度と会う機会などないと思っていた光子さんの孫である久弥さんが、怖い顔でこちらに向かって歩いてくる。

　人違いを疑いたくなるが、彼ほど印象に残りやすく整った容姿の男性は、そうそういない。

　一体なんなのか。またなにか文句を言われるのか。

　踵きびすを返したくなる衝動を抑え、ぎゅっと握りこぶしを作って身構える。

　彼は私の正面まで一直線にやってくると、背筋を伸ばしたまま頭を下げた。

「この前は、突然不ぶ躾しつけな態度を取って悪かった」

　謝罪をされるとは思ってもみなかったので、すぐに状況が理解できず目を瞬かせる。

「祖母から詳しく聞いた。そのうえで判断すべきだったと後悔している。祖母はまた君に会いたがっているんだ」

　久弥さんは顔を上げ、気まずそうに説明した。彼の真しん摯しな態度は受け入れたいけれど、素直に『はい』とは言えない。

　それを顔には出さず、無理やり笑顔を作る。

「わざわざ出向いてくださり、ありがとうございます。また折を見てお伺いしますね」

　無難な回答でお茶を濁す。

　優しくて人柄のよさも伝わってきた光子さんに会いたい気持ちはある。けれどこれ以上この人たちに関わるのはよくないと、私の中で警鐘が鳴り響く。

　彼も本気ではなく、自分の行動を省みて祖母の思いを伝えに来ただけだ。これで、おしまい。

　ところが、彼の横をすり抜けていこうとしたら、不意に腕を掴まれた。

「またっていつになる？」

　なぜか切羽詰まった様子で尋ねられ、掴まれた腕の力も合わさり、その迫力に圧おされる。

「いつ、と言われましても……」

　すぐには答えられない。しかし久弥さんの眼差しは怖いくらいまっすぐで、適当にやりすごすのは難しく感じた。

　スマホをかばんから取り出し、スケジュールを確認する。

「今週の土曜日の夕方でしたら」

「わかった。夕方に迎えに来る」

　久弥さんの言葉に目をみはる。

「い、いえ。そこまでしていただかなくても大丈夫ですから」

「いいから。連絡先を教えてくれないか」

　さっきから有無を言わせず話を進める彼にさすがにムッとする。

「ちゃんとお伺いしますよ。信用ないかもしれませんが」

　つい棘とげを含ませた言い方になってしまったが、彼は眉ひとつ動かさない。

「信用できない人間と連絡先を交換しようと思わない」

　それどころか、淡々と返された言葉に一瞬で心がかき乱された。

　言い方の問題か、最初の印象が最悪だったからか。今さらそんなふうに言われても、と言ってやりたいのをぐっとこらえ、素直に彼に従い電話番号を告げる。

　すると確認のためにさっそく教えた番号に電話がかかってきて、結果的に彼の連絡先も手に入れる。

「登録しておいてくれ。十河久弥だ。また連絡する」

　言い終わるや否や、彼は車に戻っていった。

　たしか会社経営者って言っていたよね。どんな会社までかは聞いていないが、忙しいのも無理はなさそうだ。

　でも、久弥さんはＴＯＧＡコーポレーションの跡は継がないのかな？

　ふと浮かんだ疑問を慌てて打ち消す。私には関係ない。連絡先を交換したとはいえ、彼と深く関わるつもりはない。向こうもおそらくそうだろう。

　わざわざ私と話すためにここで待っていたり、迎えに来ると申し出たりしたのは、すべては光子さんのためなんだ。意外と家族思いのいい人かもしれない。私には祖母がいないから、少しだけ羨うらやましく感じる。

　気を引きしめ直して、家の玄関に歩を進める。

　光子さんに会うよりも久弥さんに会う方が妙に緊張してしまうのは、しょうがない。お見舞いの品と服装はどうするべきか。せっかくなので光子さんの好きなものを久弥さんに聞いてみようか。

　通話履歴に残った未登録の電話番号を改めてじっと見つめ、私は忘れないうちにと彼の連絡先として登録した。




　土曜日、天気は晴れたがやはり風は冷たく、上品さを意識してフリルのあしらわれたアイボリーのブラウスにベロア素材のスカートを組み合わせ、コートを羽織る。

　いつでも外に出られる準備をして家の中で待機しているが、悶もん々もんとした気持ちが収まらない。

　久弥さんにお見舞いの品の件で一度連絡をしてみたが、『なにも用意する必要はない』と素っ気ない返事で終わった。ちなみに電話ではなくショートメールだ。そういうわけにもいかないから尋ねたのに。

　思わずため息をついてしまう。

　そして迎えた当日、そわそわしながら支度をしていたら、彼から連絡があった。ドキッとしたのも束つかの間、内容は仕事の都合で迎えに行く時間を遅らせてほしいというものだった。光子さんには連絡してあると補足され、忙しいだろうしひとりで行くと伝えたが、そこは断固として拒否される。

　信用がないわけではないなら、この扱いはなんなのか。なにか余計な話をすると思われている？　長居しそう？

　意地でも彼自身の手で私を光子さんのもとに送り届けたいらしい。

　こんなことなら、このあと用事が控えているとでも言ってしまえばよかった。

　肩を落とすと、電話が着信を告げて震える。久弥さんが着いたらしい。私は慌てて玄関のドアを開けた。

　この前と同じ位置に、見覚えのある車が停まっている。あのときは日もすっかり暮れていたのでまた印象が異なるが、私に気づいた彼が運転席から降りてきた。

「すまない。土壇場ではずせない仕事が入って」

　文句のひとつでも言おうと思ったのに先に謝られたらなにも言えない。久弥さんは車の反対側に回り、助手席のドアを開けた。こういうことをさらっとしてしまえるのは彼の育ちのよさからか、手慣れているからか。

「お邪魔します」

　おとなしく乗り込み、シートに腰を下ろす。内装は黒でまとめられ、座り心地もよく、ラグジュアリー感が漂っていた。

　シートベルトを装着していたら、久弥さんは運転席に戻り、ハンドルを握った。

　ほどなくして車は動き出し、夜の世界に覆おおわれていく世界をぼんやり眺める。

　会話らしい会話はない。けれど信号で車が止まったタイミングで、これは聞いておかねばと、彼の方を向いた。するとなぜかこちらを見ていた久弥さんとばちりと音がしそうなほどの勢いで視線がぶつかる。切れ長で漆しっ黒こくの目に見つめられ、息を呑のんだ。

　逸らしたのは私が先で、ややあって車が動き出したタイミングで口を開く。

「光子さんは、どうして入院されていらっしゃるんですか？」

　病状がどんなものかによって、かける言葉も変わってくる。興味本位ではなく尋ねたのだが、久弥さんはわずかに迷う素振りを見せた。

「……年だからな。祖父が亡くなってから精神的にも体調的にも本当は参っていたのに、忙しくしてまぎらわせていたんだろう」

　曖あい昧まいな説明に、これ以上踏み込むなと言われた気がして追求は控える。おもむろに再び窓の外に視線を遣ろうとした。

「この前、君と会って話したときの祖母は久しぶりに笑顔で生き生きしていた。今日も会えるのを楽しみにしている」

　窓に反射した彼が目に映る。運転しているだけなのにあまりにも様になっていて、まるでモデルみたいだ。ハンドルに沿わされた、骨ばった大きな手。すっと通った鼻筋に、迫力のある魅惑的な双そう眸ぼう。思えば、男の人の車にこうして乗るのは初めてかもしれない。

「ありがとうございます。ご期待に添えるかわかりませんが」

　極力意識しているのがばれないように、平静を装って返した。違う。これは久弥さんにどうこうではなく、私が男の人にあまり慣れていないのが原因だ。

　必死で言い聞かせていたら、病院にたどり着いた。彼と共に光子さんの病室へ足を運ぶ。気持ちを切り替え、お見舞いの品として用意した手提げ袋の紐ひもをぎゅっと握りしめた。

　ノックして久弥さんに続き部屋に入ると、光子さんの顔がぱっと明るくなった。

「まぁ！　瑠衣さん。寒い中わざわざありがとう。久弥を迎えに行かせて正解だったわね。またお会いできて嬉しいわ」

「こんにちは。お加減いかがですか？」

　そこまで喜ばれると、くすぐったい気持ちになる。私は光子さんに近づきながら尋ねた。

「平気よ。退屈すぎるくらい。でも無理させてしまったんじゃない？　瑠衣さんもお忙しいのに」

「いいえ。私も光子さんにまたお会いしたかったので」

　お見舞いの品として用意したのはストールだった。ここは空調が整備されているとはいえ、パジャマ一枚なら温度を調整する必要もあるかもしれない。

「嬉しいわ。でも気を使わないでね。お顔を見せてくれるだけで十分よ」

　祖母がいたらこんな感じだったのだろうか。茶目っ気たっぷりで、笑うと目元に皺ができるが、それさえとてもチャーミングだ。

　光子さんのそばにあるソファに腰かけ、しばらく談笑する。その間、久弥さんは会話に加わらず、少し離れた場所でノートパソコンを開いてなにか作業していた。

「あの子ね、いつもあんな感じなの。忙しい中こうして顔を出してくれるのはありがたいけれど、本当に顔を見せるだけなのよ」

　光子さんは内緒話のように私に告げてくる。おそらく本人にも聞こえているが、久弥さんはなんの反応も示さない。光子さんは部屋の端にいる彼から私に視線を戻した。

「ところで瑠衣さんは今、お付き合いされている方はいらっしゃるの？」

　突然の質問に、心臓が小さく跳ねる。

「い、いいえ。今は仕事や母、施設の手伝いなどで手いっぱいでそれどころじゃないんです」

　正確には今に限った話ではないけれど、そこまでの説明は不要だ。

「こんな素敵なお嬢さんなのに。そうだわ、久弥」

　そこで光子さんが閃ひらめいたという表情で彼の名を呼んだ。さすがに彼の注意がこちらに向く。

「今日のお礼に、瑠衣さんに食事をごちそうしてくれないかしら？」

　続けられた光子さんの発言に目を剥むき、彼がなにか言う前に慌てて辞退する。

「だ、大丈夫です。お気遣いなく！」

　立ち上がりそうな勢いで首を横に振ったが、光子さんは笑みを崩さない。

「そう言わないで。今日が無理なら、また都合のいいときに」

「あの、本当にかまいませんので」

　久弥さんだって面倒だと思っているだけだ。なにより……。

「退院されたら、光子さんとご一緒させてください。楽しみに待っていますから」

　微笑んで提案すると、光子さんは一瞬顔を歪めた。なんだか泣きだしそうに見えたが、すぐにいつもの優しい笑みを浮かべる。

「そうね、ありがとう。瑠衣さんのために美味おいしいお店をリストアップしておくわね」

「はい」

　ちょうど話が一区切りついたのもあり、そろそろ退出する旨を告げる。

　初めて訪れたときはホテルみたいだと感動したが、秘書や看護師がそばについているとはいえ、こんな広い部屋をひとりで使っているのだと思うと、光子さんの来客を喜ぶ様子が理解できた。

　うしろ髪を引かれつつ、また来ると彼女と約束する。そして来たときと同じく、久弥さんの車で送ってもらう流れになった。

「では、お手数おかけしますが」

「食事はどうする？」

　シートベルトを締めて、『帰りもお願いします』と言おうとしたら、不意に久弥さんから問いかけられた。すぐになんの話か理解できない。

　隣に顔を向けると、彼は少しだけ怒った表情になった。

「あそこまで頑かたくなに拒否しなくてもいいんじゃないか？」

『今日のお礼に、瑠衣さんに食事をごちそうしてくれないかしら？』

『だ、大丈夫です。お気遣いなく！』

　先ほどの光子さんとのやりとりを思い出し、血の気がさっと引いた。いくら遠慮から出た言葉とはいえ、とりようによっては失礼な態度だったかもしれない。

「すみません。そんなつもりはないんです」

　慌ててフォローしたら久弥さんは自じ嘲ちょう的てきに笑った。

「たしかに嫌いな相手と食事をしても苦痛なだけだろうな」

「へ？」

　彼の言い分に目を丸くする。嫌い？　誰が、誰を？

　久弥さんは軽くため息をついた。

「あまりいい印象をもたれていない自覚はある」

「そ、それはこちらのセリフなのですが」

　思わず本音で言い返す。どう考えても彼は私をよく思っていない。

　けれど今は先に誤解を解くべきだ。

「嫌っていませんよ。最初にあんな言い方をされて身構えたのは事実ですけど……でも嫌いになるほどあなたのことをなにも知りませんから」

　言ってから気づく。これはこれでまた無礼な言い方ではないだろうか。どうしてこう、私はうまく立ち回れないのかな。

「そうだな」

　自己嫌悪に陥っていると隣から反応があり、改めて顔をそちらに向ける。すると笑うとまではいかなくても、幾分か穏やかな表情をした久弥さんが目に映った。

「俺も君をまだよく知らない。だからひとまず一緒に食事をしないか？」

　まさかそういう結論に持っていくとは思わなかった。

「私はあなたにはもちろん、光子さんにもなにかしてほしいとか、返してもらおうとは思っていません」

　義理堅いのか、光子さんの意思をどこまでも尊重するのか。

「わかっている。俺が個人的に誘っているんだ」

　ところがあまりにもストレートな切り返しに、頬がかっと熱くなる。

　これはこれで反応に困ってしまう。どんな理由で断ったらいい？　そもそも断りたいの？

　飾り気のない言い方だからこそ、彼に妙な下心がないのも伝わってきた。とはいえ嫌悪はなくとも逃げ出したい衝動に駆られる。

「祖母のお気に入りの店に連れていきたい。さっきはああ言ってくれたが、当分実現しそうにないんだ」

『退院されたら、光子さんとご一緒させてください』

　やはり光子さんの病状は芳しくないらしい。打って変わって厳しい顔になった久弥さんに、私は申し出を受け入れると短く返した。

　どこかに久弥さんは電話し、車は走り出した。しばらくして着いたのは、白くて四角い大きな建物で、看板らしい看板も出ていない。

　彼について中に入ると、意外にも和のテイストで、木の温もりにホッとする。通されたのは個室で、久弥さん曰いわく、お箸で食べられる創作フレンチのお店なんだとか。有機野菜をメインに素材にもこだわっていて、女性にも人気らしい。気軽に訪れるには、私には敷居が高すぎる。

　好き嫌いやアレルギーを尋ねられ、大丈夫だと答え、注文は彼に任せた。

　おしゃべりが得意ではないうえ、彼となにを話せばいいのか悩む。しかし意外にも久弥さんからいろいろと話題を振ってくれた。私の仕事や母が事務局長を務めるＮＰＯ法人についてなど、当然といえば当然の内容を聞かれる。

　母の病状も心配され、かいつまんで説明した。昔から病弱だった母は、あまり体力の必要な仕事はできない。けれど人と会うのが好きで、事務作業が得意なのもあって、友人が立ち上げたＮＰＯ法人の事務局長にどうかと声をかけられたのだ。

　母自身、女手ひとつで私を育てたのでその経験を生かして相談者の話を親身に聞いたり、施設にやってくる子どもたちにも積極的に声をかけて、家庭や学校での悩みに向き合ったりしている。そんな母を尊敬しているし、施設にやってくる子どもたちを見ても必要な活動だと感じる。つい子どもたちに幼い頃の自分を重ね、私もなにかと顔を出していた。

　そういった説明をしていると、前菜が運ばれてきた。カリフラワーととうもろこしのムース、柚子とにんじんのラペ、冬野菜がたっぷり入ったパテ・ド・カンパーニュが綺き麗れいに皿に並んでいる。

　ナイフとフォークではなく、勧められるままお箸でいただく。見た目も華やかで、自分では作れない味に舌した鼓つづみを打つ。

「美味しいです」

「それはよかった」

　思わず漏れた感想には返事があった。

「……どんな会社を経営されているんですか？」

　聞かれてばかりもなんなので、こちらからも質問を振ってみる。言ってから子どもじゃないんだから、と少し後悔した。あまりにもストレートすぎただろうか。

「海外向けの不動産開発、投資事業を行っている。一方で、今はどの国も脱炭素社会への動きが強まっているからな。開拓や開発に伴う環境への貢献も重視されている分、環境保護ビジネスにも力を入れているところなんだ」

　しかし久弥さんは意外と真面目に回答してくれた。それが嬉しくて、内容は難しいけれどわずかに緊張が解ける。

「大変ですね。でも、そんな忙しい中でも光子さんのところに顔を出して……優しいですね」

「優しいとは思わない。祖母が、祖父母が親代わりとなって育ててくれたから当然だと思っている」

　対する久弥さんからは淡々とした回答がある。目をみはる私に、彼は事情を話していく。

　光子さんには息子さんがふたりいて、ＴＯＧＡコーポレーションの現社長は長男であり、久弥さんは次男の息子だそうだ。久弥さんのご両親は久弥さんが幼い頃に事故で亡くなり、彼は光子さんと前社長の久則さんのもとで育ったらしい。

　正直、とっさにかける言葉が見つからなかった。ただ自分の経験からすると、下手な慰めはどうしても薄っぺらくなりがちで、余計なお世話になる。現に久弥さんはこちらの反応などまったく気にせずに続けていく。

「伯父のところにも息子はいるし、俺がＴＯＧＡコーポレーションを継ぐ必要はないんだ」

「必要がないから継がなかったんです？」

　なんとなく言い方が引っかかり、ここでつい踏み込んでしまった。発言して慌ててフォローを入れる。

「すみません、なんでもありません」

　やはり異性相手のやりとりは難しい。これが子どもや同性が相手ならもう少しマシなんだけれど、大人の男性との会話はことさら苦手だ。

　私に父親がいないせいもあるのかな。

　せっかく料理が美味しいので、黙々と食べ進める。どんな味付けや調理法でこんなふうに仕上がるのかと考えながら箸を動かす。

　美味しい。自然と笑顔になり、ふと状況を思い出す。そもそも久弥さんはこの時間をどう捉えているのだろう。仕事で忙しいうえ、彼なら誘う相手に困らないだろうし、楽しく会話が盛り上がれる女性は他にたくさんいるに違いない。

　まぁ、これが最初で最後だろうな……。

　そう思ってちらりと彼の方に視線を送ると、なぜか久弥さんは箸を置いてこちらをじっと見つめていた。彼の行動に驚き、どうしたのか尋ねようとしたそのときだった。

「俺と結婚してくれないか？」

　彼の低くよく通る声は確実に耳に届いた。しかし意味が理解できない。空耳にしてはリアルだが、言われた内容からすると夢か聞き間違いか。

　動揺さえ起きない。だってなにかの間違いなのはあきらかだ。しかし確かめずにはいられない。

「結婚って誰とですか？」

「君以外、誰がいるんだ」

　この場に、という意味だろう。脳内で補完して平静を保つ。彼の目的は一体なんなのか。

「期間は半年ほど。多少前後する可能性はあるが、そう長くはない」

　疑問が解消したわけではないが、彼のこの発言でワケありだと悟る。いや、最初からなにか事情がないとこんな馬鹿げた話をするわけがない。

　なにも返せず、ただ久弥さんに視線を送ると、彼は整った顔を歪め目線を下げた。

「祖母は、このままだとあと半年だと言われている」

　静かに語られた内容に冷静さは吹き飛んだ。あきらかにうろたえる私に、久弥さんは慎重に語っていく。

「気づいたときにはもう手遅れだと言われたんだ。ただ、年齢的なものもあって進行はそこまで早くない。できる手はすべて尽くすつもりだが、今のままでは……」

「そん、な……」

　光子さんは知っているの？　どんな想いで寄付しようと思ってくれたの？

「本人にはなにも伝えていないが、薄々気づいている感じはある。体力的にも大がかりな手術は厳しく、腫しゅ瘍ようを小さくする薬を試しているが、どれもいまいち効果は得られていない」

『退院されたら、光子さんとご一緒させてください。楽しみに待っていますから』

　あのとき、私の提案に光子さんが一瞬悲しそうな顔をしたのを思い出す。久弥さんに病状を聞いた際に曖昧に返されたのも、簡単に第三者に教えるわけにはいかないと判断したのだろう。

　でも、だったらなぜ今私に教えてくれたの？

「祖母は君を気に入っている。そして祖母はずっと俺が結婚しないのを心配しているし、いまだに会うたびにその話をしてくる。だから」

　そこですべて繋つながった私は、あれこれ考える間もなく声をあげた。

「お断りします。結婚は愛する人とするべきですよ」

　つまり久弥さんは、光子さんを安心させたいために、期間限定の相手として私に結婚を申し込んできたんだ。彼女が私を気に入っているという理由だけで。

　私の言い分に、久弥さんは不快そうに眉根を寄せた。

「あいにく結婚願望はないし、そんな相手もいない。もちろん無償でとは言わない。それなりの報酬は支払う」

「そういう話ではありません。そもそも光子さんを騙だますような真似はできません」

　頭の芯が冷えていき、それは口調にも表れる。

「おばあさまを想う気持ちはわかります。でも光子さんが気に入っているからって、私と嘘うその結婚をしたとしても光子さんは喜びませんよ」

　きっぱりと彼を見据えて返したが、久弥さんはものともしない。

「最後まで嘘をつき通す覚悟はある。祖母の心労をひとつでも減らしたいんだ」

　彼の目には言葉通り迷いはない。久弥さんは自分の気持ちをすべて無視してでも、光子さんのために結婚しようとしているんだ。

　決意の固さを目の当たりにし、これ以上自分の意見を押しつけても無駄だと感じる。

　そこでデザートが運ばれてきたので会話は一時中断した。

　サツマイモのタルトとりんごのシャーベットは甘さと酸味のバランスがちょうどいい。ついさっきまで純粋に出される料理を楽しんでいたのに、今は集中できない。

　最後のコーヒーを飲み終え、私たちはほぼ会話がないまま店を出た。

「ごちそうさまでした。お料理、とても美味しかったです」

　駐車場に向かう前に、頭を下げお礼を告げる。そして彼がなにか返す前に続ける。

「先ほどのお話、他の人を当たってください。私はお受けできません」

　私の結論は変わらない。ただ、彼の考えを否定する権利も私にはない。

　久弥さんみたいに素敵な人なら、それこそお金を払わなくても、諸手を挙げて協力してくれる女性はきっといくらでもいる。その中に光子さんが気に入る女性だっているだろう。

　帰りはタクシーを掴まえようと彼に背を向けようとしたときだった。

「君じゃないとだめなんだ」

　右腕を掴まれ、彼の方を向かされる。出会ったときから、ずっと落ち着き払っている久弥さんの初めて見る余裕のない表情だった。

「お母さんの病状、手術をしないとよくならないんだって？」

　逆に私は彼のついてきた内容にあからさまに顔をしかめる。そこまで話した覚えはないのに、なぜ知っているのか。考えるまでもない、事前に調べたのだろう。

　母は心臓に疾患を抱えていて、定期的な健診と薬でなんとかやり過ごしているが、本当は手術するのが一番だと昔から言われている。発作によっては命を落とす可能性だってないわけじゃないからだ。

　今までに何度も手術を母に勧めたが、母は決して首を縦に振らなかった。手術は特殊なものらしく、できる病院も医師も限られている。手術となれば長期入院になる見込みで、そう簡単にはできない。

　しかし理由はそれだけじゃない、金銭面の問題だ。

「手術できるだけの金額は支払う。そのあとのリハビリを含め、当面の生活に不自由はさせない」

　我が家の事情をわかったうえで提案してきた久弥さんに、逆に私の心は頑なになる。

「そう言えば……私が言うことを聞くと思っているんですか？」

「そうだ。この提案を君は受けるべきなんだ」

　間を空けずに迷いなく言い切られ、思わず噛みつく。

「馬鹿にしないでください！　お金のために結婚なんてできません」

　もうこれ以上は聞いていられないと切り捨てようとしたが、久弥さんは真面目な面持ちを崩さない。彼の手を振りほどこうにも、腕は掴まれたままだった。

「金があれば助かるのに、なぜそのチャンスをものにしないんだ」

　続けられた言葉に目をみはる。

　久弥さんの言い分にこれ以上耳を傾けるつもりはなかったのに、心が揺れた。

「手術をすればよくなるんだろう？」

　彼の眼差しは真剣そのもので、打算的なものはなにも感じられなかった。私に結婚を承諾させるためとか、そういうことを抜きにして必死に訴えかけてくる。

『祖母は、このままだとあと半年だと言われている』

　どんなにお金があって、素晴らしい環境を用意できても、どうにもできず余命を宣告されている祖母を前に久弥さんはどんな思いをしてきたんだろう。

「でも……」

　とはいえ、すぐに決断できない。そのときバッグの中で私のスマートフォンが震えた。マナーモードにしていたのだが、おそらく電話だ。

　取るかどうか迷ったが、久弥さんが私の腕を離したので、バッグからスマホを取り出す。ディスプレイには母の同僚で、私も顔見知りの事務職員の名前があった。

　かなり珍しい相手に、慌てて電話に出た。

「はい」

《瑠衣ちゃん？　大変よ！　恵え美みさんが倒れて救急車で医療センターに運ばれたの》

　頭が真っ白になった。足元から崩れそうになるのを必死にこらえ、状況を聞き出す。

　母は事務所で作業していたところ、突然胸を押さえてその場に倒れ込んだそうだ。母の友人であり同僚の村むら上かみさんが付き添ってくれているそうで、私もすぐに向かうと伝える。

「すみません、私行かないと」

　電話を切り、震える声で告げた。

「どこの病院だ？　国立？」

　今度こそ踵を返そうとする私の腕を再び久弥さんが取る。引き留めるというより支えるような触れ方だった。動揺もあってつい答える。

「い、いえ。医療センターらしく」

「わかった。行こう」

　素早い返事があり、今度は強引に私の肩を抱くと彼は駐車場に足を向ける。

　つい従いそうになったが、久弥さんを巻き込むわけにはいかない。忙しいと聞いたばかりだし、私との関係だってそこまでのものではない。

「大丈夫です、私ひとりで」

「いいから。こういうときに強がるな」

　ぴしゃりとはねのける言い方なのに、やけに力強くて胸に響く。これ以上は拒否できず、素直に彼を頼らせてもらうことにした。

　来たときと同様に助手席に乗り込み、行きとは違う道を車は進み出す。

　心臓が痛いくらい強く打ち、頭の中でさまざまな考えが湧いては消えてを繰り返していく。それを無理やり振り払い、流れだす景色を目に映しながら私は口を開いた。

「母は昔から体が弱くて……それなのに私を産むって決めて、産んでからさらに体調が悪化したみたいなんです」

　聞かれてもいないのに一方的にしゃべりだす。なにか話していないと不安で押し潰されそうだった。

　隣にいる久弥さんは聞いているのか、聞いていないのか。なにも言ってこないのが逆にありがたく、そのまま話し続ける。

「父は私が赤ちゃんの頃に出ていったらしくて……。それから母にはシングルマザーで、すごく苦労をかけたんです」

　父の話は、亡くなった祖母から聞いた。母は両親の手を借りながら幼い私を育てていたが、やがて祖父母も亡くなり、母は体が弱いのにもかかわらず、必死に私を育てた。だから――。

「お母さんは、君がいたから頑張れたんだろうな」

　それまで黙って聞いていた久弥さんがふと口を開く。思わず運転している彼を見つめた。彼の視線は前を向いたままで、私も前に向き直る。

　ぎゅっと握りこぶしを作って、込み上げてきそうになるものを我慢する。私のせいだと自分を責めていたのを、そんなふうに言ってもらえるとは思ってもみなかった。

　そこから祈る気持ちで病院までの道のりを行き、病院の乗降口に車が停まったので慌ててシートベルトを外した。久弥さんにお礼を告げて、夜間休日専用のドアから中に駆け込んだ。看護師さんに聞いて、母が運び込まれたという処置室前に急ぐ。

「村上さん」

「瑠衣ちゃん」

　付き添ってくれていた村上さんが私を見てわずかに安あん堵どめいた表情を見せた。

「すみません。母は？」

「大丈夫。すぐにお医者さまが対応してくださってね。お医者さまから説明があるそうだから、聞いてもらえる？」

「はい」

　そういった説明は身内しか受けられない。ひとまず命に別状がないのならよかった。

　さらに付き添うと申し出る村上さんにもう大丈夫だと告げる。彼女にも家庭があるし、お子さんはまだ小学生だ。なにより明日からしばらく仕事ができない母の穴を埋めてもらわなくてはならない。

「あとは私ひとりで大丈夫ですから」

　明日朝一でお見舞いに来るという村上さんにお礼を言って手を振る。待合いの椅子に腰を下ろし、小さくうずくまり長く息を吐く。心臓はずっと早鐘を打ちっぱなしだ。

　静まり返った廊下に人の気配を感じ、私は勢いよく顔を上げた。その人物を視界に捉え、目を見開く。

「どう、して？」

　こちらに足早に近づいてきたのは久弥さんだった。なぜ彼がここにいるのか。てっきり帰ったとばかり思っていたのに。

「駐車場に車を停めてきた。お母さんの容態は？」

「あ、はい。なんとか無事みたいです」

　彼の顔を見たからか、体の力が抜けそうになる。

「そうか。ならよかった」

　安心した表情を見せる久弥さんに、私の気持ちも心なしか落ち着く。彼にそっと肩を支えられ、慌てて自分を奮い立たせる。

「倉本恵美さんのご家族の方ですか？」

　そこに医師らしき人が現れ、気持ちを切り替えて返事をする。

「はい。娘です。お世話になっています」

　頭を下げ、母の容体について説明を受ける。一時心肺停止状態になったが、なんとか持ち直したこと。でも次に同じ状況になったら命の保証はないと告げられる。

　わかっている、わかっていた。根本的治療は手術をするしかない。

　今、母は処置室で容体が急変しないか様子見の状態だが、間もなく病室に移動するらしく、同意書や入院手続きについて看護師さんから説明を受ける流れになった。その間も久弥さんは私に付き添ってくれていた。

　そして少しだけ面会が可能だと言われ、病室に運ばれた母に会いに行く。ちょうど相部屋に空きがなく、個室になったそうだ。

　時間も時間なので、小さくノックして部屋に入った。

「お母さん」

「瑠衣……心配かけてごめんね」

　か細く返ってきた声に、なんだか泣きそうになる。無事でよかったと胸を撫なで下ろす反面、母を失うかもしれなかった怖さが複雑に絡み合って胸をしめつける。

「謝らないで。無事でよかった。とにかく今はゆっくり休んで」

　そんな自分の気持ちを悟られないよう、笑顔を貼りつけ極力明るく返す。

「そちらの方は？」

　けれど母の思わぬ指摘に気が動転する。さりげなく一緒にいた久弥さんの存在をどう説明すればいいのか。

「あ、あの彼は」

「はじめまして、こんなときに突然すみません。十河久弥です。瑠衣さんと結婚を前提にお付き合いしていまして、ご挨拶が遅くなってしまってすみません」

　淀よどみなく語る久弥さんに驚いたのは、母だけではなく私もだ。結婚どころか彼と付き合った覚えすらない。

「瑠衣、そうなの？」

　しかし母は、どういうわけか期待に満ちた眼差しを向けて尋ねてくる。その顔には、疑いや訝しがる様子などまったくない。

「えっと」

　返答に迷っていると、久弥さんがさりげなく私の肩を抱いた。

「今日ふたりで会っているときにお母さまが倒れたとの連絡を受けて、動揺する瑠衣さんに付き添ったんです。ご無事でなによりです」

「まぁ。それはありがとうございます。よかった、瑠衣にもそんな人がいて。……十河さん、瑠衣のことをよろしくお願いします。瑠衣、よかったわね」

　目に涙を浮かべながら母は微笑む。私はぎこちなく頷うなずき、また明日必要なものを持ってくるから今日はもう休むよう告げた。

「香か保ほ子こにもお礼を言っておいて。瑠衣も、十河さんも迷惑かけてごめんなさいね。本当にありがとう」

「また改めてご挨拶にお伺いします。今はどうかお体を大事になさってください」

　どこまでも紳士で丁寧な久弥さんに母は最後まで嬉しそうだった。

　病室から出たあと、私はなにも言えずに、半歩前を歩く久弥さんの背中を見つめる。

　お礼を告げるべきなのか、母に嘘をついたのを責めるべきなのか。

「ひとつ、教えてください」

　病院の外に出て、駐車場へと進み出す前に、彼に問いかける。久弥さんはこちらに振り向き、私たちはお互いに見つめ合う形になった。

「さっき私に付き添ってくれたのは、結婚を承諾させるためですか？」

　ああやって母に告げるために？　優しくして私を懐かい柔じゅうさせるため？

　まっすぐに彼を見据えると、久弥さんは整った顔を切なそうに歪めた。

「純粋に君が心配だったって言って、信じてくれるのか？」

　嘘か、本当なのか。彼がどこまでを意図していて、なにが本心なのかはわからない。けれど……。

「今日、そばにいてくださって心強かったです。ありがとうございます」

　これだけは揺るぎない事実だ。そして母も私に大事な人がいると知って、ホッとした顔をしていた。

　頼れる身内がほぼいない私の身を、母は『私になにかあったらどうするの？』とよく冗談交じりに案じていた。あれはきっと本気で不安に思っていたんだろう。

　嘘をつくのは嫌いだけれど苦手じゃない。

「わかりました。期間限定の結婚の申し出、お受けします」

　この判断が、この行動が、正しいのか正しくないのかはわからない。それでもどうして引き受けたのか。〝母のため〟など自己犠牲めいたことは言わない。母に手術を受けてほしい。元気で安心した顔でいてほしい。全部私の願いを叶かなえるためだ。

　久弥さんは目を丸くしたあと、こちらに一歩近づき距離を縮めてくる。

「瑠衣」

　直接、名前を呼ばれるのは初めてで、少しだけ緊張する。彼は私の手を取り、柔らかく微笑んだ。

「ありがとう。感謝する」

　嬉しそうな久弥さんに勘違いしそうになる。

　彼は光子さんを安心させられるから喜んでいるんだ。そのための結婚相手を探していて、私自身を望んだわけじゃない。

　大きくて骨ばった手は、慣れない大人の男性のものだ。改めて意識すると、自分がとんでもないことを約束してしまった気がする。

　でも、私ひとりじゃないなら、彼も一緒なら、なんとかなるかもしれない。










第二章　期間限定の契約結婚は明確に




　久弥さんは宣言通り、忙しい合間を縫って、私と共に母に会いに行ってくれた。改めて結婚するという報告と、今後の治療について話し合うために。

　知り合いのいいお医者さまがいるからと話を通してくれ、手術を前提とした母の転院の手続きなども着々と進めていく。恐縮して何度も頭を下げる母に「これくらいなんでもありませんよ」と久弥さんは笑顔で返していた。

「結婚相手である瑠衣さんのお母さんなんですから」

　これが赤の他人ならきっとまかり通らないのに、〝結婚〟という言葉は思った以上に強い結びつきなんだと実感する。

「いい人に出会えてよかったわね」と私に幸せそうな顔を向けてくる母に嘘をついていると申し訳なく思う反面、手術ができるのは本当にありがたい。

　久弥さんには感謝するばかりだ。そして、ここまでしてもらったからには、私もきちんと彼の期待に応えなくてはと決意する。

　十二月に入りあちこちでクリスマスソングが聞こえだし、街行く人々の上着がどんどん分厚くなる季節、年末に向けて賑にぎやかな雰囲気に包まれている。

　ほんの一ヶ月前にはこんな状況になるなんて夢にも思っていなかったから、なんだか不思議だ。

　土曜日、今日はいよいよ光子さんに結婚の報告をする段取りになっている。

　久弥さんに車で迎えに来てもらい、すっかり覚えた道順で病院へ向かう。さっきから異様に脈が速い。自分の母親に報告するよりも光子さんに伝える方が緊張する。

「あの、改めて母の手術の件、ありがとうございます」

　それを吹き飛ばしたくて、運転する彼に乾いた声で告げた。久弥さんはこちらを見ずに答える。

「気にしなくていい。君にはそれ以上の働きをしてもらうんだ」

　そうだ。彼の行動は見返りあってのものだ。もうあとには引けない。名目上だけとはいえ引き受けたからには精いっぱい彼の妻を務めないと。

　母から、手術に踏み切れなかったのは、金銭面はもちろん、自分になにかあったら私がひとりになってしまうと案じていたからだと聞かされた。けれど、久弥さんがいるのなら、もうその必要はないと。

　最初は嘘をつくなんて間違っているとつっぱねたが、結婚がいかに親を、周りを安心させるものなのかと思い知った。

　だから久弥さんの気持ちも、行動も今なら多少は理解できる。でも――。

「光子さん、納得するでしょうか？」

　ぽつりと呟つぶやくと、すかさず隣から反応があった。

「納得？」

「私たちの結婚ですよ。あまりにも突然ですし」

　光子さんは私たちの出会いからを知っているから、下手に嘘はつけない。あれこれ質問される可能性は大いにある。

「それ以前に、あなたが結婚相手として私を選ぶこと自体に違和感を抱く可能性もあると思うのですが」

　光子さんが私を気に入っているのと、孫の結婚相手として受け入れられるかというのはまた別問題だ。

　久弥さんの好みは知らないが、初対面の印象からして私みたいな人間に好意を寄せるとは考えにくい。きっと彼の周りには、仕事ができて、同じような思考の華やかな女性がたくさんいるはずだ。それこそ似た環境で育ってきた価値観の合う女性が……。

　そこでしまっていた過去の傷が鈍く痛み、慌てて振り払う。

「それはない」

　久弥さんのやけにきっぱりとした返事で我に返る。目をぱちくりとさせ、彼に目を遣った。

「君は十分に魅力的だ」

「初対面であんな態度だったのに？」

　すかさず言い返すと、久弥さんは途端に気まずそうな顔になった。

「あれは……」

　言い淀む彼に私はふっと笑みをこぼす。

「すみません。ちゃんと謝ってくれましたもんね」

　謝罪を受け入れたのだからいちいち掘り返すのはナンセンスだ。

　彼から反応がないのを不思議に思い、ふと笑みをひそめる。車は信号で停止していて、気づけば久弥さんはこちらに視線を送っていた。

　気に障ったのかと不安になったが、久弥さんは笑みをこぼした。

「作ったような笑顔より、そっちの方がよっぽどいい」

　そこで信号が変わり、彼は再び前を向いてアクセルを踏む。

　それはこちらのセリフだ。初めて会ったときは冷たくて無愛想で、私とは住む世界が違う人だと思っていたのに。

　彼のさりげない笑顔や優しさに胸をときめかせている。

　しっかりしないと。男の人に免疫がないから、いちいち反応してしまうだけだ。勘違いしちゃいけない。

　あんな不毛な思いはもう二度としないって決めている。だから割り切った彼との結婚を受け入れたんだ。

　病院の駐車場に車を停め、私は大きく息を吐いてからシートベルトをはずす。

「瑠衣」

　不意打ちで名前を呼ばれ心臓が跳ねた。

「俺がうまく説明するから瑠衣はいつも通りでいいんだ」

「はい」

　私から余計なことを言って墓穴を掘るくらいなら、ここは彼に任せよう。小さく頷くと久弥さんは苦笑する。

「それから、できれば俺も名前で呼んでもらえないか？」

　言われて気づいたが、心の中ではともかく、彼に対して直接名前で呼んだ覚えは一度もなかった。けれど改めて口にしようとしたら、なんとも言えない気恥ずかしさに包まれる。本人が目の前で待ちかまえているようでなおさらだ。

「久、弥さん」

　観念して彼の名を呼ぶと、そっと頭を撫でられた。

「大丈夫、なにも心配しなくていい」

　久弥さんがそう言うと、胸を覆っていた不安が本当に消えていく気がした。




　光子さんは今日も朗らかな笑顔で迎え入れてくれた。

　前回同様、久弥さんは私を連れてきただけだと思っているらしく、ふたりで訪れたことに対して光子さんはなにも言わない。

　軽く近況をやりとりしたあと、彼が光子さんに対し、私と結婚を前提に付き合っていると切り出した。

「まぁ、ふたりともそうなの？」

　光子さんは大きな目をこれでもかというほど丸くし、感嘆の声を漏らす。

　この前、光子さんに言われて私と食事を共にしたのがきっかけで結婚を前提に交際を申し込んだと久弥さんは説明していく。

「嬉しいわ。おめでとう。入籍は？　結婚式は？」

　興奮気味に話を進めようとする光子さんを久弥さんが軽く制した。

「俺はすぐにでも結婚したいと思っているんだ。ただ彼女が、慎重で」

　急に話を振られ、うろたえる。私のせい？と思ったが、妥当な理由だ。

　意外にもフォローしてくれたのは光子さんだ。

「それはしょうがないわ。あなた相手だもの、いろいろ考えるわよ、ねぇ」

　同意を求められたが、なんて答えるべきなのか。すると光子さんはおかしそうに声をあげて笑った。

「夫もね、お見合いとはいえ出会ったその日に結婚を申し込んできてね。息子……久弥の父親も奥さんに対してほぼ一目惚ぼれだったみたい。血筋なのかしら？」

　急すぎる展開ではないかと不安に思っていたが、どうやら光子さんにとっては、そうではないらしい。

「それにしても瑠衣さんは久弥のどこがよかったのかしら？　仕事ばかりで、あまり女性を大切にする感じじゃないから」

　光子さんの質問にドキリとする。一瞬、久弥さんと目が合ったが、すぐに光子さんをまっすぐに見つめた。

「あの……。久弥さん、優しい方だと思います。私の母が倒れたとき、忙しいのにずっと付き添ってくださってすごく心強かったんです。それから私の意見にもしっかり耳を傾けてくれますし、物事をはっきり口にする分、正直で信頼できる人だなって」

　下手に嘘はつかず、素直な思いを口にする。

　彼のことはまだまったくと言っていいほど知らない。まだほんの少ししか会っていないし、一緒に過ごしていない。けれど、その中で見えてきた優しさは、本物だと感じたから。

「なにより、こうしておばあさまを大事にされているところが、とても素敵だと思います」

　自然と笑顔で話せた。ところが光子さんは驚いたような顔をしている。なにかまずい発言をしてしまったのかと内心で焦りそうになったが、彼女は顔をくしゃりと歪ませ笑った。

「ありがとう、瑠衣さん。そんなふうにこの子のよさを理解してくれて」

「い、いえ」

　光子さんは私の手をそっと取る。か細くて弱々しい彼女の手に、胸が軋きしんだ。

「さっきは、あんなふうに言っちゃったけれど、瑠衣さんさえよかったらできるだけ早く結婚を考えてあげて。私が生きているうちに結婚式の写真が見られるくらいには」

　光子さんの目にはうっすらと涙が浮かんでいる。

「そんなことを言ったらいつまで経っても瑠衣は結婚を承諾しないだろ」

　光子さんの発言に戸惑っていると、隣から久弥さんが呆あきれたように口を挟んだ。ホッとして私も笑顔を作る。

「そうですよ。そんなに猶予を与えてくださるんですか？」

　私たちの切り返しに、泣きだしそうだった光子さんも微笑んだ。

「あらあら。のんびりさせちゃうかしら」

　続けて彼女は久弥さんに視線を送る。その表情はいささか険しい。

「久弥、しっかりと瑠衣さんと向き合って結婚してもらえるように頑張りなさい」

「どんな励まし方だ」

　真面目な光子さんに対し、久弥さんの言い方が対照的で思わず目を細める。

「瑠衣さん、久弥に対する不満や不安は全部私が聞くからいつでも言ってね」

　胸をとんっと叩たたく光子さんは、いつも以上に生き生きしていた。

　すると久弥さんがさりげなく私の肩を抱く。

「できればそれは、俺本人に言ってほしいな」

　至近距離で目が合い、余裕たっぷりに微笑まれたが、逆に私は瞬きひとつできずに硬直した。頬が瞬時に熱くなり、心臓がバクバクと音を立てだす。

　不覚にも見み惚とれてしまった。これは全部、嘘なのに。

　触れられた肩から伝わる温もりや手の感触を意識しないよう躍起になる。

　改めて光子さんに挨拶をし、私たちは病院をあとにした。

「あんな感じでよかったんでしょうか」

　車が動き出したタイミングで不安げに尋ねる。あまり光子さんに嘘はつきたくないと思い、結婚に関すること以外は極力素直に答えた。怪しまれた感じはしなかったが、どうなのだろう。

「上等だ。祖母も喜んでくれてなによりだ」

　久弥さんの回答に安堵したのも束の間、すぐにべつの感情に襲われる。どう言い訳しても、私たちの仲を純粋に信じて喜んでいる光子さんを騙している事実は変わらない。

「このあと入籍や引っ越しについて話そう」

　久弥さんの提案に、罪悪感に染まりそうな気持ちを切り替える。さっき光子さんが、自分があまり長くないのではと弱気になったとき、久弥さんはわざと茶目っ気交じりにすかさず否定した。事実を相手に伝えるだけが正しさじゃない。

　そこで車が私の自宅の方ではなく、べつの道を走っているのに気づいた。

「あの」

「ひとまず俺のマンションに向かっている」

　私の顔色を読んだのか、さりげなく彼が答えた。目を丸くする私に、久弥さんは冷静に続ける。

「外でする話でもないだろう。それに、結婚を考えている間柄で家に行ったことがないのは不自然じゃないか？」

　久弥さんの指摘はもっともで、少なくとも次に光子さんに会ったときに、家の話にもなりかねない。ここは彼に従うしかない。

　ややあってたどり着いたのは、一等地にあるタワーマンションだった。外観からして立派で、ガラス張りのような壁に空の色が反射し、キラキラして遠目からでも目立つ。モダンで洗練されたデザインはドラマにでも出てきそうだ。地下駐車場に車が入っていくと、そこはまるで展示場みたいに高級車が並び、煌こう々こうと照らされていた。

　久弥さんに促され車を降り、子どもみたいに彼のあとをついていく。どこまでも開けていて足音がやけに響いた。

　私とはまったく縁のない世界で、駐車場の時点で場違いだと足がすくみそうになる。

　そのとき先を歩いていた久弥さんが不意にうしろを振り返った。きょろきょろしすぎだったかと背筋を正すと、ごく自然に私の手を取る。

「え？」

　思わず声が漏れて久弥さんを見たら、彼は緩やかに口角を上げた。

「案内するよ、奥さん」

「ま、まだ入籍していませんが？」

　大袈裟に反応してしまい、思わず彼の手を振りほどきそうになる。しかし久弥さんの手は想像以上に力強かった。

「早くそうなってもらえるよう努力するよ」

　さっきから演技だとわかっていても、彼の言葉や態度に振り回されっぱなしだ。

　エレベーターで二十八階まで上っていく間、このマンションの説明を久弥さんから簡単にされる。

　コンシェルジュと警備員が二十四時間待機し、防犯面の心配はなし。共有施設としてはスポーツジムやプール、ラウンジにシアタールームなどがあるそうだ。

　こんなところで生活している人が現実にいるのだと不思議な気持ちになる。賃貸料は一体いくらだろうかと疑問が浮かぶが、おそろしくて聞けない。おそらく桁外れの額なんだろうな。私のお給料の何ヶ月分だろう。

　エレベーターを降りて案内された部屋の前で、久弥さんはカードキーでロックをはずす。ドアを開けると、広い玄関に出迎えられた。土間のスペースでこれだけあるのだから、中はどんな広さなのか。想像もつかないまま、「おじゃまします」と小さく告げて部屋に上がった。

　廊下を抜け通されたリビングには大きな窓があり、徐々に空が薄暗くなっていくのがじっくりと見渡せた。

　部屋はパーティーができそうなほどの面積があるのに対し、圧倒的に物が少ない。まったくといっていいほど生活感がなく、モデルルームさながらだ。

「ここにはおひとりで住んでいらっしゃるんですか？」

　わかってはいても聞かざるをえない。家族で住んでも十分すぎるほどの余裕がある。

「ああ。だから瑠衣が引っ越してきてもなんの問題もない」

　純粋に尋ねたのに、そういう切り返しがあるとは思ってもみなかった。

「やっぱり……そこまでしないといけませんよね？」

「当然だ。籍だけ入れて満足するとでも？」

　それは光子さんが？　久弥さんが？

　ひとまずテーブルに座るよう勧められ、おとなしく席に着く。彼はリビングにあるキャビネットから束になっている紙を取り出し、こちらに持ってきた。

「とりあえずこれに目を通してもらいたい」

　目の前に置かれたのは【婚前契約書】と書かれた書類だった。目を見開き、おずおずと手に取る。

「コーヒーでかまわないか？」

「あ、お気遣いなく」

　自分の分も淹いれるからと久弥さんはキッチンに立つ。すらりと背が高く、スタイルも姿勢もよくて、くっきりとした目鼻立ちはモデルさながらだ。コーヒーの準備をするだけで絵になり、それでいて十分な貫禄がある。

　私は彼から視線を契約書に戻す。そこには婚姻期間についてや、この関係を第三者に口外しないことなどが記されていた。

「こ、こんなにいただけません」

　報酬についての項目を読んで思わず叫んだ。母の手術や入院費の他に別途私に支払われる額に目を剥く。生活費だって基本的に久弥さんが受け持つと書かれているのに。

　久弥さんはコーヒーを入れたカップを持ってこちらにやってきた。

「かまわない。あくまでもこの話は仕事として受け取ってほしいんだ」

　つまり雇われ妻というわけだ。

　しばらく葛藤して反論を収める。割り切った関係なら、これくらいドライな方がいいかもしれない。

　カップと共にミルクと砂糖を差し出され、お礼を告げたあと、ひとつずつ入れる。軽くスプーンで混ぜて、渦うずのできたコーヒーを見つめた。

「私、光子さんには長生きしてほしいと思っています」

「俺もだ」

　改めて告げたら素早い返事があった。

　離婚前提の契約結婚。私は、母が無事に手術を終え、ある程度のリハビリをして回復するまで。久弥さんは、光子さんの余命が尽きるまで。

　はっきりしない期間限定の結婚生活が早く終わってほしい気持ちと、少しでも長く続いてほしい思いが相反する。

「期間が不透明だとしてもお互いの目的が達成したら、速やかにこの婚姻関係は解消する。これは変わらない」

「ええ」

　ざっと一読し、私はコーヒーのカップに口をつけた。そして目の前に座った久弥さんをまっすぐに見据える。

「私、子どもが欲しいんです」

　突然すぎる私の宣言に久弥さんは目をみはった。すぐに言葉足らずだと気づいて慌てて補足する。

「あ、もちろん久弥さんとじゃないですよ。いつか好きな人と結婚してって意味です」

　そこで言葉を区切って、笑顔を作った。

「だから、目的が達成できたら久弥さんとの結婚はさっさと終わらせますので、どうか安心してくださいね」

　それが言いたかった。彼からあえて念押しされなくてもわかっている。彼の妻を演じて勘違いや欲を出したりはしない。久弥さんが危惧しているような状態にはならない。

　すると久弥さんは席を立ち、こちらにゆっくりと近づいてきた。なにか気に障る発言だっただろうかと不安な面持ちで彼を見つめる。私は座ったままなので、自然と見上げる形になった。

「あの」

　言葉を発したのとほぼ同時、彼の手が私の髪をさらりと一房すくい上げ、あまりの不意打ちに肩がびくりと震える。

「子どもはつくらなくても、もう少し結婚相手として触れるのを許してくれてもいいんじゃないか？」

　苦笑する久弥さんに対して過剰反応だったと思い直す。

「す、すみません。私、父を知らずに育ったのもあって、大人の男の人にあまり慣れていなくて」

　同僚も女性が多いし、なにより子どもたちならいざ知らず、同年代の男性と触れ合った経験などほぼない。

「つまり嫌なわけではないんだな？」

　改めて問いかけられ、冷静につき詰めてみる。

「そ、そうです……ね。もちろん誰彼かまわずに触れられるのは嫌ですが……久弥さんに対しては、そこまで嫌な気持ちはしません」

　戸惑いはあるが、嫌悪感はない。素直に答えたらどういうわけか久弥さんは口元に手を当てて笑いをこらえ……いや噴き出した。

「なんで笑うんですか」

「相変わらず瑠衣は正直でストレートだと思って」

　それは褒められているの？　貶けなされているの？

　わけがわからず久弥さんに視線を送っていたら、彼は私の髪から手を離し、頭の上にそっと置いた。

「嫌な気持ちどころか、逆に求めてもらえるように努力するよ」

　余裕たっぷりに宣言されたが聞き捨てならない。

「そ、そこまでする必要はないと思うのですが？」

　あからさまに動揺しているのが声にも表れた。さっき言っていた内容と矛盾している気がするのは私だけだろうか。この結婚は期間限定の仮初めのものなのに。

「祖母はああ見えて敏さといからな」

　久弥さんの切り返しに、目をみはる。そうだ。彼の私に対する態度はすべて、光子さんを納得させるためなんだ。

　わかりきっているのに、なぜかかすかに傷ついた自分がいる。

　なんで？

　相変わらず私の頭に触れている彼から思いっきり顔を背けた。

「わかりました、努力します。とはいえ結婚しても無理に接触しなくていいと思います」

「無理はしていない。どんな形であれ結婚したら俺たちは夫婦だ。少なくとも俺は触れるのが嫌な相手とは結婚しない」

　凛りんとした低く通る声はいつも迷いがない。私もです、と答えそうになったのをすんでのところでやめた。勘違いしては、させてはいけないから。

　気を取り直して今後の話を進めていく。

　思い描いていた結婚とはほど遠いけれど、恋人どころか好きな人さえいない私は、久弥さんに告げた願望を叶えられる見込みは今のところまったくない。

　ならば形だけの期間限定の結婚生活でも、できる限りはよりよいものにしたい。

　そう思えるのはきっと久弥さんのおかげだ。










第三章　特権行使の触れ合いは日常に




　母の転院に付き添ったり仕事の追い込みでバタバタしたりしていたが、年末年始の休暇を利用して久弥さんのマンションに引っ越し、主に彼の親戚への挨拶回りを済ませた。

　久弥さんと一番関係が近い伯父家族に結婚の報告に行った際、現ＴＯＧＡコーポレーションの社長である久ひさ光みつさんは不在で、久弥さんの従兄である久ひさ志しさんと彼のお母さまが気さくに出迎えてくれた。どうやら十河家の男子は〝久〟の字がつくのが習わしらしい。ちなみに久弥さんのお父さまは久ひさ彦ひこさんというそうだ。

　今、ＴＯＧＡコーポレーションは久志さんへの代替わりの準備を進めているらしく、新社長として慌ただしい日々を送っているんだとか。

『久弥が結婚なんて最初連絡をもらったとき、本当に驚いたんだ。久弥となにかあったらいつでも俺に連絡しておいで』

　久弥さんの従兄で、かつＴＯＧＡコーポレーションの社長子息と聞いていたので、硬い雰囲気を想像していたが、久弥さんのふたつ年上である久志さんは想像以上に気さくな人だった。わずかに黒に近い茶色に染めた髪は少し癖があり、どこか光子さんを彷ほう彿ふつとさせる茶目っ気と、久弥さんと同じくぱっと目を引く外見はしっかりとした血の繋がりを感じさせる。

『少なくともお前には連絡させない』

　圧倒される私を庇かばうように久弥さんが口を挟み、久志さんとのやりとりについ噴き出しそうになった。

　ただ、帰りの車の中で伯父さまへの挨拶はいつ行うべきだろうかと尋ねたら、また会う機会はあるだろうからべつにかまわないと回答があった。

　それでいいのかと返そうとしたが、すんでのところでやめる。最初から期間の限られている契約結婚だ。別れるのが決まっているのに、下手に彼の人間関係に介入すべきではない。久弥さんも同じ考えなんだろうな。

　結婚指輪は久弥さんに任せていた。私からの希望はとくになく、これといった憧れもなければジュエリーブランドに詳しくもない。なんなら指輪自体なくてもいいくらいだ。しかし、久弥さんの立場的にそれが許されるはずもなく、おとなしくサイズを伝えたら、彼が用意してくれた。

　上品なウェーブ・カーブのデザインで、プラチナのシンプルなものだ。私の方にはダイヤがいくつか埋め込まれていてキラキラと輝いている。

　値段を尋ねるほど野暮ではないが、間違いなく今までの人生で私が身につけてきたアクセサリーの中で一番高価に違いない。

　彼から受け取り、お礼を告げて自分で左手の薬指にはめる。はめてもらおうとは思わないが、ここである事実に気づいた。痩せたのか、少しだけ指輪が緩い。普段指輪をする習慣があまりないから、どうやら伝えるサイズを間違ってしまったようだ。

『どうした？』

『い、いいえ。初めて左手の薬指に指輪をするので……』

　久弥さんに尋ねられ、とっさにごまかす。いちいち指摘するほどのことでもない。一生はめるわけではないし、普段からつけたままにしなくても、光子さんに会いに行くときだけにしておけば問題ないだろう。

『ありがとうございます。別れるときにちゃんとお返ししますね』

　返されたところで久弥さんも困るだろうけれど。案の定、『その必要はない』と返事があった。

　婚姻届は一月一日に届け出た。これは光子さんに倣ならったのだ。彼女も入籍を元日にしたそうで、当時ＴＯＧＡコーポレーションの跡継ぎとして忙しくなるのを予想していた久則氏は結婚記念日くらいは一緒に過ごせるようにと、元日を選んだらしい。

　話を聞いたとき、すごく素敵だと思った。久則氏は本当に光子さんを愛していたんだな。

　私たちが同じ日に入籍すると知った光子さんは、嬉しそうにしながらも『元日だけとは言わず、どんなに仕事が忙しくても夫婦で過ごす時間を作らないとだめよ』と久弥さんに念押ししていた。

　光子さんは調子が悪くて面会できない日もある。それでも会ったら嬉しそうに笑顔になる彼女に、余計な心配をかけないよう努めるしかない。

　孫の結婚相手となったら、私ひとりで今まで以上に光子さんのところに頻繁に顔を出しても不自然ではないだろう。母は手術に向けて体調を整える日々を送っていて、そちらにも足繁く通う。忙しいが、私自身が望んだ結果だ。

　そして緊張と不安を抱えて始まった久弥さんとの結婚生活は、想像以上に味気ないものだった。当然寝室はべつではあるが、その分、ルームシェアと呼ぶのかさえ危ういほど彼とは顔を合わせない。

　私より早く起きて出勤し、帰宅も遅い。せめてもと思い食事の準備を提案したが、余計な気を使わなくていいとあっさり却下された。他の家事も同様だ。

　好きに過ごせばいいという言葉は、裏返せば久弥さん自身もそうするという意味で、お互いに干渉しないのは契約結婚を成立させるのに大事なのかもしれない。

　でも、いいのかな。このままで……。

　なんとなく漠然とした不安が胸を覆う。

　離婚前提の期間限定の関係だからと言ってしまえばそれまでだが、母が倒れて大変なとき、久弥さんは私を支えてくれた。

　彼のためにできることってなにかある？　でも久弥さんにとっては余計なお世話かもしれない。

　彼の仕事内容だってよくわかっていないのも事実だ。ただ会社経営者で、ましてや海外が相手なら定時内だけで対応しきれない部分もあるのだろう。この状況はどうしようもないのかもしれない。

　自分の立場を考えては、踏み出せずにあれこれ悩む。

　広すぎるマンションの使い勝手は徐々に掴めてきたが、私ひとりでは分不相応だ。

　悶々とした気持ちが膨らみ、ある時点で考えるのをやめた。きっと正解なんて出せない。なら正しくなくても自分の思うように行動しよう。改めて私は意を決した。

　午後十時前に玄関のドアが開く音がして、思いきって顔を出す。いつもは、帰宅した彼の邪魔をしてはいけないと寝室兼自室で過ごしているが、今日は違う。

「久弥さん」

「どうした？」

　私がわざわざ部屋から出てきたのが意外だったのか、久弥さんが目を丸くした。スーツをきっちり着てはいるもののその顔には疲労の色が滲にじんでいる。

「おかえりなさい。お風呂の準備できていますよ。それより先にご飯を召し上がりますか？」

　淀みない私の問いかけに、彼は怪け訝げんな表情になった。

「前にも言ったが、余計な気を回す必要は……」

「回していませんよ」

　きっぱりと言い切り、キッチンに足を向けた。続けて、彼に背を向けた状態でわざとらしく尋ねる。

「ちなみにメニューはオムライスです。どうします？」

「……いただく」

　たっぷり間があってから回答があり、私はくるりと振り向いて微笑んだ。

「着替えてきてください。準備しておきますから」

　それに返事はなかったが、了承の意と捉えキッチンに急ぐ。

　下ごしらえをしていたものを冷蔵庫から取り出し、ささっと調理する。もし彼が必要ないと拒否したら、私が明日にでも食べればいいと考えていた。

　チキンライスを作って形を整えお皿に盛りつけたあと、バターを溶かしたフライパンに溶き卵を流し込む。半熟ではなく固めにして、チキンライスにかぶせた。綺麗な黄色が赤色を覆い、そこに用意していたデミグラスソースをたっぷりとかける。いい香りが鼻び孔こうをくすぐる。

　サラダとスープを添え、コニャックのボトルとグラスに入れた常温の水、そして空のグラスをテーブルにセットした。

「瑠衣は、魔法使いなのか？」

　着替えてリビングにやってきた久弥さんは、驚いた面持ちでテーブルの上を見つめている。

「まさか。ただ私には、久弥さんに関しては心強い味方がいますので」

　私はあえておどけて返した。それで久弥さんも合点がいったらしい。

　久弥さんの好みについて教えてくれたのは光子さんだ。彼女の見舞いに行った際、忙しい久弥さんとの新婚生活を心配され、たくさん彼の話を聞かせてくれた。仕事をしているときは、あまり食べないことも。

「にしても帰る時間を告げてはいなかったし、ここまで短時間で準備するのは大変だったんじゃないか？」

　眉間に皺を寄せたままでいる久弥さんに、私は軽く首を横に振った。

「いいえ。ある程度用意はしていましたから、そこまで手間じゃありませんよ」

　納得したのか疲れているからか、彼は席に着いてコニャックをグラスに注ぐ。ストレートが好きだと聞いたが、アルコール度数が高いし時間も遅いので、トワイスアップもできるようにと水も用意した。

　久弥さんはほんの一口ストレートで楽しみ、少しだけ水を足していく。

　その様子を見届け、内心で胸を撫で下ろす。ここまでしたら私の役目はほぼ終わりだ。あとはゆっくりしてもらおう。

「あの、終わったらシンクに食器を持っていってくださると助かります。それでは、私は」

「瑠衣」

　早々に退散しようとしたら、不意に彼から声がかかった。

「瑠衣は食べたのか？」

「はい。さすがに先にいただきました」

　彼の気遣いに目を細める。念のためと味見を兼ねた同じメニューを夕飯に食べた。

「もしかまわないなら……もう少しだけここにいてくれないか？」

　踵を返しそうになっていた私に、彼から意外な言葉がかかる。

「え？」

「もちろん、無理にとは言わないが」

　つい聞き返したら、久弥さんは珍しくはっきりしない物言いで続けた。なんとなく不安げな雰囲気に慌てて返事をする。

「い、いいえ。では、失礼します」

　改めてテーブルを挟んで彼の前に座ると、久弥さんはオムライスに口をつけるところだった。意図せず彼に注意を向けてしまう。

「うまい」

「それはよかったです」

　一口食べて漏らした彼の言葉に安心する。味見していたとはいえ、やはり人に食べてもらうのは緊張する。

　お世辞ではなかったらしく、久弥さんはスプーンを動かして美味しそうに食べ進めてくれた。

『あの子ね、意外とオムライスとかハンバーグとかそういうのが好きなの。子どもみたいでしょ？』

　光子さんにおかしそうに切り出されたのを思い出す。特段おかしいとは思わないけれど、久弥さんのイメージからするとたしかにと頷ける。

『子どもの頃食べそこねたからかもしれないわ。私も忙しくて、料理は家政婦さんにお任せしていたの。私の気が利かなくて、食事はいつも大人の好みに合わせたものを用意してもらっていてね。あの子はワガママひとつ言わなかった』

　ところが続けられた光子さんの神妙な口調に息を呑んだ。

　久弥さんは幼い頃に両親を亡くして、光子さん夫婦に育てられたと言っていた。けれど大企業のＴＯＧＡコーポレーションを経営する夫妻だ。その多忙さは計り知れない。

　久弥さんがどんな子ども時代を過ごしてきたのかと想像すると胸が痛くなった。

　だから、というわけじゃない。こんな真似をしたのは。

　久弥さんはあっという間に食べ終わり、会話する暇もなかった。慌てて食器を下げようとしたが彼が制する。

「ごちそうさま。うまかったよ、ありがとう」

「どういたしまして」

　そのまま座っておくのもなんなので、コーヒーでも淹れようと立ち上がって彼のあとを追う。寝る前なのもありノンカフェインを選んで、久弥さんにも希望を聞いて彼の分も飲み物を用意する。自然とキッチンで並ぶ形になった。

「ただ、祖母にいろいろ吹き込まれたからって、下手に気を使わなくてもかまわない。同情は御免だ」

　厳しい調子でさりげなく切り出され、私はセットしたコーヒーメーカーをじっと見つめながら答える。

「同情なんてできる立場にないですよ。共感はとてもできますけど」

　つき刺さるような視線を感じ、私も彼の方を向いた。

「難しく考えすぎです。久弥さんは私を……妻を買ったんですよね？　なら少しくらい夫としての特権を享受してもいいんじゃないでしょうか。私は、なにもせずお金をもらって平然としていられる人間じゃないんです。これくらい妻の仕事としてさせてください」

　真面目に告げたら、久弥さんは大きく目を見開いた。そして険しい表情から一転、くっくっと喉を鳴らして笑いだす。

「そうきたか」

　こちらとしては真剣に言ったつもりなので、わけがわからず呆あっ気けにとられる。けれど無愛想な顔でいられるより、今の方がよっぽどいい。

「べつに無理にとは言いませんよ。けれど、なにか〝してあげたい〟なんておこがましい考えはないです。妻として私がしたいことをしたまでですから」

　彼の態度のおかげか、私も唇を尖とがらせ軽口を叩く。

　コーヒーをカップに注ぎ、再びテーブルに戻った。当然のようにまた向かい合って座る。久弥さんはブラックなので、自分のためだけにミルクと砂糖を用意した。

　一口飲むとなんとなく気持ちが落ち着く。

「光子さん、久弥さんを心配されていました」

　仕事が忙しい現状だけじゃない。子どもの頃、両親のいない久弥さんをあまりかまってあげられなかったと、光子さんは後悔していた。甘えたかったときもあるだろうに、早く大人にさせてしまったと。

『心配なの。すごく立派にいい子に育ってくれたとは思うけれど、ひとりで抱え込んで、なんでも自分で解決してしまおうとするタイプだから……でも瑠衣さんがいるからもう大丈夫ね。久弥があんなふうに誰かを求めたの、初めてよ』

　最後は安堵した表情を見せた光子さんに精いっぱい微笑みかけた。

　私たちが結婚した背景を絶対に光子さんに知られるわけにはいかない。知られたくない。

「自分を不幸だと思った覚えはないし、祖父母には感謝しているよ。うしろめたさなんて感じる必要はないっていつも言っているんだが……」

　ため息交じりに漏らす久弥さんに意識を戻す。

「……そうだな、感情をさらけ出すのは苦手かもしれない」

　誰に言うわけではなく久弥さんは呟いた。

「私も、です。困らせたり嫌われたりしたくなくて」

　つられて発言し、すぐに我に返る。

「な、なんでもありません」

　感傷的になってどうするのか。無言でコーヒーを飲み続ける。

　そこでふと改めて思った。こんなふうに誰かとテーブルを囲んで他愛ない会話をするのは、すごく久しぶりだ。

　形だけでも期間限定でも、私たちは家族になったんだ。

　自分の考えを振り払うように席を立つ。

「カップ片付けますね」

　久弥さんも飲み終えたところだったので、彼の分も受け取ってキッチンに運ぶ。

　結婚してから、光子さんの病院にも頻繁に訪れるようになった。久弥さんという共通の話題があるから話は尽きない。久弥さんの話をするとき、光子さんは本当に幸せそうだ。彼が愛されて育ってきたのがわかる。

　その一方で気づいたことがある。光子さんのもとには様々な人が訪れるが、それは友人や親戚だけではない。仕事関係で世話になったからとほぼ初対面でやってきて、投資や寄付を持ちかけてくる人々と何度か遭遇した。光子さんはそのたびに早い段階ではっきりと断るのだが、気落ちした表情を見せるのも事実だ。

　そこで出会った頃の久弥さんを思い出す。失礼だと腹を立てたが、彼は今の私以上に、入院中の光子さんにストレスを与える人たちを見てきたのだろう。そう考えたら、久弥さんの私に対するあの態度は納得だ。

　カップや食器を片付けて戻ると、彼の姿はダイニングにはなかった。

「瑠衣」

　名前を呼ばれて振り向いたら、久弥さんはリビングのソファに腰を下ろしている。

「はい」

　返事をしたら手招きされ、おもむろに彼に近づいていく。目の前まで歩み寄ると、久弥さんは私の腕をそっと掴んだ。

「どうされました？」

「瑠衣の言う通り、夫としての特権を享受しようと思って」

　彼の言葉に虚を衝かれている隙に、久弥さんは私の腕を引き、拒否する間もなく私は彼の膝の上に横抱きに乗せられていた。

「なっ」

　ここにきて抵抗を試みたが腰に腕を回され、離れられない。

「妻に触れられるのは夫だけの特権じゃないのか？」

「そういう意味で言ったわけじゃ……」

　心臓が急にうるさくなり、体温が上昇する。ぎゅっと唇を引き結ぶと沈黙が降りて、彼の脈拍や息遣いまで感じられる。

　それなら、逆もしかりで私のものも伝わっているのでは？

「俺に触れられるのは嫌ではなかったんじゃないか？」

　いつかの私の言い方を借りて久弥さんは尋ねてきた。それに対し、極力平静を装って答える。

「平気、だとは言ってません」

「なら慣れるしかないな」

　抱きしめる力が強められ、私の体はますます硬直した。けれど不思議と嫌悪感は湧かない。頭を撫でられ、次第にこの状態に慣れてきたのもあり、力を抜いて思いきって素直に彼に身を委ねてみる。

　こんなふうにされるのは、子どものとき以来かもしれない。思い出せないくらい、遠い昔――。

「瑠衣はどんな子どもだったんだ？」

　心の中を読まれたかのようなタイミングで問いかけられる。

「え？」

　彼の腕の中で身じろぎし、目線を上げたら至近距離で久弥さんと視線が交わる。予想以上にすぐそばに彼の顔があり、心臓が跳ねた。

「どうしたんですか？」

　動揺を悟られないように、極力冷静に尋ねた。久弥さんは真面目な顔を崩さない。

「フェアじゃないと思ったんだ」

「……フェア？」

　彼の口から予想外の言葉が飛び出し、ついおうむ返しをした。

「そう。瑠衣は祖母を通して俺の情報や過去をいろいろ知っていくのに、俺は瑠衣のことをまだ全然知らない」

　それは不可抗力ではないだろうか。そもそもそんなところに公平さを求めなくてもいいような気がする。律儀なのか負けず嫌いなのか。おそらく前者だろう。

「張り合う必要はないと思いますが」

　正直に告げたら、続けて頬に手を添えられる。

「妻についてより知りたいと思うのは、夫として当然じゃないか」

　さもありなんと言わんばかりの口調に目を瞬かせる。

　期間限定なのに？　契約上のものなのに？

　言いたいことはたくさんあるが彼から目が逸らせず、おずおずと口を開く。

「久弥さんが知っている通りです。祖父母が亡くなってから母とふたりで生きてきました。今のＮＰＯ法人の事務局長になるまで、母はいくつか仕事をかけもちして必死に私を育ててくれたんです」

　だから家事は慣れている。ひとりでいるのも。

「貧しくて寂しい思いをしたときもありました。父の記憶はありませんが、久弥さんと同じで自分を不幸だと思ったことはありません。たとえ――」

　そこで口をつぐむ。

「たとえ？」

　中途半端に黙り込んだ私を不審に思ったのか、久弥さんが続きを促した。けれど私は一度目を伏せる。

「いいえ」

　これは言わなくてもいい話だ。しばし話の接ぎ穂を失っていると、久弥さんが口火を切った。

「瑠衣はなかなか秘密主義なんだな」

「そういうわけじゃ……」

　怒るわけでもなく彼は私の髪に指を通しながら告げた。強引なのに無理やり聞き出そうとする真似はしない。

　再び彼に体を預ける。自分とはあきらかに違う逞たくましい腕、厚い胸板、骨ばった大きな手。

　大人の男性だと意識する一方で、伝わってくる心音や体温が不思議と安心感をもたらす。それはきっと慣れ云うん々ぬんではなく相手が久弥さんだからだ。

「瑠衣の髪はずっと触っていたくなる」

　苦笑しつつ彼はさっきから私の髪に触れ続けている。

　幼い頃からサラサラのストレートの黒髪は、少しだけ自慢だった。とはいえ。

「久弥さん、だけですよ」

　そんなふうに思うのは。

　心の中で付け足したら頭を撫でていた手が止まった。その行動に彼をうかがうと、真剣な目をした久弥さんと視線が交わる。

「当然だ。俺だけだよ、他の誰にも触らせない」

　気迫に満ちた声色が耳に届き、彼は私の髪を一房すくって自分の口元に寄せた。その姿から目が離せない。

　やがて彼の手から髪が滑り落ち、久弥さんはこつんと額を重ねてきた。

「夫として、これも特権なら悪くない」

　違うような、合っているような。

　そもそも前提からして間違っている。触れ合いを求める相手だから結婚したわけじゃない。久弥さんにとってこれは、夫婦として、光子さんや第三者を納得させるための触れ合いなんだ。

　その結論に至り、なにかがチクリと刺さってかすかな痛みを覚える。意味がわからない。

　そこでふと我に返り、お互いの息遣いを感じられるほどの距離に今さらながらパニックを起こしそうになる。なにか言って離れようとしたが、久弥さんの手が私の顔の輪郭に添わされ阻止される。

「瑠衣」

　さらになにかを訴えかけるように名前を呼ばれ、瞬きも息も止まった。

　ところが静寂に包まれたリビングにスマートフォンのバイブレーションの音が響いた。テーブルに置いていた久弥さんのもので、私はすぐに彼の膝から下りる。

　久弥さんは素早くスマホに手を伸ばして相手を確認した途端、眉をひそめた。

「どうした？」

　それでも出ない選択肢はないらしい。声に不機嫌さを滲ませながら応じる。そして電話の向こうから聞こえてきたのは女性の声だった。内容からしておそらく仕事の話なのだろう。そのわりに気安い雰囲気でやりとりしている。

　本能的に聞いてはいけないと思い、久弥さんに小声で先に休むと挨拶してリビングをあとにしようとした。一瞬、久弥さんが電話を止めてこちらになにかを言おうとしたが、無視して振り向かずに部屋を出た。

　全室空調が整備されているとはいえさっきまでの体勢を考えたら、温もりが急に消えた形になり身震いする。自分をぎゅっと抱きしめて、とりあえず歯をみがいて寝支度を整えようと洗面所に急いだ。




　それから久弥さんは決して早い時間とは言えないが、帰ってきてから私の手料理を食べるのが当たり前になった。

　彼の希望を取り入れつつ栄養や、あまり胃もたれしないメニューを心がける。

　彼が食べている間は私もテーブルに着いているのだが、無言なのもなんなので他愛のない話を振る。メインは、光子さんや母の様子についてだ。

　今まですれ違ってばかりの生活だったのが一転して、私たちは顔を合わせて一緒に過ごす時間を持つようになった。

　そして――。

「久弥さん」

「ん？」

　私の呼びかけに答えたが、久弥さんはこちらを見ない。彼の整った顔をすぐ近くで見上げ、たどたどしく訴えかける。

「これは……意味があるんでしょうか？」

　久弥さんの目線は手元の本に注がれている。ソファに座り、空いた貴重な時間を読書に費やすのは彼の自由だ。問題は、その体勢だ。なぜか彼は私を背後から抱きかかえる形で本を読んでいる。いくら久弥さんが背が高く体格差があるとはいえ、この格好は絶対に読みづらいだろう。

「意味は求めていない。好きに過ごしているだけだ」

　彼の回答をどう捉えたらいいのか。おかげで私は密着した背中から伝わる体温や、両側から回された腕を意識するよりも、目の前に開かれている本を読む彼を邪魔してはいけないとおとなしくしていた。

　久弥さんに言わせると〝夫の特権を享受している〟らしい。彼が食事している時間を共有するのに加えて、こうした触れ合いまで日課となっていた。

　その効果かどうかはわからないが、週末にふたりで光子さんのもとを訪れた際に、彼に肩を抱かれたり隣に並ぶのを以前よりも抵抗なく受け入れられた。俗に言う仲なか睦むつまじい新婚カップルだ。そんな私たちを見て、光子さんは嬉しそうにしていた。

　光子さんの治療については、今度医師に勧められた副作用の少ない新薬を試してみるそうだ。ＤＮＡの型から五人にひとりしか効かないそうだが、光子さんが前向きに治療を検討しようとしたのは、私たちの結婚がやはり大きいようだ。

『本当は、もうこれ以上の治療はやめようと思っていたんだけれど……久弥と瑠衣さんの結婚式に参列しないとならないしね』

　茶目っ気たっぷりに光子さんは話してくれたが、その決断をするまでたくさん悩んで葛藤があったに違いない。

　久弥さんは仕事が忙しい中、光子さんの体調も気遣いながら、家でも私との距離も縮めようとしてくれている。

　久弥さんは心安まるときがあるのかな？

　久弥さんがいつも読んでいるのは専門的な経済書のようなものだ。本は嫌いではないが、これは興味本位でも読んでみようとは思わない。

　難しそう。

　目をこらして本の内容を追ってみようとするが、頭に入らない。なにより……。

「眠いのか？」

　不意に問いかけられ、肩をびくりと震わせる。心の中を読まれたかのようなタイミングだ。

　久弥さんは一度本を閉じて、私の頭を撫でる。本に集中していると思っていたら、ちゃんと私の様子にも気を配っていたらしい。

　久弥さんはソファに深く腰かけ直すと、私を自身にもたれかけさせた。

「眠いならどうぞ」

「……そういう話じゃないんですが」

　彼の対応に目を白黒させる。部屋に戻るよう促されると思っていたし、私もそれを望んでいた。

　でも伝わってくる体温はたしかに心地いい。この体勢だから眠気を誘われたのかな？　本当に寝てしまいそう。

　少しだけ葛藤して思いきって彼に身を預ける。すると久弥さんは応えるように私の肩を抱いて引き寄せてくれた。

　しばらくしてまたページをめくる音が聞こえだす。

　私、ここにいてもいいのかな？　名ばかりの妻だけれど、こうして彼のそばにいても……。

「今度、グラタン……作りますね」

　消え入りそうな声で呟く。久弥さんが食べたいとリクエストしてくれたのは、マカロニとチキンが入った定番のものだ。

「楽しみにしている」

　毎回、用意した食事をペロリと美味しそうに平らげてくれるのは、作り甲が斐いもあるし嬉しい。少しはお飾りだけではなく妻として彼の役に立てているかな。

「ありがとう。瑠衣には感謝している」

　頭を撫でられながら、どこか遠くのことのように聞こえる。だから彼がそう言ったのはもしかすると夢だったのかもしれない。










第四章　会いたい気持ちは本物に




　月末の平日に母の手術の日は決まり、その日は有給をとって一日母に付き添うことにした。

　久弥さんは仕事だが、ずっと気にかけていてくれた。そもそも母が転院して、腕が確かな先生のもとで手術できるのは、すべて久弥さんのおかげだ。

　明言しなかったが、病室もグレードの高い個室にしてもらっているのは久弥さんの口添えがあったからなのだろう。感謝してもしきれないと思う一方で、つくづく久弥さんや光子さんは住む世界が違うのだと感じた。

　母の病院は気軽に足を運べる場所にはないが、それでも週末に光子さんのところに顔を出した際は、久弥さんは母の病院にも一緒に見舞ってくれた。

　手術は六時間以上に及ぶと事前に説明があったので、私も気合いを入れて臨む。手術の間、なにかができるわけでもないけれどそばにいない選択肢はない。

「瑠衣、忙しいところごめんね」

「そんなこといいの。お母さん、大丈夫だからね。先生を信じて。きっとよくなるから」

　朝から病室に顔を出し、手術前の母にエールを送る。いつも明るい母だが、今日はいささか緊張しているのが伝わってくる。私が不安そうな顔をするわけにはいかない。

　慌ただしく看護師さんが行ったり来たりする中、手術の説明や同意書の記入などに対応しながら、手術室に向かう母を見送る。

　難しい手術とはいえ、ここの病院の設備と先生の評判ならきっと心配はいらない。わかってはいても、他になにかする余裕はなかった。

　時間が経つのが短いような長いような。昼過ぎになり、せめて水分だけでもとろうかと病院内に入っているコンビニを目指す。手術室前の厳粛でなんとなく殺伐とした雰囲気とは対照的に、多くの人が行ったり来たりしている。

　一度携帯のスマホの電源を入れてみる。特段連絡はない。大きく息を吐いて、店の中に足を踏み入れようとしたタイミングで、スマホが震えた。店に入るのを急いでやめて、少し離れた人が少なそうな場所に移動する。

「久弥さん？」

《瑠衣、お義母さんはどうだ？》

　電話の相手は久弥さんで、彼は開口一番に母の容体を尋ねてきた。

「予定通り、手術室に入っていきました。今のところなにも変わった様子はありません」

《そうか。瑠衣もちゃんと食べろよ。待つ方が体を壊したら洒しゃ落れにならない》

「はい。ありがとうございます」

　彼の言い方には実感がこもっている。光子さんが倒れて手術を受けたとき、久弥さんもきっと気が気ではなかったはずだ。ましてや彼は先に祖父も亡くしている。

《今日は、極力早く帰るようにする。ちなみに食事の準備は必要ない》

　続けられたのは意外な申し出で、目をぱちくりさせた。そのあと、わざとおどけてみせる。

「久弥さんが作ってくれるんですか？」

《簡単なものでかまわないなら》

　冗談で言ったのに真面目に返され、驚きと嬉しさですぐに言葉が出てこない。

　久弥さん、料理するの？　それとも私に気を使って？

「すごく楽しみにしています」

　あれこれ問い詰めたくなるのをこらえて笑顔で返す。

《瑠衣ほどのものはできないが》

　どうやら彼は本気で言っているらしい。自然と笑みがこぼれた。

「無理はしないでくださいね」

《瑠衣もな。お義母さんはきっと大丈夫だ》

「はい。お忙しい中わざわざ電話、ありがとうございます」

　電話を終えたあと、その場で大きく深呼吸する。久弥さんとのやりとりに心が幾分か落ち着いた。さっきまでずっと心を覆っていた靄もやが晴れたようだ。

　忙しい彼がわざわざ電話してくれたのが嬉しかった。ひとりじゃないと思える。

　久弥さんにとって私はいろいろ重なる部分が多いのかもしれない。だからこんなふうに気にかけてくれるんだろうな。

　どんな理由でもいい。彼の存在に救われているのは事実だ。

　さっさとなにかを口にしてから手術室前に戻ろう。終了予定は夕方になる。

　気を取り直し、店内に再び足を向けた。




　やや時間が押したが、手術は無事に成功したと医師から告げられた。しばらくは集中治療室で過ごし、経過に問題がないようなら一般病棟に移ってリハビリを始める、といった旨の説明を受け、術後の処置が終わった母と対面する。

　とはいえまだ全身麻酔の効いている母は、人工呼吸器をつけられた状態で意識はなく顔も青白い。

「お母さん、お疲れさま。また明日、来るからね」

　本人に届いているかどうかはともかく、私なりの精いっぱいの気持ちを伝え、医師や看護師に何度も頭を下げる。

　病院の外に出るとすっかり辺りは暗くなっていた。午後六時を回っていて吐く息が白く、肌に刺さる空気が痛い。室内との温度差に体が追いつかない。

　手術が無事に成功したと村上さんに連絡をし、念のため久弥さんにもメッセージを送っておいた。

　久弥さん、何時頃に帰ってくるかな。病院から家まではわりと距離があるから、もしかしたら彼の方が早いかもしれない。

　いろいろと話したい。久弥さんに会いたい。

　気持ちが逸はやりスマホを確認すると、数分前に着信があったことに気づく。相手は久弥さんで、すぐにかけ直した。出てくれないかと思ったが、数コールで繋がった。

《瑠衣、無事に手術は成功したんだな》

　どうやら私のメッセージを読んで連絡をくれたらしい。

「はい、おかげさまで」

《それはよかった。ただ、悪い。早く帰ると言ったのにどうしてもはずせない仕事が入ったんだ。今日も遅くなると思う》

　久弥さんの声を聞いてホッとしたのも束の間、続けられた内容に私はあからさまに落胆した。

「そう、ですか」

《夕飯も食べて帰るから用意しなくてかまわない。先に休んでおけ》

　久弥さんの気遣いがありがたいようで寂しくも感じてしまうのはなぜなのか。そういったものを悟られぬよう明るく返す。

「久弥さんも大変ですね。大丈夫ですから気になさらないでください。久弥さんもお疲れさまです」

《気をつけて帰れよ》

「はい」

　素直に頷き電話を切る。そして私は重い足取りで駅を目指した。

　はっきりと落ち込んでいる自分がいて、すぐさま自身を叱責する。

　母の手術は成功した。これ以上なにを望むの？　ましてや久弥さん相手に。

　答えが出せないまま足を動かす。ここから家までわりと時間がかかるので、のんびりしていられない。公共交通機関を使うならなおさらだ。

　病院前からバスは出ているが、時間がうまく合わず、近くの駅から電車に乗る。乗り換えを経て、マンションの最寄り駅で降りると、人混みをかき分けて出口を目指す。帰宅ラッシュとまではいかなくても、それなりに多くの人が行き交っていた。

　明日もまた同じ道のりで病院に行かないと。夕飯は家にあるもので適当に済まそう。

　駅を出て、家の方向へ歩き出すと、雑踏の中で不意に目に留まった人物に息を呑む。

　久弥さん？

　遠目からこちらに向かって歩いてくる彼が視界に入った。背が高く一際目を引く外貌、スーツにお馴染みの黒のチェスターコートを羽織っていて、まぎれもなく久弥さん本人だ。

　もしかして仕事が早く終わったのかな？　迎えに来てくれたの？

　淡い期待を抱いた瞬間、足が止まる。久弥さんの隣には綺麗な女性が並んで歩いていた。目鼻立ちがはっきりとした美人で、化粧もきっちり施されている。緩やかに巻かれた柔らかそうなブラウンの髪は大人っぽく、久弥さんと同じくスーツ姿でベージュのコートを羽織っている。

　ふたりはなにやら真剣な面持ちで会話をしている。さっきの久弥さんの電話からすると、仕事の関係者だろうか？

　どこか親しげな雰囲気もあるふたりを前に、足が縫いつけられたように動かせない。けれど無理やり金縛りを解いて、こちらに近づいてくる彼らから逃げるように踵を返して駆け出す。あれこれ考える間もなく再び駅構内に戻った。

　人の流れからはずれ、建物の隅で乱れた心と呼吸を落ち着かせる。なにも悪いことはしていないし、やましさなどないのに、とっさに逃げ出してしまった。

　でも気づかれてはいけない気がした。とてもではないが声なんてかけられない。

　私は彼の妻ではあるけれど、しょせんは仮初めのものだ。いずれ別れるのが決まっているのなら、必要以上に彼の人間関係に立ち入らない方がいい。

　久弥さんだって、きっとそう思っている。

　どれくらいそうしていたのか。気持ちが落ち着き、再度駅を出て家路につく。当然、久弥さんも隣にいた彼女ももういない。

　時間を確認しようとスマホを取り出すと、間もなく午後八時になろうとしていた。病院からの着信もなければ、久弥さんからの連絡もない。

　大丈夫、大丈夫だ。

　様々な感情を振り払い、私は心を無にしてマンションに向かった。

　すっかり慣れた調子で玄関の鍵を開けて中に入る。いつも通り誰もおらず、電気は自動で点くもののシンと静まり返っていた。

『瑠衣、おかえり』

　ふと母の声が脳内で再生され、頭を振る。

　ここは実家じゃない。疲れているんだ、私は。とにかく横になろう。

　あまり食欲はなかったので朝食用にと買っていたパンを少しだけ口に入れ、さっとシャワーを浴びる。

　自室で横になると今日の出来事が走馬灯のように頭の中を駆け巡る。体は睡眠を欲しているのに、脳がまだ興奮状態なのか寝つけそうにない。

　今日は、いろいろありすぎた。

　母の手術が成功してよかった。リハビリは必要だけれど、もう発作に怯おびえずに日常生活が送れるんだ。

　ポジティブな考えで心を落ち着かせる。けれどこれも全部久弥さんのおかげなのだと思うと、感謝の気持ちの前に、先ほど駅で見た彼の姿がまた頭をよぎる。

　あの女性とは、どういう関係なんだろう？　同僚？　それにしては親しそうな印象だった。少なくとも私が彼の隣にいるよりもずっと違和感がない。

『あいにく結婚願望はないし、そんな相手もいない』

　結婚願望がなくても、それなりに恋人はいたんだろうな。久弥さんみたいに素敵な人、女性が放っておくわけないし、私に対する触れ方だって慣れたものだ。

　契約書には、婚姻中はお互いにべつの異性とは関係を持たないことと明記していた。でも、それはほぼ久弥さんだけの話だ。私の方は、もうずっと異性に縁はない。

　モヤモヤした感情が心に溜まっていく。苦しくて胸が痛いのに、理由がはっきりしない。

　自分の体を抱きしめるようにぎゅっと身を縮めた。そこでふと声が漏れる。

「寒い」

　全室空調は完備されているが、さっきからなかなか体が温まらない。いつもこんなことはないのに今日はどうしたのか。疲れのせいだと結論づけようとして思い直す。

『夫として、これも特権なら悪くない』

　ああ、そうか。ここ最近は久弥さんが寝る前に抱きしめてくれていたから。彼の温もりを分けてもらうのが当たり前になっていたと気づく。こんな弊害が出るとは思ってもみなかった。

　パジャマ、もう少し分厚めのにしようかな。

　自分でも言ったように、久弥さんが私に触れるのはあくまでも権利で、義務でもなんでもない。逆にこうして彼の都合や気分次第でなくなるんだ。

　振り回されているとは思わない。私は彼に雇われた妻だ。だから反対に私が、久弥さんに妻としてなにかを求めるなんてできない。

　無理やり目を閉じて思考を中断する。この感覚は子どもの頃にも覚えがあった。

『お母さん』

　小学生の頃、夜中に泣きながら部屋から飛び出し、まだ起きてリビングで仕事をしている母のもとへ向かった。

『どうしたの、瑠衣』

『お母さんが、いなくなる夢見た』

　何事かと驚いている母の顔を見た途端、さらに涙があふれてくる。そんな私に母は近づき優しく抱きしめた。

『夢よ、大丈夫。お母さんここにいるでしょ。瑠衣を置いてどこかに行ったりしないわ』

　それから一緒に寝てもらい、ホッとしたのを覚えている。あとから思い返すと、仕事の邪魔をして申し訳なかった。

　でも、いつ母がいなくなるんじゃないかと不安でたまらなかった。だって――。

　はっと目が覚め、瞬きを繰り返す。激しい動どう悸きに見舞われ、心臓が鷲わし掴づかみされているかのようだった。

　上半身を起こし、呼吸を整える。漠然とした不安が胸を覆って、額にじんわりと滲んだ汗を拭った。

　スマホを見たら午後十一時過ぎ。病院からの着信はない。

　鳴りやまぬ心臓を押さえ、ベッドから抜け出す。自室のドアを少しだけ開けてみたが、廊下に人の気配はない。そのまま閉じようとして思いとどまった。そっと廊下に出て向かったのは、久弥さんの自室の前だ。

　久弥さん、さすがに帰っているかな？

　彼の部屋には足を踏み入れたことは実は一度もない。そういう取り決めをしたわけではないが、必要もないし機会もなかった。

　ノックしようと思ったが、寝ていたらと考えたら申し訳ない。そもそも顔を見たところでどうするの。母の手術についての報告も昼間電話でしたし、急ぐものじゃない。

　帰宅したかどうかは玄関にある靴を確認すればいいだけだ。

　もしかして、まだあの人と一緒にいるのかな？

「瑠衣？」

　逡しゅん巡じゅんしていたら予想外の方向から声をかけられ、肩がビクリと震える。慌てて視線を向けたら、久弥さんが驚いた顔をしてこちらを見ていた。濃紺の襟付きパジャマを着て、普段ワックスできっちりと整えている髪はやや湿り気を帯びて無造作に下ろされている。

「今日は土ど壇たん場ばで悪かったな」

　私より先に彼がすまなさそうな面持ちで口を開いた。おかげで反射的に否定の言葉が口をついて出る。

「いいえ！　気にしないでください。母の手術も無事に済みましたし、それに……」

　早口で捲まくし立てたものの、その勢いはすぐに削がれた。妙な沈黙が舞い降りて、うつむいた私に久弥さんの視線がつき刺さる。

「久弥さん」

　口火を切ったのは私で、顔を上げないまま彼の名前を呼んだ。しかし次がなかなか続かない。

「あの、その……」

　言い淀む私に対し、久弥さんは辛抱強く待ってくれている。心の中で言おうか、やめようかと葛藤した末に意を決した。

「頭……撫でてもらってもいいですか？」

　消え入りそうな声でお願いした内容は、彼にとって突拍子もないもので、おそらく困惑しているに違いない。子どもでもあるまいし、なにを言っているんだって思われているかも。

　後悔の渦が激しく回りだし、訂正を口にしようとした。

　そもそも私が彼になにかをお願いできる立場じゃ……。

　ところが、その前に手のひらの温もりを頭に感じた。

「どうした、瑠衣？　大丈夫か？」

　尋ねながらも、久弥さんは私の頭を撫でる手を止めない。伝わる手のひらの感触に涙腺が緩みそうになるのをぐっと我慢する。

　それよりも今は、彼の心配を打ち消さないと。

　おもむろに顔を上げると、久弥さんの手が止まった。彼に向けて無理やり笑顔を作る。

「大丈夫、です。すみません。ちょっと昔の……怖い夢を……見て」

　ただでさえ仕事から帰ってきて疲れている久弥さんに、なにをやっているの、私は。

　内心で自分を叱責して奮い立たせる。

「お疲れのところ、ごめんなさい。おやすみなさい」

　やや声が震えてしまったが、さっさと自室に戻ろうとする。けれど突然久弥さんに腕を取られ、そのまま抱きしめられた。

「そばにいてやれなくて悪かった」

　顔は見えないが、耳元で神妙な声色で告げられる。久弥さんが謝る必要などひとつもない。

「平気ですよ。久弥さんにこうして会えましたから。元気もらえました」

　いつも通り明るく返したものの久弥さんは腕の力を緩めない。

　今さらながら正面から抱きしめられたのは初めてだ。体勢も相まって、パジャマ越しに伝わる体温や肌の感覚は、いつも触れ合っているときの比ではないほどしっかりと感じられる。

「そういえば今日はまだ瑠衣に触れていなかったな」

　どうしたのかと尋ねようとしたら、先に思わぬ発言が彼から飛び出す。

　次の瞬間、足が床から離れ、視界が高くなる。

「え、え？」

　動揺する私をよそに、久弥さんは歩を進める。子どもみたいに抱き上げられ、彼が向かったのはすぐそばの自室だ。久弥さんの部屋に入るのは初めてで、あまりジロジロ見てはいけない気がして伏し目がちに彼にしがみつく。久弥さんの意図が読めず、心臓がバクバクと鳴りっぱなしだ。

　ベッドサイドに下ろされたと認識するや否や軽く肩を押された。背中にベッドの感触がある。天井を視界に捉えた途端、私を見下ろす久弥さんと目が合い、思わず息を止めた。

　硬直する私とは反対に、久弥さんは口角を緩やかに上げる。

「瑠衣が嫌じゃなければ、もう少しだけ触れたい」

　なにを言われたのか。頭が真っ白になり、穴が開くほど彼の顔を見つめる。

　久弥さんは私の頬に触れ、ふっと微笑んだ。続けて覆いかぶさるようにして私を抱きしめると、そのまま彼はベッドに体を横たわらせた。

　彼の腕の中に閉じ込められた状態で、私は横を向く体勢になる。体が強張っているのに対し、頭の中はパニックだ。

「子どもの頃、俺もよく怖い夢を見たよ」

　なにも言えずにいたら、久弥さんは私の髪に触れながら穏やかな声色で呟いた。

「久弥、さんも？」

　軽く身じろぎし、おずおずと尋ねる。

「ああ。はっきり内容を覚えているときもあれば漠然としていたり。目が覚めたらとにかく不安で、祖父母の部屋によく駆け込んだ」

　今の久弥さんからは想像もできない。けれど、そうか。彼も子どもだったときがあるんだ。

　自分だけではないと、理解してもらえる安心感が口を滑らせる。

「……私も同じです。まだ起きていた母にお願いしてこうして一緒に寝てもらっていました」

　そこで気がつく。久弥さんが強引に私をここまで連れてきたのは、もしかして私の不安を見透かしての行動だったのか。

　顔を上げて彼を見ると、久弥さんは私の頭を撫でながらふっと微笑んだ。

「成功したとはいえ母親が大きな手術を受けたあとだ。疲れや心配で悪い夢を見たんだろう。でもそれは夢だ、なにも心配しなくていい」

　久弥さんの言い方がいつにも増して優しくて、目の奥が熱くなる。

　手術が終わったあとの母は、意識もなく顔も真っ青だった。その姿が目に焼きついていて、大丈夫だとわかっていても胸のざわつきが収まらない。それが夢にまで影響するとは。久弥さんには見抜かれている。

　呆れられるか、馬鹿にされるかと思った。いい大人がこれくらいで不安になってどうするんだって。ましてや彼は、夫とはいえ契約上だけの関係なのに。

「気持ちを切り替えたくて誰かのそばにいたくなるのも理解できる。……俺でも役に立てたのなら」

　久弥さんは私の心を見透かしたかのようにフォローを入れてくれた。

　胸が詰まりそうになり、彼の胸に顔をうずめて身を寄せる。

「私……目が覚めたとき、一番に久弥さんに会いたくなったんです」

　彼の言い分を訂正したくて素直に白状する。誰でもよかったわけじゃない。久弥さんだからこそ、会いたくて顔が見たかった。

　久弥さんに手術や電話で気遣ってくれたお礼を改めて告げてから今日の話をして、お母さんは大丈夫だっていつもみたいに言ってほしくて……。

　求めすぎだ。私にはそんな権利はない。これ以上望んだら、ばちが当たってしまう。

　冷静な自分の心の声に押し負け、肩を縮めて謝罪を口にする。

「す、すみません、こんな迷惑をかけておいて」

　そもそもいつまでこうしているつもりなのか。久弥さんも仕事で疲れているのに。妻ならそういった配慮もできないと。

　ところが、急いで久弥さんから離れようとしたら逆に強く抱きしめられた。

「俺も瑠衣に会いたかった」

　続けて耳元で放たれた言葉に目をみはる。上目遣いにちらりとうかがうと、彼は真面目な表情で私の頬に触れた。

「顔を見て、こうやって抱きしめたかった。だから迷惑じゃない。会いに、いや、頼ってくれてよかった」

　一瞬で視界が滲み、鼻の奥がツンと痛くなる。

　久弥さんに額に唇を寄せられ、目を閉じて受け入れた。続けて瞼まぶた、目尻に口づけられる。

　けれど次はなく、目を開けたら至近距離で彼と視線が交わった。

　見つめ合う形になり、ややあって久弥さんは眉間に皺を寄せたあと、私を解放した。密着していた箇所にこもっていた熱がさっと逃げていく。

　残念で寂しく感じながらもそれを振り払い、体を起こした彼に続く形で私もおとなしくベッドから下りる。

「さすがにこのままだと風邪を引く」

　久弥さんはため息交じりに呟き、ベッドの掛け布団をめくり上げた。

「どうする？」

「え？」

　思いがけず問いかけられ反応に困る。すると彼は手のひらを上に向け、私に差し出した。

「瑠衣がもう平気ならかまわないが」

　彼の言わんとする意味を悟り、しばし葛藤する。

　自分の立場を考えたら答えは決まっている。でも……。

「一緒にいたいって、言ってもいいですか？」

「どうぞ、奥さん」

　声を振り絞って尋ねたら、余裕たっぷりの返事があった。こわごわと彼の手を取ると、引き寄せられベッドの中へと導かれる。

　掛け布団から顔を出し、すぐ隣にいる久弥さんを見つめる。それに気づいたのか、彼は肘枕をして少しだけ私を見下ろす格好となり、空いている方の手で頭を撫でてきた。まるで子ども扱いだ。

　これは私が怖い夢を見ないようにするため？

「寝られそうか？」

「……はい」

　同じベッドに入ったもののさっきよりも距離はある。夫婦にしては遠い気がするが、私から縮める勇気もない。

　額に口づけされたとき、あの流れで最後は唇にキスされると思った。それを受け入れようとしていた自分もいて、恥ずかしくなる。

　見透かされていたらどうしよう。それとも見透かされたから離れたのかな？

　キスはやはり特別だ。恋人や夫婦、好き合っている者同士でないと。私たちは違う。自分たちの関係をはっきりつきつけられた気がする。

　今この隔たりもそういう話なんだよね。

　でも、どうであれ久弥さんの私に対する優しさや思いやりは本物だ。

「久弥さんは、大人になってから怖い夢を見ないんですか？」

　湿っぽい空気を払拭するため、気を取り直して尋ねてみる。彼がここまで親身になってくれるのは、子どもの頃の記憶のせいだけなのか。

「さあ、どうだろうな」

「もし今度、久弥さんが怖い夢を見たら、そのときは私がそばにいますね」

　軽く返されたのに対し、力強く決意表明する。久弥さんは私の頭を撫でて微笑んだ。

「それも夫の特権か？」

　からかい交じりに返され、口を尖らせる。おそらく本気で受け止めていないんだろうな。けれど、それでかまわない。悪い夢は見なくていい。久弥さんが私を必要とする日は来なくて、来ない方がいいんだ。

「そう、ですね」

　久弥さんのそばにいられるのは、彼が優しくしてくれるのは、私が妻だからだ。でも私は……。

「久弥さん、だけです」

　ふと頭を撫でていた彼の手が止まる。おかげで微睡まどろみそうになっていた意識が彼に向いた。

「もう眠った方がいい。明日も朝から病院に行くんだろ」

「……はい」

　余計な発言をしすぎたかと後悔しながらもおとなしく指示に従う。彼の言う通りだ。休まないと。

　目を閉じたら、頭に触れていた手が頬に伸ばされた。久弥さんの大きな手のひらの温もりに安心する。

　温かい。誰かがそばにいて触れられて、こんなにも心強く感じるなんて今までなかった。

『嫌な気持ちどころか、逆に求めてもらえるように努力するよ』

　久弥さんの言った通りになっちゃった。ならこの状況は彼が望んだものでもあるのかな？

　それ以上考えられず落ちるように眠りにつく。今度は夢を見なかった。










第五章　初デートで縮まる距離は確実に




　母の術後経過は良好で、手術翌日には意識が回復し会話もできるようになった。それからＩＣＵで五日ほど過ごしたあと、一般病棟へ移る。専門のリハビリ士たちが母の状況を見極めながらリハビリメニューを組み立て実践していくので、入院生活はまだしばらく続くそうだ。

　まだ痛みや行動制限も多い中、母は意欲的にリハビリや治療に取り組もうとしている。

「瑠衣と久弥さんの結婚式に出られるように、早く回復しないとね。スタッフや子どもたちも待っているだろうし」

　仕事が好きな母らしく、気持ちが前に向いているのは純粋に嬉しい。一方で、結婚式は挙げられそうにないのが申し訳ない。光子さんの病気を理由にどこまで引っ張れるか。

　久弥さんも母のもとへ、一緒に顔を出してくれた。

　彼と別れたら母には心配をかけるだろう。納得する理由を用意しておかないと。

　二月に入り、冷たい風が寒さを通り越して肌に痛みを感じさせるほどになってきた。冬の寒さより夏の暑さの方が苦手ではあるけれど限度がある。寒いものは寒い。

　マフラーや手袋を身にまとい極力露出を抑えるが、建物の中に入ると一気にすべてを脱がなければならないので面倒だ。

「明日、予定がないならどこか出かけないか？」

　午後十時過ぎ、夕飯の準備をしているところに久弥さんから切り出され、目をぱちくりさせる。

　以前よりも帰宅時間は早くなったが、こうして遅くなるときもあった。今日は金曜日だからなのかもしれない。

　用意していたメニューは鶏肉ときのこの炊き込みご飯とすまし汁、かぼちゃコロッケとほうれん草のおひたしだ。

「とくに予定はありませんが……」

「ならそのまま空けておいてほしい。瑠衣はどこか行きたいところはあるか？」

　いつものように久弥さんのご飯の支度をしたあと、彼の席の前に座った。

「久弥さん、光子さんに言われたのを気にしています？」

　ひとりで話を先に進めていく久弥さんに切り込むと、彼は渋い顔になる。

　先日、ふたりで光子さんのところに顔を出した際、ちゃんと夫婦ふたりで過ごす時間は確保しているのか、どこかに出かけたりしているのかと詰め寄られ、うまくごまかせなかった。

　母の手術が成功した旨も伝えていたので、久弥さんの仕事が忙しいという言い訳は、火に油となる。

　久弥さんだけが原因なのではなく、私も母がいない分、休みの日には施設に顔を出して手伝ったりしていた。

　しかし光子さんは久弥さんに真面目な顔でお説教を始める。

　普通の夫婦、ましてや新婚なら休みの日が合えばふたりでゆっくり過ごしたり、出かけたりするのは当たり前かもしれない。

　そういった経緯があり、久弥さんからの誘いは驚きよりも、やはり彼は真面目だという気持ちで受け止める。

「たしかに祖母には、ああ言われたが……」

　珍しく久弥さんは歯切れ悪く答える。

「俺自身が前から瑠衣を誘いたいと思っていたんだ」

　油断していたら、とんでもない発言が彼から飛び出した。戸惑いが湧き起こり、反応に困ってしまう。

「いつものお礼も兼ねて」

　しかし続けられた言葉のおかげですぐに冷静になれた。そういう意味なんだ。

　納得して久弥さんに笑顔を向ける。

「お礼なんてかまいません。私は」

「わかっている、夫の特権なんだろう？」

　最後まで言わせてもらえず、目を白黒させる私に対し、久弥さんは余裕たっぷりに微笑む。

「なら妻をデートに誘うのも夫の特権じゃないのか？」

　その言い回しはずるい。いっそのこと光子さんに言われたからだとか、夫婦として怪しまれないためにって言われた方が割り切れるのに。

　悶々として返事を悩んでいると、久弥さんが口を開く。

「もちろん、無理にとは」

「無理なんてしていません！」

　反射的に否定したら、虚を衝かれた顔の彼が目に入り、視線を逸らす。こんなことでいちいち動揺してどうするんだろう。久弥さんはちゃんと割り切っているのに。

　冷静さを取り戻し、素直に行きたい場所を考える。

「観たい……映画があるんです」

　洋画のシリーズものの最新作で、どこかのタイミングで映画館に観に行こうと思っていた。もうすぐ公開が終了に近づいているからちょうどいい。

「なんて映画だ？」

　尋ねられて答えると、彼はスマホで調べ始めた。そこで自分の希望しか伝えていないと気づく。

「あの、久弥さんが他に観たいものがあるなら、べつべつに観てもかまいませんし、映画が終わってから合流しても」

「かまわない。俺もこのシリーズ、何作か観たことがあるよ。もう五作品目になるんだな」

　私の提案はあっさり却下され、スマホを見つめながら久弥さんはしみじみと呟く。

「ええ。最新作ではついに主人公の孫の代のお話ですよ」

「それはもう別物じゃないのか？」

　久弥さんの切り返しについ噴き出す。それからしばらく映画の話で盛り上がった。その中で久弥さんはチケットの予約も済ませ、彼と一緒に観るのは決定事項になる。

　久弥さんが食事を終え、自然と私も立ち上がった。洋食でも和食でも久弥さんは美味しそうにペロリと平らげてくれる。食べ方も綺麗で箸使いもうまく、見ていて気持ちがいい。最近片付けは彼がしてくれるので、そのまま任せることにした。

　寝支度を終えている私とは違い、久弥さんはこれからが貴重なプライベート時間だ。さっさと退散しようと、彼に声をかける。

「私、先に休みますね」

「わかった」

　寝室に向かおうとする私に久弥さんの視線が向けられた。

「いつも無理して起きておかなくていいんだぞ……好きに触っておく」

「それが困るんです！」

　つい声を荒らげて返してしまった。

　怖い夢を見て彼に迷惑をかけたあの日から、久弥さんのベッドにお邪魔する形で、私たちは同じベッドで寝ている。どうしてこうなってしまったのか。あのとき一緒に眠りについて、私は怖い夢を見ずに済み、彼は彼で空調が整ってはいるものの冷え切ったベッドに入るのを回避できた。そんなところだ。すべては冬のせい。

　お互い嫌ではなく、一応私たちは夫婦だし……。

　それに伴い恒例となっていた久弥さんとの触れ合いも、リビングからベッドへ移行となった。彼に抱きしめられると、安心してすぐに眠たくなってしまうのもあるのかもしれない。とはいえ体の関係どころか相変わらずキスひとつない。

「おやすみ、瑠衣」

　穏やかな彼の声色に我に返り、私も微笑む。

「おやすみなさい。久弥さんもできるだけ早く休んでくださいね」

　リビングを出て、静かに彼の部屋に歩を進める。

　すっぴんもパジャマ姿も、あの日全部さらけ出してしまったので、ある意味楽だ。結婚した当初に比べ、だいぶ彼の前で気を張らずにいられる。

　とはいえ久弥さんの自室に足を踏み入れる瞬間はいつも緊張する。一目散に整えてある彼のベッドを目指し、そっと入る。ひんやりしたシーツの感触に身震いして体を縮めるも、嫌な気持ちも孤独感もない。

　久弥さんの匂い、落ち着く。

　すぐに考えを振り払う。これを当たり前だと思ったらいけない。この温もりはいつか手放さないといけないんだ。

　胸の奥がチクチクと痛みだし、無理やり思考を切り替える。

　明日、なにを着よう。久弥さんに似合うよう、少しは大人っぽい格好がいいよね。

　あれこれ考えていると徐々に瞼が重くなってくる。待つつもりなのに、やっぱり彼が来るまで起きていられないかもしれない。

　好きに触っておく、って久弥さんは言っていたけれど、私が寝ていたらきっと彼はなにもしないんだ。起きていたら、抱きしめて頭を撫でてもらえる。『困る』って返したのがそういう意味だなんて久弥さんは露つゆほどにも思っていないだろうな。夫の特権と言いながら、いつの間にか私の……妻の特権になっている。

　節度ある触れ方なのは義務からだとしても、久弥さんの温もりを拒否できなかった。




　翌日、自室のクローゼットの中から、それらしい服をベッドの上に並べ、久しぶりになにを着るか迷う。

　ただ映画を観るだけなのに張り切りすぎだと引かれても困るが、わざわざ誘われて初めてふたりで出かけるのだから、多少のお洒落はした方がいいよね。

　悩み抜いた結果、白のリブニットに淡いピンク色のロングチュールスカートを組み合わせる。

　髪はどうしよう。サイドを編み込む？　いっそのことまとめようか。

　鏡の前で睨めっこして自分の髪を手に取り、考える。

　誰かのために格好を考えてあれこれ悩むなんていつぶりだろう。でも嫌だとは思わない。久弥さんが少しでも気に入ってくれたら嬉しい。

「お待たせしました」

　リビングに顔を出したら、久弥さんはソファで本を読んでいるところだった。見惚れていたら、彼の視線がこちらに向き心臓が跳ねる。

　久弥さんはグレーのニットセーターに黒のテーパードパンツというシンプルな組み合わせだが、相変わらずスタイルもよくて絵になる。

　本を閉じて立ち上がると、彼はゆっくりと私の方に近づいてきた。

「待っていない。疲れは残っていないか？」

　彼の質問に私は唇を尖らせた。

「それはこっちのセリフです。私、久弥さんがいつベッドに入ったのか、気づきませんでした」

　私より忙しい彼の方が、睡眠時間が短いのはどうなんだろう。もしかして……。

「やっぱり私が一緒だと」

　気を使わせているのでは、と続けようとしたら頭の上に手がのせられる。

「関係ない。もともとあまり寝なくても平気な体質なんだ」

　宥なだめるように頭を撫でられる。

　額面通り受け取ってもいいものか。私の顔色を読んだ久弥さんは苦笑した。

「むしろ瑠衣の幸せそうな寝顔を見ていたら、眠気を誘われる」

「なら……よかったです」

　思わぬ切り返しに微妙な返事しかできない。顔が熱くなってふいっと視線を逸らした。すると久弥さんは私の耳に髪にをかき上げるようにして髪に指を通す。耳に触れた彼の指の感触にさらに体温が上がりそうだ。

「今日の瑠衣はまたいつもと雰囲気が違うな」

「な、なにか変ですか？」

　やっぱり気合いを入れすぎだった？

　髪は下ろしたまま今日は毛先を緩く巻いている。久弥さんは私の髪を気に入ってくれているから、くくったりまとめるのはやめてこの髪型にしてみたのだ。

「いや。可愛いと思って」

　さらりと褒められ硬直する。

　これは経験の差？　久弥さんにとってはきっとなんでもないことだ。

「ありがとうございます。久弥さんとのデートなので張り切ってみました」

　動揺を顔に出さないようにして言い返してみる。

「光栄だよ、奥さん」

　しかしどうやら彼の方が何枚も上うわ手てだ。私が敵うわけない。

　もうすっかり慣れた彼の車の助手席に乗って、窓の外をぼんやり眺めた。

　天気はお世辞にもいいとは言えず、どんよりとした厚い雲に覆われ、今にも雪が降りだしそうだ。昼間だというのに太陽の光は遮られ、影もほぼできない。

　いつもなら寒さと暗さで気分も沈みそうになるが、今日は久弥さんと一緒だからか心が弾む。

　運転する彼の横顔をちらりとうかがう。

　今まで母や光子さんのお見舞いに行くためふたりで外出する機会は何度もあったが、こうしてプライベートで出かけるのは初めてだ。

　結婚願望はないって言っていたけれど、それなりに彼が異性と付き合ってきたのは普段の振る舞いからも感じられる。私の扱いも慣れたものだ。

　久弥さんは今までどんな女性と付き合ってきたのだろう。きっと美人で大人っぽい人ばかりなんだろうな。

　そこでふと、母の手術の帰りに彼が綺麗な女性と並んでいたのを思い出す。

「どうした？」

「あ、いえ」

　信号が赤になったタイミングで、久弥さんから声をかけられる。どうやら視線に気づかれるほどあからさまに彼の横顔を見つめていたらしい。言い訳しないといけない気がして必死に考える。

「こ、こうやって久弥さんとデートするのは、最初で最後かもしれないから貴重だなって」

　私の回答に久弥さんは目を丸くしたが、信号が変わったのですぐに前を向いてアクセルを踏んだ。妙な沈黙が車内に降りてきて、変な汗をかきそうになる。

　もしかして嫌みっぽく聞こえた？　この関係は期間限定のもので、ちゃんと割り切っているっていうのも伝えようとしたんだけれど……。

　ほどなくして目的地である大型のショッピングモールに着く。

　この前までお正月のめでたい雰囲気に彩られていたのに、今はバレンタイン一色だ。どこのお店もバレンタイン商品を打ち出し、イベントスペースには国内外の有名チョコレートメーカーのブースが所狭しと並び、人々が列をなしている。

　車にコートは置いてきたが、人の熱気と暖房が合わさり逆に暑いくらいだ。

「すごい人ですね」

「はぐれるなよ」

　ぽつりと呟くと、前を歩いていた彼から素早く返される。大丈夫だと答えようとしたら、その前にさりげなく左手を取られた。

「あ、あの」

「ほら、行こう」

　うろたえる私をよそに久弥さんは顔色ひとつ変えない。

　歩くの遅かった？　不安が立ち込めそうになったが、そこで久弥さんの歩調がやや緩められたと気づく。

　私に、合わせようとしてくれているんだ。

　思い返すとこの結婚生活自体がそうだ。なんだかんだで久弥さんは私を強くつき放したりしない。契約結婚でも彼なりに私に寄り添ってくれている。今だって――。

　思いきって指先に力を入れ、取られている手を自分から握ってみる。すると久弥さんも握り返してくれた。

　夫婦や恋人というより、子ども扱いなのかもしれない。それでもいい、離さないでほしい。今だけでも、この温もりは私だけのものだ。

　そろそろ公開終了が近づいていたので、私たちの観る映画は他に比べると空いていた。久しぶりの映画館に胸を弾ませ、パンフレットを見て期待を高める。

　ふと隣に座る久弥さんを盗み見ると、なんだか不思議な気持ちになった。彼の目もパンフレットに向けられていて、すぐそばにある端正な横顔にドキッとする。

　すっと通った鼻筋、薄い唇、意志の強そうなきりっとした目は他者を圧倒し、惹きつける。この人が自分の夫なのだと思うと不思議であり、今さらながら分不相応さに冷や汗をかきそうになった。

　光子さんの件がなかったら結婚どころか、こうして隣に座ることさえない人なんだ。意識したら、心臓が早鐘を打ちだす。

　そのとき不意に久弥さんと視線が交わる。続けて彼はさりげなく私の頭に手を置いた。

「楽しみなのはわかるが、ちょっと落ち着け」

「あ、はい」

　そわそわする私に気づいたらしく、呆れた面持ちで告げてくる。急に恥ずかしくなり、パンフレットで顔を隠すようにして前を向いた。

「楽しみにしていたので」

「なら、よかった」

　ぽつりと呟くと、打って変わって穏やかに返される。

　映画だけじゃない。久弥さんからふたりで出かけるのを提案されたときから、ずっと期待と不安交じりで過ごしていた。嬉しくて、楽しみで、でも勘違いしてはいけないと言い聞かせて。

　言われたのが昨日でよかった。もっと前から誘われていたらきっと身が持たなかった。

　緊張しつつも映画が始まったら、久弥さんが隣にいるのも忘れて夢中になった。




「おもしろかったですね。まさかあそこで前作の主人公が出てくるとは思いませんでした」

　映画館をあとにしてイタリアンレストランで昼食をとりながら興奮気味に告げると、聞き役になっていた久弥さんも軽く頷いた。

「他のシリーズ作品も観させる作戦だな」

「作戦というより、それがシリーズものの醍だい醐ご味みですから」

　こういうとき、誰かと映画を観るのもいいと思う。映画の感想を言い合い、自分とはまた違う視点に物語の深みが増す。久弥さんも楽しめたのならよかった。

「なんだか続編がありそうな終わり方だったな」

「私も思いました。何年後かはわかりませんけれど、そうなったらまた観に行かないと」

　ふと口をつぐむ。仮にその日が来ても、そのとき私たちはもう一緒にいない。私はひとりで観るのか、それともべつの誰かが隣にいるのか。久弥さんは――。

　首を横に振って考えを吹き飛ばす。先を想像してもしょうがない。今目の前にある現実を大切にしないと。

　そのタイミングで料理が運ばれてきたので私は意識を切り替えた。

　食事を終えて、ウィンドウショッピングを楽しむ。昼過ぎになり、人の流れが増えてきたのもあって、さりげなく彼から手を握られたのを今度は自然と受け入れた。

「久弥さんは、なにか欲しいものはありますか？」

「どうした、急に？」

　いつもより声のボリュームが大きくなるのは致し方ない。

「もうすぐバレンタインなので」

　私の回答に久弥さんは眉をひそめた。

「気を使わなくていい。甘いものはそこまで好きじゃないんだ」

「そうなんですか」

　たしかにいつもコーヒーはブラックだし、彼が甘いものを好んで食べているのを見たことがない。それにしても。

「久弥さん、いっぱいチョコレートもらってそうですよね」

　からかい交じりに返すと、彼の眉間の皺がさらに深くなった。否定しないところを見ると事実らしく、予想通りでつい笑みをこぼした。

「じゃあ、せめて好きなものを作りますよ。カレーにしましょうか？」

「……瑠衣に任せる」

「はーい」

　ぶっきらぼうな返事に明るく返す。カレーは久弥さんの大好物なのは、もう知っている。せっかくならハンバーグもつけようかな。

　ウキウキ脳内で計画を立てていたらアクセサリーが並んでいるのが目に入り、足を止めた。手を引いていた久弥さんも立ち止まり、彼の手をほどいてアクセサリーの棚に近づく。そして目に留まったバレッタに手を伸ばした。

　ワンポイントとしてブルーと白のビジューがきらりと光り、派手すぎず上品なデザインが目を引く。

「これ」

「欲しいのか？」

　久弥さんに尋ねられ、すかさず答える。

「はい。母に似合いそうだと思って」

　笑顔で返事をしたら、どういうわけか久弥さんは虚を衝かれた表情になる。

　意味がわからないまま再び棚に意識を向ける。今度はべつの髪留めに手を伸ばした。

「光子さんには、これとかいかがでしょう？」

　飴あめ色のシックな土台に金色とパールで作られた花のモチーフが添えられていた。

「つけていくところがないだろ」

　すげない久弥さんに、思わず唇を尖らせる。

「久弥さん、女心がわかっていませんね。お洒落は自分のためにしたいものなんですよ」

　長い髪を束ねたり、お見舞いに誰かが来た際など使う機会はあるはずだ。母にも光子さんにも、長期的な入院生活に少しでも明るさを添えたい。

　簡単に説明して、レジへ持っていく。

　会計を済ませ包装をしてもらい、店の外で待っている久弥さんのもとへ急いだ。

「お待たせしました」

「瑠衣はなにか欲しいものはないのか？」

　突然切り出され、目を瞬かせる。

「私？」

「そう。今も自分にはなにも買わなかっただろう？　人には聞いておいて、瑠衣はどうなのかと」

　なるほど。久弥さんの気遣いに心が温かくなった。私のことも気にかけてくれているんだ。

「久弥さんの気持ちがわかりました。この質問、なかなか難しいですね」

　しばし考えを巡らせたが、ぱっとは浮かばない。

　少し前の私ならお金と思っていたかな。母の手術費用をずっとなんとかしたいと思っていたから。

　それを除いては、ピンとこない。あまり物欲はない方だ。服もアクセサリーも化粧品も必要最低限でいい。これは育ってきた家庭環境も大きいのかもしれない。

　あるものに感謝して幸せを感じられる。とはいえ諦あきらめたものも多かった。

　欲しいもの、か。

「子どもの頃はお父さんって言ってよく母を困らせました」

　冗談めかして答えたのに、久弥さんの顔が一瞬強張り、しまったと思った。

「あの、あくまでも子どもの頃ですよ！　今は父親に対して恋しさどころかなんの感情もありません」

　慌ててフォローし、勢い任せに補足していく。

「その代わり、いつか自分に子どもができたら家族で楽しい思い出をいっぱい作るんです。動物園とか水族館とか……公園でも。たくさん出かけて、たまにケンカをしても笑顔の絶えない家庭を築く。自分が得られなかったものを違う形で叶えたいなって」

　両親がそろっていて、幸せそうな家庭がある同級生が羨ましかった。家族でのお出かけに憧れて、母に無理を言った。なんでお父さんはいないのかと困らせて、泣かせた記憶もある。

　でも、ないものを嘆いても、手に入らないものを持っている相手を妬んでも、現実は変わらない。

「……って、自分の話ばかりすみません。それにこれって欲しいものというより夢ですよね」

　我に返って苦笑する。久弥さんもこんな話をされるとは思ってもみなかっただろう。

　こんな重い話題を口にしてどうするの。ましてやデート中に。

　後悔の渦に呑み込まれそうになったとき、ふと久弥さんの手が頭の上にのせられた。

「聞けてよかった。話してくれてありがとう」

　まさかそんな言葉が返ってくるとは想定外もいいところだ。目の奥がじんわり熱くなり、懸命に自分を奮い立たせる。

　そこで、まだ彼に話していない過去があると思い至る。このタイミングで話すべきかと思慮を巡らせたが思いとどまった。べつに無理に伝える必要はない。

「行きましょうか」

　久弥さんを促しながら左手を差し出し、はっと気づいて慌てて引っ込めようとする。ついさっきまでの流れでやってしまったが、手を繋いだのはただの成り行きだ。ところが、うしろに回す前に久弥さんに手を取られる。

「他になにか見たいものは？」

　優しく尋ねられ、伝わる温もりも合わさり、手を繋ぐのを受け入れた。

「コーヒー豆、そろそろなくなりそうなので買いたいです」

「わかった。だったら一階だな」

　あ、今のやりとり夫婦みたい。

　結婚してから、私とは違って久弥さんの左手の薬指には常にきちんと指輪がはめられている。今日は私も指輪をつけていた。結婚指輪なんだから当然だが、おそろいなのがくすぐったい。




　買い物を済ませたあと、久弥さんの車で母の病院に寄った。午後四時を過ぎたあたりから、辺りは徐々に暗くなり、乾燥している空気が喉に染みる。

　母はリハビリを順調にこなして回復に向かっているらしく、表情も生き生きとしてきた。さっそく買ったばかりのバレッタを渡すと、母は喜びながら、私が子どもの頃に誕生日や母の日にどんなプレゼントをしてきたのかを懐かしそうに語りだした。

　私としては忘れたくなるような恥ずかしいエピソードもあり、久弥さんに聞かれる前に慌てて制す。

「昔から優しい瑠衣に甘えて、たくさん寂しい思いや我慢もさせたわね。でも久弥さんと結婚して幸せそうでよかった」

　そうやって総括する母に胸が軋む。けれど、たしかにこの結婚は期間限定の割り切ったものだが、私が今幸せなのは事実だ。それが久弥さんのおかげなのは間違いない。

　続けて光子さんの病院に向かう。遅い時間になってしまい申し訳ないと謝る私に、光子さんは気にしなくていいと笑顔で迎えてくれた。

　久弥さんと出かけたことを話すと、光子さんの機嫌はさらによくなる。プレゼントのバレッタも喜んですぐに髪につけてくれた。

　病室をあとにしてしばらく歩いたところで、久弥さんから声がかかる。

「祖母は瑠衣と話すのが楽しいみたいだな。髪留めもあんなに喜ぶとは思わなかったよ」

「気に入ってもらえてよかったです」

　孫が男ばかりというのもあるのかもしれないが、光子さんは本当の孫のように私にも寄り添ってくれる。

「でも、光子さんが私を気にかけてくださるのは、久弥さんの妻だからですよ」

　目を丸くする彼に、にこりと微笑んで続ける。

「光子さんにとって久弥さんが大事だから私も大切にしてくださるんです」

　私ひとりでお見舞いに行くときより、久弥さんも顔を出したときの方が光子さんの表情はずっと明るい。久弥さんを心配してあれこれ小言を言うのも、私が一緒だから言いやすいのもあるのだろう。

「私じゃなくても、久弥さんの選んだ人なら光子さんはきっと喜んでくれますよ」

　発言して気づく。久弥さんに結婚願望はなく、光子さんには時間がないから、彼は私を間に合わせの妻として選んだんだ。高いお金を払ってまで。

「私……久弥さんの妻としてちゃんと役割を果たせていますか？」

　光子さんに対する態度は、ほぼ素だけれど。もっと、なにかした方がいい？

　慌てだす私の頭に久弥さんの手がのせられた。

「瑠衣は――」

「久弥」

　言いかけた久弥さんの言葉に第三者の声が重なる。そちらを向くと、白髪交じりの髪を短く刈り上げ、眼鏡をかけたスーツ姿の男性が険しい顔でこちらに近づいてくる。

　彼には見覚えがあった。直接ではなく、ＴＯＧＡコーポレーションのホームページをチェックした際に目にした、現社長である十河久光さんだ。

「お久しぶりです」

　久弥さんが軽く挨拶するが、十河社長の表情は変わらない。

「来ていたのか。急に結婚なんてどうした？　会長に、結婚したら会社の後継者について考えるとでも言われたのか？」

　あまりにも不躾な物言いに、どう自己紹介しようかと悩んでいた考えが吹き飛ぶ。会長とは光子さんを指すのだろうが、実の母親でもここでは役職呼びなのかとわずかに驚く。久弥さんにとっても祖母にあたるのに。

　しかし久弥さんは平静そのものだ。

「会社を継ぐのは久志でしょう」

「何度も病院に行くのも会長に取り入るためなんだろう？　彼女も会長のお気に入りみたいじゃないか」

　そこで十河社長の視線がこちらに向き、慌てて頭を下げた。

「初めまして、ご挨拶が遅くなってしまってすみません。久弥さんと結婚いたしました、瑠衣と申します」

　まったく好意的な感情が寄せられていないのは伝わってくるが、それとこれとはべつだ。

　十河社長は私を冷たく一瞥すると再び久弥さんを睨みつける。

「久志への代替わりを予定しているこのタイミングでわざわざ結婚とは。当てつけのつもりか？」

「そんなつもりはありませんよ。祖母の後押しが大きかったんです」

「結局は会長の言いなりか」

　どうして実の甥である久弥さんにここまで敵意を剥き出しにするのか理解できない。ピリピリとした空気に息が詰まりそうだ。

　それを察したように久弥さんが私の肩を抱いて歩を進めるよう促す。

「なにを企んでいるのか知らないが、お前にＴＯＧＡコーポレーションは継がせない。両親のそろっていないやつが、ろくな人間になるわけがない」

　その場を去ろうとしたら吐き捨てるように心ない言葉を放たれ、私の中のなにかがぷつりと切れた。

「待ってください」

　久弥さんの腕を振り払い、虚を衝かれた顔をしている十河社長に向き直ってそのままの勢いで続ける。

「久弥さんは立派な方です。ご両親の有無は関係ありません」

「瑠衣」

　制するように名前を呼ばれ、口をつぐんだ。すると十河社長は薄ら笑いを浮かべた。

「ああ、失礼。あなたもたしか母子家庭でしたか。類は友を呼ぶとは本当らしい」

　ここまでストレートに侮蔑されたのは久しぶりだ。

「社長。俺はなにを言われてもかまいません。ですが妻に対してはべつです。彼女を侮辱するなら許さない。次はありませんよ」

　低い声で言い切り、久弥さんは再び私の肩を抱いて歩き出す。今度はおとなしく彼に従い、私たちはその場を去った。

　駐車場で車に乗り込むまでどちらも無言だった。エンジンをかけるのと同時に、吹出口から車内を暖めようと強い風が音を立てて流れてくる。

「嫌な思いをさせたな」

　口火を切ったのは久弥さんで、私は無言で首を横に振った。乱れているこの感情をなんて口にすればいいのかわからない。

「伯父は、息子の久志にＴＯＧＡコーポレーションを継がせたいんだ。けれど弟の息子である俺が、社長だったじいさんのもとで育てられ、自分や息子の立場が脅かされるんじゃないかってずっと思っていたらしい」

　両親を亡くし、祖父母であり会社の実権を握っている久則さんと光子さんが久弥さんを引き取って育てる状況に、周囲は同情しながらも、自然と久弥さんが後継者となるのだろうと憶測することもあったようだ。とくに十河社長は焦りや嫉妬にも似た感情もあり、自分が社長となってからも久弥さんに対する態度は変わらないらしい。

　もう今さらどうにもならないだろうと、久弥さんは苦笑しながら説明していく。

　ただ従弟の久志さんとは、この前会った通り仲はいいらしい。

　そういった事情を久弥さんから聞かされ、マンションに戻ってきた。

　今朝この家を出たときとは一転し、気持ちは沈んでいる。

「今後、瑠衣が伯父と関わる必要はないように配慮する。今日は巻き込んで悪かった」

　リビングに入ったタイミングで申し訳なさそうに彼から告げられ、こらえていたなにかがあふれ出す。

「な、んで……久弥さんが謝るんですか」

「瑠衣？」

　絞り出した声は震えていて、唇をぎゅっと噛みしめる。さっきから自分の中で渦巻く感情がなんなのかはっきりさせられない。つらくて、苦しくて……胸が痛い。

「ひどい、です。ご両親がいないのは久弥さんのせいじゃないのに」

『両親のそろっていないやつが、ろくな人間になるわけがない』

　偏見もいいところだ。けれど、ああいう発言をする人を私自身たくさん見てきた。

　母が運営する施設でもそうだ。子どもたちは様々な事情で家に居場所がなくて、自分ではどうしようもない境遇に振り回されている。いつだって子どもは被害者なのに、光子さんみたいに支援する気持ちを持ってくれる人もいれば、心ない言葉をかけてくる人だっている。

　それを無心でやり過ごすのもひとつの方法だ。けれど傷つかない理由にはならない。

　両親がいなくて一番つらい思いをしてきたのは久弥さんだ。それなのに寄り添うべき肉親である伯父からあんな態度を取られるなんて。

「光子さんのお見舞いだって……久弥さんは純粋に心配しているからで……」

　最後は声にならず、感情が高ぶり目尻から熱いものがこぼれ落ちる。それをなんでもないかのように強引に指先で拭った。

「久弥さんが悪く言われるいわれはひとつもありません！　伯父さまがわかってなさすぎです」

　断言して両手で顔を覆う。私が泣いてどうするの。さっきだって余計な口を挟んだせいで、久弥さんはさらに伯父さまの相手をする羽目になってしまった。彼の妻としてもっとうまく振る舞うべきだったのかもしれないのに。

　いろいろな意味で久弥さんの顔が見られない。空調を整える静かな温風の音だけが部屋に響いた。

　そのとき久弥さんが軽く噴き出し、私は勢いよく顔を上げた。

「な、なんで笑うんですか!?」

　改めて見ても、彼は必死に笑いをこらえている。わけがわからない。

「瑠衣がそこまで感情的になるのを初めて見ると思って」

「なっ」

　まさかそんな指摘をされるとは思ってもみなかった。冷静に考えたら、ひとりで勝手に熱くなって馬鹿みたいだ。

「わ、私は……」

　久弥さんには大きなお世話だったのかもしれない。なんとか取り繕おうとしたら、真正面から彼に抱きしめられる。

「ありがとう、瑠衣」

　声には、優しくもどこかいつもの彼らしくない弱々しさもあった。

「伯父との関係はもうどうしようもないが、わかってくれる人間だけわかってくれたらいい」

　そこで腕の力が緩められ、久弥さんが額を重ねてくる。彼の目がまっすぐに私を見つめてきた。

「妻である瑠衣が理解してくれていたら、それで十分だ」

　久弥さんの言葉に再び涙腺が刺激される。泣かないよう精いっぱい目を見開いていると、彼の大きな手が涙の跡を拭うように頬に添えられた。

「俺のために、怒って泣いてくれたんだな」

　そっと目尻に唇を寄せられ、反射的に目を瞑つぶる。次に目を開けたとき、想像以上に久弥さんの顔がすぐ近くにあった。彼の瞳に映る自分を見つけられるほどの距離だった。時間が止まったような感覚に陥り、続けてごく自然に目を閉じると、唇に温もりを感じる。

　触れるだけの優しい口づけに波立っていた心が落ち着く。

　ややあって唇が離れ、おもむろに目を見開き、久弥さんを視界に捉える。すると急に冷静になり羞しゅう恥ち心が湧き起こった。

「あの」

「嫌だったか？」

　なにか言おうとする前に切なそうに尋ねられ、しばし葛藤したあとおずおずとかぶりを振る。

「嫌じゃ……ないです」

　蚊かの鳴くような声で答えると、再び唇が重ねられた。

「瑠衣」

　確かめるように名前を呼ばれ、胸がしめつけられる。

　なんだか勘違いしそうになる。求められて、愛されているんだって。

　……だめ。

　顔をふいっと背け強引にキスを終わらせる。あからさまに拒否を示す行動に自分でも驚くのと同時に、久弥さんがわずかに動揺しているのが伝わってきた。

「あ、あの。夕飯の支度をしますね」

　久弥さんの顔を見ないまま一方的に告げてキッチンに逃げ込む。

　ひとりになり、熱くなる頬を両手で押さえた。彼に触れられていた感覚が残っていて、心臓が早鐘を打ちだす。

　深呼吸をして気持ちを入れ替え、夕飯の仕度に取りかかった。




　あのあと、手伝うと言ってキッチンに顔を出した久弥さんはいつも通りだった。その様子に安堵して、何事もなかったかのように振る舞う。実際、なにかあったわけでもない。

　彼のベッドに先に潜り込み、寝返りを繰り返すもなかなか落ち着く体勢が見つからない。昨日とは真逆だ。今日は先に寝てしまいたいのに、それは叶いそうにない。

　原因は、はっきりしている。

　キスくらいでうろたえすぎでしょ。

　頭から掛け布団を思いきりかぶり、ぎゅっと体を縮めた。

　契約で期間限定とはいえ結婚している間柄で、お互いいい大人だ。だから……。

　そこでドアが開いた気配がして身を固くする。久弥さんがベッドに近づいてくるたびに鼓動が速くなっていった。

　ここで寝たふりをできるほど器用じゃない。

　観念してベッドから顔を半分出すと、驚いた面持ちの久弥さんと目が合った。

「起こしたか？」

「いいえ」

　小声で返し、彼の寝るスペースをさらに空けようと横に寄る。

　久弥さんは複雑そうな表情でベッドに入ってきた。ここで頭を撫でられたり手を握られたり、多少のスキンシップがあるのが通例なのだが、今日は彼から距離を詰められる雰囲気はない。

　べつに義務でも決まりでもないのだが、気持ちがざわつく。

「瑠衣」

　名前を呼ばれ、おそるおそる彼に視線を向けた。ほぼ明かりの落とされた部屋でも久弥さんの表情ははっきりと見える。

「さっきは」

「大丈夫です、わかっています。私が泣いたから、慰めようとしてくれたんですよね」

　彼の言葉を遮って勢いよく続けた。

　早口で捲し立てたあと、彼が先ほどのキスの件を口にしようとしたと決めつけて先走った自分が恥ずかしくなる。かえって意識していると白状したようなもので、いたたまれなさに久弥さんに背を向けた。

　私から話題にして気まずくしてどうするの。そもそもキスされた意味とか、理由をつき詰める必要はない。そういう流れだっただけ。彼に深い意味だってないはずだ。

　でも、そうか。久弥さんは、泣いたらあんなふうに慰めてくれるんだ。

　ズキリと胸が痛んだ瞬間、背後から温もりが伝わってきた。久弥さんに抱きしめられたのだと自覚したときには逞しい腕が前に回され、しっかりと彼に捕まっていた。

「慰めようとしたわけじゃない。自分事のように泣いて怒ってくれた瑠衣が愛しかったから」

　一瞬で体温が上昇し、パニックを起こしそうになる。体勢も相まって久弥さんの言葉をどう捉えていいのかわからない。

「あ、あの」

　すると不意に耳のうしろに唇を寄せられ、驚きで肩を縮めた。

「ただ、瑠衣は俺に『妻を買った』と言ったが、無理をさせるつもりはないんだ。特権だと言ってくれるのはありがたいけれど、されて嫌なことははっきり言ってほしい」

　切なげな声で訴えかけられ、ふと彼の立場で考える。

　もしかして久弥さん、私が母の手術費を含めお金を払ってもらっている身だから、気持ちがどうであれ彼にされることを受け入れていると思っているの？

　その結論に達し、弱々しく口を開く。

「何度も言っていますけれど嫌じゃない、です」

　声にして少しだけ勢いづいたのもあり、身じろぎして思いきって彼の方に体を向けた。

「久弥さん、私を見くびりすぎですよ。自分の気持ちを押し殺して、久弥さんの言うことを聞くほど従順じゃありませんって」

「自分で言うのか」

　軽い口調で告げてみると、久弥さんから呆れたような返事がある。でも神妙な彼よりこっちがいい。

「お気に召しません？」

「いや」

　私の回答に久弥さんが苦笑し、彼の反応に胸を撫で下ろした。改めて久弥さんと目が合い、彼は私の頬を遠慮がちに撫でる。

　久弥さんこそ、どうして私に触れるんだろう。夫婦らしくいるため？　今は他の女性と付き合わないって約束があるから？

「困ります」

　ほぼ無意識に心の声が漏れ、私に触れる久弥さんの手が止まった。慌ててフォローしようとするが、言うべきかどうか悩んでしまう。

　ちらりと彼をうかがうと、珍しく不安そうな顔が目に飛び込んできた。だから意を決する。

「私、こうして久弥さんに触れられるの……嫌じゃなくて……困っているんです」

　打って変わってか細い声で白状した。対する久弥さんは大きく目を見開き、伏し目がちになる私の顎に手をかけ、自分の方に顔を向けさせる。

「困るってどういうふうに？」

　真剣な眼差しで問いかけられ、衝動的に逃げ出したくなる。しかし、しっかりと回された腕がそれを許すはずもない。

「俺も少しは夫として瑠衣に求めてもらえているのか？」

　困惑してなにも答えない私に、彼は違う形で質問してきた。私はこくりと頷く。

　いいのかな。この関係で、私が久弥さんに対してなにかを望んでも。

「久弥さんがそばにいるとすごく安心します。こうやって触れられるのも」

　精いっぱいの正直な気持ちを伝える。すると額にそっとキスを落とされた。続けて瞼、目尻、頬と順番に唇を寄せられ一拍間が空く。彼と視線が交わり、緩やかに目を閉じると唇が重ねられた。優しくて甘い温もりにどこか夢見心地になる。

　一度唇が離れ、自分から久弥さんにくっついてみる。伝わる体温や心音に安心し、甘えるように彼の胸に顔をうずめた。絶対に彼より私の方が鼓動は速い。久弥さんが私の頭を撫で、すっかり馴染みとなった彼の手のひらの感触に目を細めた。

「瑠衣」

「なんですか？」

　名前を呼ばれゆっくりと顔を上げると、どういうわけか久弥さんは眉をひそめ、なんとも言えない苦悩に満ちた表情をしている。それを見て、なにかまずいことをしてしまったのかと血の気が引きそうになった。

「俺はまだ足りないんだ」

「え？」

　久弥さんは私の顔の輪郭にそっと指を添わせた。その動きがやけに艶っぽく、心臓が跳ね上がる。

「もう少しだけ瑠衣に触れたい」

　こつんと額を重ねられ、久弥さんが訴えかけるように告げてきた。けれど内容が正確に理解できない。自分がどうすればいいのかも。

　あからさまに動揺して目が泳いでしまう。しばらく葛藤して悩んだ末、久弥さんを上目遣いに見た。

「ど、どうしたら……いいですか？」

　こんな馬鹿正直に聞いてどうするの。ムードも情緒もなにもない。

　尋ねてから冷静な自分が訴えかけてくるが、覆ふく水すい盆ぼんに返らず。久弥さん、絶対に呆れている。

　案の定、久弥さんはくっくっと喉を鳴らして笑いだす。情けなくなり、なんて声をかけたらいいのかわからず身を縮めた。

「まったく。瑠衣には敵わないな」

　そう告げると久弥さんは私の唇に軽く口づけた。

「イエスと受け取っても？」

　吐息さえ感じる距離で囁かれ、目で肯定する。それを受けて、すぐさまキスが再開された。

　幾度となく角度を変えて唇を重ねられ、緊張しながら受け入れる。かすかなリップ音が耳につき羞恥心が増幅する中、舌先で唇を舐なめとられた。驚きで反射的に顎を引きそうになったが、彼の手が頬に添えられ阻止される。

「あっ」

　嫌な気持ちはないが経験が乏しくて、言った通りどうしていいのかわからない。

　戸惑う私に、久弥さんは優しく触れ方を変えながらキスを続けていく。唇を食はまれ時折軽く吸われて、そのたびに体が震える。でも、やめてほしいとは思わない。濡れた唇が熱を帯びてきて、次第に焦じらされている感覚に陥る。

「瑠衣」

　キスの合間に吐息交じりに名前を呼ばれ、胸の奥がしめつけられた。懇願するような声色で、唇の間をなぞるように舌を動かされ、観念しておずおずと口を開ける。

「ふっ」

　彼がかすかに笑いを漏らす。続けて待ってましたと言わんばかりに厚い舌が滑り込まされ、ぬるりとした初めての感触に驚く。すぐさま舌をからめとられ、キスはより深いものになった。

「んっ……んん」

　自分のものとは思えないような甘ったるい声が漏れるが、気にする余裕もない。

　口内をくまなく蹂じゅう躙りんされ与えられる刺激に、生理的な涙が滲む。それでもキスをしながら、落ち着かせるように私の頭や髪を撫でる久弥さんの仕草に安心する。

　応え方なんてわからない。いつの間にか回されている腕の力が強められ、身動きが取れないまま息をするタイミングも掴めず、溺れそうだ。

　どれくらいキスを交わしていたのか。久弥さんから口づけを終わらせる。至近距離で目が合った彼の顔は、言い知れぬ色気を孕はらんでいた。軽く息を切らしつつ、じっと私を捉える瞳は決して揺れない。

「瑠衣」

　低く掠かすれた声で名前を呼ばれ、私は隠れるように久弥さんの胸に顔をうずめた。

　水から上がったみたいに空気を必死に求め肩で息をする。心臓が破裂しそうに痛くて、舌も唇も感覚が麻ま痺ひしている。

　久弥さんはそっと私の髪を撫でながら指を通す。耳に髪をかけられ、剥き出しになった耳たぶに音を立てて口づけられた。

「やっ」

　とっさに声が漏れ、顔を上げる。久弥さんはおかしそうに笑った。

「可愛いな、瑠衣は」

　穏やかな表情に目を奪われる。

「か、からかってますか？」

　さっきから私だけ動揺してドキドキしているのが少しだけ悔しい。

　それが顔に出ていたのか、久弥さんは宥めるように私の頭に口づけを落とした。

「いいや。とりあえず今日はここまでにしておくか」

　この触れ合いがなんだか義務みたいな言い方で、勝手に寂しくなる。

「これ以上していたら、止める自信がない」

　ところがひとり言にも似た彼の呟きに目をみはる。続けて額に唇を寄せられた。

「少しずつでいい。瑠衣と本当の夫婦になりたいんだ」

　なれるのかな？　久弥さんと本物の夫婦に。なってもいい？

　だって私は――。

　言葉を迷っていたら、久弥さんに抱きしめられた。

「明日からまた覚悟しておいて」

　耳元で囁かれ、頭を撫でられる。

　これから私たちの関係はどうなるんだろう。

　不安と期待が渦巻く中、久弥さんの温もりを感じながら目を閉じた。




　翌日。日曜日にもかかわらず目が覚めると久弥さんの姿はなく、身支度を整え慌ててリビングに向かう。

「おはようございます」

「おはよう」

　リビングに顔を出すと、久弥さんはコーヒーを飲みながら返事をしてくれた。

　夕飯を食べるのが遅いからか、彼の朝食はコーヒーだけなのが定番だ。白の襟付きシャツにワイン色のケーブルニットを組み合わせ、相変わらず上品にまとめている。

　対する私はブラウンのハイネックにチェック柄スカートを合わせていた。

「瑠衣もどうだ？」

「あ、はい。いただきます」

　逆に座っていた久弥さんは席を立ち、キッチンにコーヒーを淹れに行く。それに私も続き、買い置きのパンを温めようとした。

「久弥さんはいりませんか？」

「俺はいい」

　返事はわかっていたが、念のための確認だ。苦笑してオーブントースターにセットしようとする。

「瑠衣」

「はい？」

　彼の方を向くと、さりげなく唇を重ねられた。

「今日の服もよく似合っている」

　頭にぽんと手を置かれ、服まで褒められる。はっと気づいたときには久弥さんはカップを取り出そうとしており、あまりにも無駄のない動きで、反応するのにワンテンポ遅れてしまった。

　照れてしまいそうになるのを必死にこらえ、平静を装って朝食の準備に取りかかる。

　彼が準備してくれた私のコーヒーカップにはミルクと砂糖がひとつずつ添えられていた。私の好みも覚えてくれているんだと思うとくすぐったい。

「急で悪いんだが、久志がここに来ることになっている」

　久弥さんと向き合って朝食を終えた頃、彼から切り出される。なんでも来週末に行われるＴＯＧＡコーポレーションの新規事業に関するレセプションパーティーの打ち合わせをしたいとの申し出があったらしい。

「久弥さんも出席されるんですか？」

「そのつもりはなかったんだが……ここにきて急に参加するように言ってきたんだ。できれば断りたいが、出席できない祖母の後押しもあって」

　鶴の一声ならぬ、光子さんの一声だ。伯父さまとの関係を思うと出席するつもりのなかった久弥さんの気持ちも理解できるが、一族としては顔を出しておいた方がいいという結論になったそうだ。

　正式ではないが、久志さんの次期社長としてのお披露目も兼ねているんだとか。

「大変ですね」

　どこか他人事のような感想を漏らす私を、久弥さんは真正面から見据えてきた。

「俺が出席するなら瑠衣にも一緒に来てほしい」

「えっ！」

　そんなやりとりをしていたらインターホンが鳴った。久弥さんは眉間に皺を寄せたまま玄関に向かう。ややあって話し声が聞こえてきた。

「瑠衣ちゃん、おはよう。新婚家庭に朝から悪いね」

　スーツを着た久志さんはどうやら今日も仕事らしい。私は立ち上がって挨拶をする。

「そう思うならわざわざ来るな。電話で済ませればいいだろ」

　素っ気なく返す久弥さんに久志さんは苦笑した。

「そう言うなよ。これでも土壇場で悪いとは思っているんだ。しかも今回はお前だけじゃなくて瑠衣ちゃんにも出席してもらうことになりそうだから、直接お願いするのが筋だろう」

「わ、私もですか？」

　先ほどの久弥さんとの話に繋がり、うろたえて尋ねる。

「そう、久弥の妻として。巻き込んでごめんね。でも祖母も瑠衣ちゃんにぜひって言っていて」

　たしかに結婚したなら私も無関係ではいられない。けれどパーティーなど参加した経験はないし、服も持っていない。なにより……私たちの関係を考えたら、多くの人々に彼の妻だと知られるのはよくないのでは？

「大丈夫。あくまでも久弥たちには華を添えてもらうだけだから。ふたりにはホストではなく、ゲストとして楽しんでもらえたらって思っているんだ」

　私の顔色を違う意味で読んだのか、久志さんが懸命にフォローを入れてくれる。

　そのとき久弥さんのスマートフォンが音を立て、すぐさま彼は電話に出た。ややあって席をはずすと目で訴えかけてきてリビングを出ていく。

　久志さんとふたりになり、パーティーの件を詳しく尋ねようとした。しかしその前に彼が急に神妙な面持ちになって口を開く。

「瑠衣ちゃん、昨日は驚かせたね。病院で親父と会ったんだろ？」

　まさか昨日の話題を振られるとは思ってもみなかったので、面食らう。

　久志さんは大きくため息をついて前髪をかき上げた。

「昔から親父は久弥を敵対視していて、何度も周りが止めているのに、あの態度なんだ。瑠衣ちゃんにも嫌な思いをさせたと思う。悪かったね」

「そ、そんな。久志さんに謝っていただくことでは……」

　自分の父親のことを謝罪しないとならないのは、久志さんだってきっと複雑だ。けれど、それほどまでに久弥さんと伯父さまの溝は深いらしい。

「俺はべつにＴＯＧＡコーポレーションを継ぐことにこだわりはないんだ。もちろんここ数年はそのつもりで全力を尽くしてきたし、覚悟はある。けれど幼い頃からＴＯＧＡコーポレーションを継ぐのは久弥だと思っていた。祖父母は、久弥を孫としてはもちろん、後継者として育てている感じがしていたから」

　しかしそれはあくまでも周りの印象で、久則前社長が第三者に久弥さんを後継者にするという話を表立ってしたことはなかったらしい。もしかしたら久弥さん本人にはしていたのか、本当のところは不明だが、久則前社長が亡くなり、年齢的なものもあって必然的に息子である久光さんが跡を継いだ。

　ただし次の後継者は久弥さんだと感じる役員も多かったそうだ。中継ぎのように思われていた久光さんの苛いら立だちは、さらに久弥さんへ向けられていったという。

「でも祖父が亡くなってしばらくしてから『俺は跡を継ぐつもりはない』って久弥から言われたんだ」

　続けられた内容に目をみはる。光子さんへの態度や久弥さんの話から、彼が両親に代わって自分を育ててくれた祖父母をとても大切に思っているのは知っている。もしも久則前社長が久弥さんに継がせたい気持ちがあったなら、彼はきっとそれを汲んだはずだ。

　伯父さまとの関係に遠慮して？　それとも久則前社長は久弥さんに継がせるつもりはなかったの？　でも今の話を聞く限り……。

「俺も理由を聞いたよ。そしたらあいつ『俺にはその資格がないから』って」

「資格？」

　尋ね返すと久志さんは苦々しく笑った。

「詳しくは教えてくれなかったよ。それから会社の立ち上げを決めたって報告があって。祖父と付き合いのあった人の手助けもあったらしいが、そんな話は一言も聞いていなかったから、俺だけじゃなく祖母も驚いていた」

「光子さんも？」

　久志さんは大きく頷く。久弥さんは本当に起業家としての道を進みたかったのか。だったら光子さんに一言あってもよさそうなのに。

　次々に浮かぶ疑問から、ある仮定を導き出す。もしかして久弥さんは――。

「わざわざ別会社を立ち上げたのは、俺や親父を含め、ＴＯＧＡコーポレーションの人間に対する、会社を継がないっていう久弥なりの意思表示だったのかもしれないな」

　私の考えを読んだかのように久志さんは続けた。胸の奥がズキズキと痛む。

「久弥さんは……ＴＯＧＡコーポレーションについて本当はどう思っているんでしょう？」

　資格ってなに？　その資格があれば、久弥さんはＴＯＧＡコーポレーションの跡を継ぐつもりだったの？　今だって……。

「それは瑠衣ちゃんが本人に聞いてみたらいい」

「わ、私ですか？」

　突然の名指しに素っ頓狂な声をあげる。久志さんはさっきまでと打って変わって、いつもの人のいい笑みを浮かべニコニコとしていた。

「そう。俺ははぐらかされるから。奥さんである瑠衣ちゃんにならあいつも本音で話すかもしれない。初めて会ったときも言ったけれど、正直、久弥が結婚するって聞いて本当に驚いたんだ。あいつが誰かを必要とするなんて」

　嬉しそうに告げられ、罪悪感がチクリと刺激される。久志さんは私たちの結婚の事情を知らないから、純粋にこの結婚を喜んでくれているんだ。

「悪い、待たせたな」

　リビングに戻ってきた久弥さんに声をかけられ、私と久志さんの意識はそちらに向く。一気にふたりの視線を受けてか、久弥さんは眉をひそめた。

「瑠衣に余計な話をしていないだろうな」

「お前がどういう人間なのか一生懸命説明しておいたよ」

　久弥さんの眉間の皺が深くなったが、久志さんはものともしない。そこから久志さんは真面目な顔でパーティーの流れや段取りなどを説明していった。

「じゃあ、瑠衣ちゃん。来週はよろしく。久弥に言ってなんでも好きなものを買ってもらえばいいよ」

　久志さんが指しているのはパーティーに着ていく服だ。茶目っ気たっぷりの久志さんは強引ではあるもののどうも憎めない。きっと彼の人となりなんだろう。

　久志さんを玄関で見送ったあと、ちらりと久弥さんの横顔を見る。

　久志さんはきっと素敵な社長になるだろうけれど、久弥さんはどんな気持ちなのかな？

　そこでこちらに視線を向けた久弥さんと目が合う。

「悪いな、突然」

「いいえ。あの、私も出席していいんでしょうか？」

　おそるおそる尋ねたら、久弥さんは虚を衝かれた顔になる。

「いいもなにも、瑠衣がどうしても嫌じゃないなら一緒に出席してほしい。俺の妻として」

　真面目な表情で懇願されて、彼のストレートな言い方も合わさり、妙なプレッシャーを感じる。久弥さんの妻としてちゃんと役目を果たせるだろうか。

　この結婚の契約においてそれなりのものを支払っていると言われたら放棄できないし、私に拒否権はない。

　久弥さん、本物の夫婦になりたいって言ってくれたけれど、それは契約や期間をなかったことにするってこと？　それとも期間限定という前提で？

　問いかけようとして、口をつぐむ。

　勘違いするなって言われたら？　なにを期待しているの？

　はっきりさせるべきだと訴えかける自分の声を無視して、明るくべつの話題を振る。

「わかりました。妻としての役目を果たせるよう頑張ります。ちゃんとそれなりのドレスを用意しておきますね」

　もう一週間後だから今日中にインターネットで頼もうか。何色のフォーマルドレスがいいんだろう。

「このあとの予定は？」

　久弥さんに質問しようとしたら、なぜか彼から尋ねられる。

「あ、いいえ。今日はとくになにもありませんが」

「なら行こう」

　答えたら間髪を入れずに返され、目を丸くする。話が見えず、正直に尋ねる。

「行くってどこに？」

「決まっている、瑠衣の服を見に行くんだ」

　さも当然と言わんばかりの回答に面食らう。

「え、でも。そこまで久弥さんに面倒をかけるわけにはいきません」

　ネットでも購入する際には、ちゃんと彼にお伺いは立てるつもりだ。勝手に場違いなドレスを選ぶつもりはない。

「いいから」

　そういった説明を久弥さんは一切無視して、一度自身の腕時計を見遣る。

「一緒に出かける口実にはならないか？」

　ぶっきらぼうに告げられた言葉に、目をみはる。返事を悩んだ挙句、小さく答える。

「そ、そんな口実なんてなくても……久弥さんが誘ってくれたらついていきますよ」

　彼に声をかけてもらえるのなら。

　すると久弥さんは目を丸くしたあと、余裕たっぷりに笑った。

「なら行こうか、奥さん」

　さりげなく肩を抱かれ、私も頷く。昨日、最初で最後かもしれないと言ったのに、まさかこんなに早く二回目が叶うなんて夢にも思ってみなかった。




　久弥さんに連れていかれたのは、世界的に有名なイタリアの高級ブランドのブティックだった。日本に数店舗しかない、いわゆるセレブ御用達のイメージで、まさか自分が足を運ぶ日が来るなんて微み塵じんも思っていなかった。

　完全に場違いだと怖おじ気けづく私をよそに久弥さんは私の手を引き、さっさと店内に歩を進める。

「十河さま、お待ちしていました」

　ベテランのスタッフが恭うやうやしく頭を下げ、私はちらりと久弥さんをうかがった。

　久弥さん、いくらなんでも慣れすぎじゃない？　こうやって今まで付き合った女性とも……。

「光子さまのお加減はいかがでしょうか？」

　心配そうに尋ねられ、律儀に答える久弥さんに考えを改める。ここは、光子さんのお気に入りのお店なんだ。

　案の定、光子さんから連絡を受けたという女性店員が、事情も聞いているらしく私に似合うドレスをいくつか見繕ってくれる。こうなると私はされるがままだ。

　奥のフィッティングルームに連れていかれ、渡される服をおとなしく着ていく。久弥さんに確認をとりながら、可愛いＡラインのピンクのドレスや体のラインにぴったりと添った大人っぽい深紅のドレスなどを試着し、まさに着せ替え人形だ。

　最終的には、袖があり大きめのレースがあしらわれているネイビーのドレスを選ぶ。プリーツタイプのスカートは長さもあり、可愛らしさと華やかさを併せ持っている。

　久弥さんにもよく似合っていると褒められ安堵したのも束の間、今度は服に合う靴、鞄、アクセサリーの調達にかかり始める。

　正直、目が回りそうだ。これはもうプロにお任せするしかないと腹をくくり、久弥さんの隣に並ぶのにふさわしい装いになるようあれこれ選んでもらう。

　やっとお会計となり胸を撫で下ろしたのも束の間、支払いをさせてもらえなかったのは誤算だった。着てきた服に私が着替えている間に久弥さんがさっさとカードで支払いを済ませてしまっていたらしい。

　その場ではお礼だけで済ませたが、お店を出てから私は自分が支払うと主張する。

「久弥さん、さすがに全部買っていただくわけにはいきませんよ」

　当日の衣装だけだと思っていたが、普段使いできるコーディネートとしてあれこれ他にもまとめてもらっていたからなおさらだ。

　これでも社会人となりそれなりの蓄えもあるし、なにより久弥さんと結婚して、彼から支払われているお金は、母の手術代以外にはほぼ手をつけていない。こういうときこそ使うべきだ。

「気にしなくていい。いつもとまた違う瑠衣を見られるなら安いものだ」

　まったく取り合わず、逆に平然と返す彼になにも言えなくなる。それはどこまで本気なのか。でも、と主張しそうになるのをぐっとこらえる。

「わかりました、精いっぱいお洒落しますね。……ありがとうございます」

　お礼を告げたら、そっと頭に手を置かれる。優しく微笑む久弥さんの表情に、つい視線を逸らしてしまった。




　昨日以上に疲労を感じるのは、体力的にではなく気疲れしたからなのだと悟る。お風呂に入り、眠たさも一段と増していた。夕飯は外で食べて帰ろうという久弥さんの提案に素直に頷いたのは、正解だったと思う。

「眠いのか？」

　無意識に目をこすった私に気づいてか、すぐ背後から声がかかる。ついさっきまでパーティーのマナーに関するコラム記事をスマホで読み漁あさっていたのもあって目も疲れていた。

　私は今、リビングのソファで、うしろから久弥さんに抱きしめられた状態で座っていた。ここでのこういったスキンシップは久しぶりだ。言い知れぬ心地よさに包まれ彼に体を預けると、久弥さんは私の頭を撫でてくれた。

　目まぐるしい一日だったな、と思いながら今日を振り返る。

　朝から久志さんと会って、久弥さんと伯父さまの関係を聞かされて、パーティー用の服を買うため久弥さんと買い物に出かけて、ご飯を一緒に食べて……。

「瑠衣は指輪が好きじゃないのか？」

　不意に問いかけられ我に返る。久弥さんが私の左手を取るので、すぐに結婚指輪についてだと悟った。

「あ、いいえ。すみません。パーティーではちゃんとつけますから」

　フォーマルな場で、かつ彼の妻として出席するなら結婚指輪は必須だろう。忘れずにつけないと。

「そうじゃなくて、普段使いはしないのか？」

　甲の上から指を絡めるようにして手を握られる。重ねられた彼の左手の薬指には、きちんと結婚指輪がはめられていた。

「それは……」

　今まで特段指摘されなかったし意識していなかったけれど、贈られた結婚指輪を常につけないのは失礼だっただろうか。

「ごめんなさい。なくしたら怖いなって」

　おずおずと白状して謝罪する私に、久弥さんは抱きしめる力を強める。

「謝らなくていい。なくしたらまた用意する」

「そんな、安い買い物じゃないんですから」

　久弥さんにとっては、結婚指輪も結婚における必要アイテムくらいの扱いなのかもしれない。実は指輪が少しだけ緩いと伝えたら、速攻で新しいものを用意すると言うに違いないだろうから、ますます告げられなくなる。

「なら他のアクセサリーは？」

「え？」

　どうして指輪以外の話になるのか。ついていけない私に、久弥さんは早口で捲し立てていく。

「ネックレスやイヤリング、ブレスレットや時計でも。瑠衣がつけやすいものがあったら」

「だ、大丈夫です。アクセサリーは今日、服と一緒にたくさん買っていただきましたから」

　勢いづく彼を慌てて制する。

　久弥さん、急にどうしたんだろう。普段からもっとお洒落しろっていうこと？　久弥さんの妻にしてはやっぱり私は地味？

「そうじゃない」

　私の考えを読んだのか、久弥さんがおもむろに否定した。

「パーティーのときだけじゃない。いつも瑠衣が身につけられるようなものを贈りたいんだ」

　ちらりと隣に顔を向けると、こちらをじっと見つめている彼と目が合う。

「ありがとうございます。でも私、久弥さんと結婚してすごくよくしてもらっていて……もう十分なんです」

　母の手術の件だけじゃない。誰かがそばにいる心強さや、こうして触れ合って与えられる安心感は、彼と結婚しないと得られなかった。私にはもったいないほどの幸せ。

　至近距離で交わった視線が絡み合い、緩やかに顔を近づけられ目を閉じる。唇が離れ、わざとらしく久弥さんにもたれかかった。照れ隠しもあって瞬きを繰り返していると、彼は包み込むように私を抱きしめ、頭を撫でる。

「二日連続出かけて疲れただろ。ベッドに行くか？」

「久弥さんが運んでくれるなら」

　軽口を叩いて、いい加減久弥さんから離れるべきだと立ち上がろうとした。ところが私の前に回されていた彼の腕が、私の太ももをなぞるようにして膝下に添えられる。ぐいっと彼の方に寄せられ、体が傾いたかと思ったらそのまま宙に浮いた。

「わっ!?」

　間抜けな叫び声と共に脊髄反射で彼にしがみつく。

「ひ、久弥さん？」

「奥さんの仰おおせのままに」

　抱き上げられた状態となり、うかがうように久弥さんの名前を呼ぶと冷静な返答がある。

　まさか本気にされるとは。不安定な体勢で彼の首に腕を回し、白旗を揚げる。

「ごめんなさい、冗談です。下ろしてください」

「遠慮しなくてもいい」

「してません！」

　間髪を入れないやりとりを交わしつつ久弥さんは歩き出す。

　こんな真似をされるのはおそらくほぼ記憶にもない子どもの頃以来だ。恥ずかしさと申し訳なさで顔が熱くなる。

　下手な抵抗は余計に子どもっぽいと思われてしまうかもしれない。おとなしくするのが得策だと結論づけた。

「すみません」

「謝るな。これも夫の特権だろ」

　そう言って額に口づけを落とされる。

　私、久弥さんに翻ほん弄ろうされてばかりだ。

　彼が夫として振る舞ってくれるのなら、私も妻として彼のためにできることをしたい。パーティーの成功はもちろん、明日からもう少し身なりにも力を入れよう。

　心の中で決意して、腕に力を込めた。










第六章　傷跡に触れて気づく想いは秘密に




　翌週の土曜日、寒さは一段と厳しくなり、今にも雪が降りだしそうな曇天が空を覆っている。

　朝から美容室に足を運び、いつもは下ろしている髪は少しだけ巻いてハーフアップにしてもらった。メイクもお願いし、用意していたドレスとアクセサリーを身につけ、いつもとはまったく違う装いに我ながら緊張していた。結婚式に参列するときでもここまで気合いを入れた覚えはない。

　パーティーは夕方からなので、久弥さんの運転する車で会場に向かう。

　久弥さんは光沢のある黒のスリーピーススーツを着用し、蝶ちょうネクタイとポケットチーフでパーティー用の装いだ。髪もしっかりワックスで整えていて、端正な顔立ちによく似合っている。私とは違って違和感なく着こなしているのはさすがだ。

　チラチラと隣をうかがいながら軽くため息をつく。

　会場もそう遠くはないし日帰りだと思っていたら、久志さんが会場となるホテルの客室を押さえてくれていると聞かされ、少しだけ動揺した。当然私たちは同じ部屋だ。

　会場でお酒を飲むこととか、終わったあとの疲労を考えたら宿泊した方がいい。久志さんなりの気遣いなのだろう。

　久弥さんとは一緒のベッドで寝て、スキンシップもそれなりにあるのだから、今さら戸惑ってどうするの。

　でもこれが愛し合って結婚した夫婦なら、なんの問題も心の揺れもないのに。

「大丈夫か？」

「え？」

　不意に隣から声がかかり、久弥さんの方を向く。

「すみません。あの、緊張しちゃって」

　ここは正直に答える。パーティーだけではなく、久弥さんと泊まることも含めて緊張しているとは言えないけれど。

「そんなに心配しなくてもいい。あくまでもメインは久志や伯父だ」

　久弥さんのフォローに頷く。彼に余計な心配をかけさせるわけにはいかない。久弥さんの妻なら、こういうのに慣れている女性がいいんだろうな。

　気持ちが沈みそうになったが、そのとき彼が私の髪先にさりげなく触れ、意識はそちらに持っていかれた。

「よく似合っている。こんな可愛い瑠衣を見られただけで、出席すると返事した甲斐があるよ」

　信号が変わり再び彼は前を向いた。途端に早鐘を打ちだす心臓を押さえ、平常心を取り戻そうと躍起になる。

　これってわざと？　狙って言っているの？

　どっちみちさらりと受け止められる器量は私にはない。私の恋愛経験なんてたがが知れている。久弥さんと比べたら雲うん泥でいの差なのはあきらかだ。

　そこで自分を叱責して、パーティーだけに集中しようと気持ちを切り替える。

　左手の薬指で輝く結婚指輪は、やはりわずかに緩い。すり抜けて落ちるほどではないが、どこか心許ない感じがして、私たちの関係を表しているような気がした。




　ホテルの一番広い会場を貸し切ってのパーティーは、多くの人々で賑わっていた。

　白を基調とした会場の中央には大きなシャンデリアが煌々と輝き、床はワックスで磨き上げられ光を反射している。前方には大きなスクリーンが下ろされ、おそらくこれを使って、ＴＯＧＡコーポレーションの新規事業についての紹介があるのだろう。仕事の関係者はもちろん、十河社長と個人的に親しくしている人たちも招待されているようだ。

　誰も知り合いがおらず、雰囲気に圧倒されそうになる私の腰に久弥さんが腕を回した。

「あの」

「離れるなよ」

　こくりと頷くと、久弥さんがかすかに笑ってくれた。

　そこから久弥さんの知り合いの方に会うたびに挨拶する。直接会社の経営には携わっていないとはいえ、前社長である久則さんのもとで育てられた久弥さんは、ある意味、関係者では誰よりも顔を知られている。

　光子さんの状態を尋ねられ、結婚を報告すると、口々にお祝いの言葉を述べられた。

「おふたりの出会いはどちらで？」

「祖母を通してです」

　そつなく返す久弥さんは、堂々として落ち着き払っている。たしかに嘘はついていない。けれど、そう答えてしまうと、私をどこかの令嬢と思い込んで話を続けられるのには参った。

　そのたびに苦笑して否定する。久弥さんほどの人なら、それこそよっぽどの事情がない限り、私みたいな人間とは結婚はしないんだろうな。改めて思い知る。

　十河社長の挨拶でパーティーは始まり、新規事業のプレゼンテーションが行われた。そのあと、十河社長と久志さんのもとに多くの人々が集まり、久弥さんは少しだけ手すきの状態になる。

　久弥さんが飲み物を持ってきてくれたので素直に受け取る。搾しぼりたてのオレンジの果汁の入ったノンアルコールカクテルは、上品であとを引かないすっきりとした味わいだ。

「来ている人たちはもちろん、サービスもお料理もすごいですね」

　これが一流の世界なんだな。喉を潤しながらしみじみ呟く。

「そうか？　瑠衣の作った料理の方がずっとうまい」

　すかさず久弥さんから返され、目をみはる。お世辞だろうと思って彼を見たら、久弥さんは意外にも真面目な顔をしていた。

「いつもありがとう。感謝している」

　律儀にお礼を言われ、胸の奥が熱くなる。完全な不意打ちだ。

「またスペシャルカレー、作りますね」

「あれは、やりすぎだろ」

　わざとおどけて返したら予想通りの反応に笑う。

　この前のバレンタインの日、夕飯はハンバーグカレーにしたのだが、ニンジンをハート形にくり抜き、ご飯の盛りつけやハンバーグもハートにしてみたのだ。甘いものがあまり好きではないと言っていたので、私なりにバレンタインに乗せて感謝の気持ちを伝えたかった。結果的に久弥さんは驚きつつペロリと完食してくれたので、自己満足とはいえ嬉しくなる。バレンタインのプレゼントとしては、彼の好きなお酒を渡した。

「あそこまでするのは、大変だったろ」

　労われているのか、呆れられているのか。

「いえいえ。毎日でもないですし、イベントごとは楽しみたいタイプなので」

　母は仕事が忙しくて大変だったが、誕生日やクリスマス、ひな祭りや子どもの日など行事を大事にしてくれた。特別感があって子ども心にワクワクした。

　ひとりならきっと面倒だと思うけれど、こうして共有できる相手が今はいる。結果的に勝手に押しつけている形になっているけれど。

「なら、瑠衣の作ったカレーはまた食べたい」

「はい、喜んで」

　久弥さんから素直にリクエストされて頷く。続けて、主要な人たちには挨拶できたから、パーティーは早めに切り上げてもかまわないと伝えられる。正直、ありがたい。

「久弥」

　そのとき女性の声がして、私と久弥さんの意識はそちらに向いた。相手を確認し、目をみはる。

　目鼻立ちがはっきりとした美人には、見覚えがあった。母の手術の帰りに久弥さんと歩いていた女性だ。あのときはスーツだったが、今は赤いマーメイドドレスを身にまとい、彼女の綺麗な体のラインが強調されている。大人の魅力にあふれていて、女性の私でも目を奪われた。

「よかった、会えて。探していたのよ。奥さまですか？」

　突然彼女の視線がこちらに向き、背筋を正す。赤い口紅に彩られた唇が弧を描いた。

「初めまして、鎌かま田た寧ね々ねです。ご主人には仕事でいつもお世話になっております」

「初めまして、瑠衣と申します」

　こちらも名乗ると、鎌田さんは微笑んだまま私を見つめてくる。

「彼が結婚するって聞いたときは驚いたんです。会長のご紹介だとか」

「ええ」

　光子さんを会長と呼ぶということは、鎌田さんの仕事もＴＯＧＡコーポレーションと繋がりがあるのだろうか。たしか鎌田って……。

「彼女は鎌田建設の社長の孫娘で、そこの社員なんだ」

　久弥さんに補足され、驚きと共に合点がいく。鎌田建設といえば大手ゼネコンのひとつで全国的に展開しているので、誰もがその名前を知っていた。

「そうなんですか」

「はい。そういう意味で彼とは似たような立場なので、いろいろと仕事以外でも話が合うんです」

　久弥さんは過去形になるが、ふたりとも祖父が大きな会社の社長をしていて、いわゆる直系の孫でもあり後継者の立場にもなる。鎌田さんが光子さんを会長と呼ぶのも納得だ。

　彼女は、光子さんと面識があるのかな？

　どういうわけか、いたたまれない気持ちに胸が押し潰されそうになる。

「武たけ村むら社長には挨拶した？」

「ああ、さっきお会いした」

　そこから共通の知り合いについて話しだす久弥さんと鎌田さんに、少しだけこの場を抜けると伝える。人にも場所にも酔った。

「大丈夫か？」

「あ、はい。すみません。すぐに戻ってきますので」

　久弥さんに告げ、鎌田さんに挨拶したあとドアの方へ向かう。ふと振り返り、遠目からふたりを見たら驚くほどお似合いで胸が軋んだ。

　堂々と彼の隣に立って、笑顔で話す鎌田さんはとても魅力的だ。久弥さんと同じようにオーラが違う。同じ業界に身を置き、境遇も似ている彼女となら話題も尽きないだろう。

　会場の外にあるソファにそっと腰を下ろす。やはり気を張っていたのか、どっと疲れが押し寄せてくる感覚に目眩めまいを起こしそうだった。久弥さんに早く戻ると言ったものの、なかなか気持ちが乗らない。

　しっかりしないと。私は彼の妻なんだから。

　気持ちを奮い立たせようとして、思い直す。

　それはどういう意味で？　雇われた妻としてしっかり役目を果たさないとってこと？　それとも……。

「瑠衣？」

　考え込んでいると、久弥さんじゃない男性の声で名前を呼ばれた。完全な不意打ちで、心臓が口から飛び出そうになる。誰かにここで声をかけられるなんて思いもしなかった。すぐさま立ち上がり顔を向けたら、さっきの比ではないくらい驚き、息が止まりそうになる。

　逆に相手は安堵めいた顔になった。

「やっぱり瑠衣だ。久しぶり」

　優しげな面持ちは変わっていない。スーツを着て、記憶の中の彼より大人っぽく感じられた。

「町まち原はらくん……」

「最初、わからなかったよ」

　彼は町原哲てつ也や。高校の同級生で、かつて付き合っていた相手だ。とはいえ交際期間はたった三ヶ月で、彼に対する未練などはまったくない。

　ただ、言い知れないわだかまりがある。

「久しぶり、だね。医学部に進学したんだよね？」

　さりげなく現状を尋ねると、町原くんはぎこちなくも頷く。

「ああ。今は大学病院で研修医として働いているんだ。それで、瑠衣はどうしてこのパーティーに？」

　当然の疑問だ。なんて答えるべきなのか迷う。そういう彼はどうして……。

「哲也」

　答えを迷っていたら突然、町原くんの名前を呼びながら女性が割って入ってきた。甘えるように彼の腕に自分の腕を絡める。

「探したわ。なかなか戻ってこないんだもん」

「希き子こ」

　その名前に肩がびくりと震える。逆に女性は私を見て、大きく目を見開いた。

「倉本さん？」

　つり上がった大きな目、今にも折れそうな華きゃ奢しゃな体。緩く巻いた髪はふわりとまとめ上げられ、ベージュのサテンドレスを着ている。

　彼女は有あり沢さわ希子。町原くんと同じ、私の高校の同級生だ。両親が大手ビルマネジメント会社を経営していて、祖母は名の知れた旧華族出身らしく、いわゆるお嬢さまと呼ばれる人種になる。

　とくに親しくもなかった彼女の事情にここまで詳しいのは、当時彼女自身が周りに自身のことをよく言いふらしていたからだ。

　有沢さんは私を認識した途端に、顔を不快そうに歪めた。

「どうしてあなたがここに？」

　責めるような口調に心臓がバクバクと音を立てる。なにも答えない私に、有沢さんはふふんと鼻を鳴らした。

「私の祖母が十河会長と知り合いなの。だから婚約者として彼も一緒に参加したんだけれど……あなたはなに？　町原くんがだめだったから、他の素敵な男性を探しに来たわけ？」

「おい」

　あからさまに敵意のある言い方に、町原くんが止めに入った。しかし有沢さんは憎しみに満ちた目で私を睨みつけている。

「こんなこと言いたくないけれど身のほどを知ったらどうかしら？　町原くんのときに思い知ったでしょ？　あなたみたいな育ちの女性には――」

「瑠衣」

　激しさを増す有沢さんを制するように、凛とした低い声が響く。続けて固まったままでいる私の肩に大きな手のひらが添えられた。

「妻がなにか？」

　優しく私を抱き寄せたのとは裏腹に、有沢さんたちに投げかけたその声は冷たくて鋭い。久弥さんの登場に、有沢さんも町原くんも呆ぼう然ぜんとしている。

「妻って……」

「瑠衣の夫の十河久弥です。妻がどうかしましたか？」

　彼の名前で有沢さんはすぐに久弥さんの立場を理解したらしい。ますます信じられないといった面持ちになった彼女に、久弥さんは念を押すように尋ねた。

　口調は丁寧だがどこかヒリヒリとした棘が感じられる。有沢さんは皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「十河さんはご存じなんですか？」

　唇をわなわなと震わせ、有沢さんは聞いてきた。その言葉に心拍数が上昇し、胸の痛みと共に、それ以上言わないでほしいと反射的に叫びそうになる。

「彼女が母子家庭で、おまけに施設で過ごしていたことを」

　勝ち誇ったような目で有沢さんは告げる。町原くんは憐あわれみなのか罪悪感なのか、傷ついた顔をした。けれど久弥さんの反応だけは確かめられない。

　そのとき肩に回されていた腕に力が込められる。

「ええ、知っていますよ。それがなにか？」

　久弥さんの答えに驚いたのは、私だけではなく有沢さんもだ。彼女は途端に慌てた表情になる。

「なにって、ＴＯＧＡコーポレーションの会長のお孫さんが、そんなお相手でかまわないんですか？　彼女の結婚の目的はあなた自身ではなくて――」

「祖母も彼女を気に入って、祝福してくれています。あなたのご心配には及びません。それに、性格の良し悪しは育った環境によるものではないと、あなたの言い分を聞いてよくわかりました」

　痛烈な切り返しに有沢さんの顔は怒りに震え、真っ赤だ。久弥さんはそんな彼女を気にせず、私の肩を抱いたままさっさと歩き出した。

　会場に戻るのかと思ったら彼はエレベーターの方に向かうので、いいのかと聞こうとしたがなにも言えない。

　怖い。久弥さんは、今なにを思っているだろう。

　おとなしく彼についていき、たどり着いたのはホテルの部屋だった。カードキーでドアを開け、先に中に入った久弥さんは上着を脱いでネクタイをはずす。一方、私はドアのところで動けずにいた。

「久弥さん」

　思いきって呼びかけたら、彼はこちらに視線を向けた。続けて消え入りそうな声で呟く。

「ごめ、ん……なさい」

　すぐ戻ると言ったのに探しに来させてしまった。私の人間関係に巻き込んでしまった。それから……。

「彼らは、瑠衣とどんな関係なんだ？」

　静かに問いかけられ、肩を縮める。

「どちらも高校の同級生です」

　そこで言葉を止めて迷う。どこまで話すべきなのか。余計なことは言わない方がいいのかもしれない。久弥さんだってそこまで私の事情には興味も……。

　ちらりと久弥さんをうかがうと、彼はなんとも言えない切なげな顔をしていた。

『瑠衣はなかなか秘密主義なんだな』

　以前、言われた言葉がよみがえる。

「……彼とは付き合っていたんです」

　もうこの際、久弥さんにどう取り繕ってもしょうがない。

　私の告白に久弥さんは眉をひそめたが、ぽつぽつと語っていく。

　町原くんはお父さんが大きな病院を経営する院長で、跡継ぎとして医学部を志望する優秀な学生だった。特待生制度を利用して高校に入学した私もそれなりに成績はよく、彼とは勉強を教え合ったりして、もともと仲はよかった。

『倉本さ、よかったら俺と付き合わない？』

　高校二年生の夏、いつも通り一緒に勉強していたとき、不意に彼から切り出された。

　私自身、彼を恋愛対象として見ていたのか、彼を好きだったのか、振り返ったらよくわからないけれど、好きか嫌いかと言われたら好きだった。なによりそんなふうに好意を寄せられたのは初めてで嬉しかったから。

　ふたりで勉強したり、放課後一緒に帰ったり。休みの日は待ち合わせをして出かける。高校生らしい交際だったと思う。

『倉本さんって町原くんと付き合っているの？』

　そんなある日、隣のクラスだった有沢さんに尋ねられ、町原くんとの関係を隠していなかった私は素直に肯定した。しかし有沢さんはあからさまにおもしろくないといった顔になる。

『ふーん。結婚とか考えているわけ？』

『さ、さすがにそこまでは』

　高校生で付き合ってまだ二ヶ月程度。結婚に憧れはあっても、この付き合いの延長線上には想像してみたこともなかった。

　そういう意味で私は、恋愛に関してどこか冷めている。周りの同級生みたいに彼氏にのめり込むこともないし、心から好きでずっと一緒にいたいと熱い思いも抱けない。

『そう、よかった。そのまま勘違いしないでね』

　有沢さんから棘のある切り返しがある。嫌悪感を覚える前に、有沢さんは去っていった。

　町原くんは頭もよくて性格も優しく、顔もいい。女子にはわりと人気で、やっかみを受けることは今までもあった。でも彼女から向けられる感情は、なにか違う。

　漠然とした不安を抱えたまま、それでも町原くんとの交際は大きな波もなく好調だった。

　それが崩れたのは付き合って三ヶ月になる頃、彼の家に初めて呼ばれたときだった。

　広くて立派なお屋敷に緊張しつつ、リビングに通される。先に電話をしておく用事があるからと席を外した町原くんを待っていたそのときだった。目の前に現れたのは、来たときに挨拶をした町原くんのお母さんと……。

『有沢さん？』

　思わず立ち上がりそうになる。町原くんのお母さんはともかく、有沢さんがどうしてここに？

　私の顔色を読んだ有沢さんがわざとらしく笑った。

『私の祖母と町原くんのおじいさまが懇意にしていてね。華はな子こさんに呼ばれたの』

　華子さんというのはおそらく町原くんのお母さんの名前だろう。町原くんのお母さんは化粧をばっちりと施し、髪型も服装もまったく隙がなく上品そのもので、圧倒されそうになる。

『そう、希子さんは私が呼んだの。倉本瑠衣さん、単刀直入に言うわね。哲也とは別れてほしいの』

　凛とした冷たい声に目を見開いた。町原くんのお母さんは自分のペースで話を続ける。

『あの子にはそれなりの家のお嬢さんとお付き合いしてもらわないとならないの。たとえば希子さんみたいな、ね。あの子は町原の跡継ぎで、父も祖父も優秀な医師なの。わかるでしょ？』

　唇を噛みしめて、彼女たちをまっすぐに見据える。たしかにここまで言われて町原くんのお母さんがなにを言いたいのかわからないほど鈍くはない。

　つまり私は彼女から見て、町原くんには相応しくないのだ。

『希子さんから聞いたわ。倉本さんは母子家庭で苦労してきたのね。施設にまで預けられて……まったく想像できないわ』

　ところが、さらに続けられた内容に動揺が隠せない。母子家庭なのは町原くん自身も知っていたし、親しい友人にも話している。けれど私が昔、施設に預けられて過ごした話は誰にもしていない。

『なん、で』

　動揺する私に、有沢さんが小馬鹿にしたように笑い、町原くんのお母さんは冷たい笑みを崩さない。背中に嫌な汗が伝って、今すぐここから逃げ出したくなる。

『少し調べさせてもらったの。母親として息子の傷になるような真似はさせるわけにはいかないから。どうして息子に近づいたの？　お母さまに言われたのかしら？　医者や社長の息子を掴まえなさいって』

『違います！　母は関係ありません』

　近づくもなにも、交際を持ちかけてきたのは彼の方だ。

　それを言おうとしてやめる。言っても無駄だ。

　ただのクラスメートから親しくなって、付き合う流れになって……。なにもおかしくはない。普通の付き合いだと思っていたのに。

『そう。でもこうやって疑われてしまう環境にあるのは、不幸ね。あなたに息子は荷が重すぎると思うの。世界が違いすぎるもの』

『……帰ります。お邪魔しました』

　あふれ出そうな感情や言葉をすべてこらえて、たった一言だけ告げてその場を去る。ふたりの顔は見られなかった。見たくなかった。

　町原くんは現れることなく、そのまま彼の家をあとにする。

　ひとりになると、我慢していた気持ちが一気に噴き出そうになった。

　あからさまに見下されて、馬鹿にされて……。怒りや悲しみで胸もお腹も痛い。

　今までいろいろあったけれど、あそこまで一方的にひどい態度を取られるのは初めてだ。

　情けなくて涙があふれそうになるのを強引に指で拭う。泣いたら負けだ。認めるわけにはいかない。私だけじゃない、母まで侮辱されたんだ。

　激しく落ち込んで帰宅した私を、母はとても心配してくれた。本当のことなど話せるはずもない。

　翌日、学校で町原くんに会い、彼から謝罪を受けたが、受け入れるのは無理だった。彼も母親にいろいろ言われたのだろう。

　それでも付き合おうと言えるほど、お互いを強く想う気持ちは私たちにはなかった。周りに聞かれたら受験生になるから別れたと告げ、お互い気まずいまま、ほぼ自然消滅のような形となる。

　それからしばらくして彼が医学部に推薦で合格が決まったことと、有沢さんと付き合いだしたことを聞いたけれど、もうどうでもよかった。

　そんなふうにとめどなく久弥さんに事情を話し、また沈黙が降りてくる。

「ごめん、なさい」

　耐えきれずうつむき気味に口火を切ったものの謝罪しかできない。

「さっきから、どうして瑠衣が謝るんだ？」

　彼の問いかけに一拍間が空き、ぎこちなく答える。

「施設で過ごしていたのを黙っていたので……」

　祖父母を亡くし、母とふたりでの生活が始まってすぐ、母は体を壊し入院を余儀なくされた。それをきっかけに私は児童養護施設に入ることになった。結果的に母が体の調子を整え、仕事を見つけて生活基盤が整うまで、およそ一年施設で過ごした。

　施設に入っている間はたまに母が会いに来てくれて『必ず迎えに来るから一緒に暮らそうね』と言ってくれるのだけが励みで、それでも別れるときはつらくてそのたびに泣いた。

　学校の友達はお父さんもお母さんも一緒に暮らせているのに。

　施設の友達は両親がいない子が多くて、それで八つ当たりもされた。気持ちの持っていき方がわからない。

　わかっているのは、私の生活は普通ではないんだということだけ。

　母と一緒に暮らすようになっても、嬉しい一方でずっと不安がつきまとっていた。

　いつまた離ればなれになってしまうのか。置いていかれてしまうのか。でもそれを誰にもさらけ出せなかった。なにより自分の話はあまりしないようにしようと固く誓う。

　私は可哀想ではないし、なにも悪いことはしていない。けれど他人から見下されたり、偏見の目で見られるのは御免だ。傷つけられるのも。

　だから久弥さんに言う必要はないと思っていた。どうせ彼とは期間限定の契約結婚だ。彼が必要なのは光子さんが気に入っている相手で、割り切ってさえいれば……。

「あの、なんなら周りを納得させるための離婚理由にしていただいてもかまいません」

　沈みそうな気持ちをごまかしたくて、わざとおどけて言ってみる。

　聞いていなかったって、激高されてもしょうがない。町原くんのときみたいになっても――。

「瑠衣」

　思考を遮るようにしっかりと名前を呼ばれ、びくりと体をすくめる。おそるおそる久弥さんの目を見たら、彼はつらそうに顔を歪めていた。

「瑠衣にとって俺は、あいつらと同じ人間なのか？」

　その問いかけに、私は硬直した。まったく予想していなかった反応だったから。

　久弥さんの抱いている思いを察し、胸がしめつけられる。

　彼はさらに詰め寄ってくる。

「瑠衣の過去を知って、自分には釣り合わないと見下したり侮蔑すると思ったのか？」

　違う。久弥さんはそんな人じゃない。ちゃんとわかっている。

　そう言いたいのに言葉にならず、無言で首を横に振った。

「言ってなかったから……久弥さんに恥をかかせてしまって……」

『ＴＯＧＡコーポレーションの会長のお孫さんが、そんなお相手でかまわないんですか？』

　久弥さんはそつなく対応してくれたけれど、有沢さんの信じられないといった顔が目に焼きついている。

「恥なんて思ってない」

　ところがすぐさま否定され、彼に強く抱きしめられた。

「謝るのは俺の方だ。瑠衣をひとりにしたせいで、守ってやれなかった。そばを離れるべきじゃなかったんだ」

　彼の後悔が声や口調からも伝わる。久弥さんが自分を責める必要はまったくない。私が……。

「瑠衣はなにも悪くないし、俺にも周りにもうしろめたさを感じる必要はまったくない」

　私の気持ちを救うように強く言い放った。慰めでも憐れみでもない。久弥さんのまっすぐな思いが伝わってきて、目の奥が熱くなる。

　きつく抱きしめられ、それが逆に守られているようで安心できた。

　久弥さんに事情を言わなかったのは、町原くんとの一件で人を信じられなくなっていたことや、本物の結婚じゃないと冷めて考えていたから。でもそれは最初だけで、彼と一緒に過ごして距離が縮まって、本当の夫婦になりたいと言ってもらえて……余計に告げられなくなった。

　久弥さんの反応を不安に感じただけじゃない。彼とは住む世界も、育ってきた環境も、背負っているものもなにもかもが違うのだと、さらに実感するのが怖かった。

　その一方で、黙ったままでいる罪悪感もあった。有沢さんの言った通り、久弥さんの立場を考えたらなおさら、言っておくべきだったのかもしれない。

「瑠衣は俺の妻として、堂々と俺の隣にいたらいい」

「でも」

　言いかけて目をみはる。久弥さんに口づけられ、続きは声にならなかった。

　おもむろに目を閉じて甘くて長いキスを受け入れる。頬に添えられた手は大きくて温かかった。

　そっと唇が離れ至近距離で視線が交わり、目は口ほどにものを言うという意味が理解できた。お互いなにも言葉を交わさないまま、どちらからともなく唇を重ねる。

「んっ……」

　唇を舐めとられ受け入れるように軽く口を開けると、すぐにキスは深いものになった。彼の巧みな舌の動きに翻弄され、唾液が混ざり合う。舌を差し出したらからめとられ、軽く吸われて反射的に身震いした。

　とっさに離れようとしたが腰に回された腕に阻止され、代わりに落ち着かせるように頭を撫でられる。抵抗を見せず精いっぱい応えようとするが、正しいやり方がわからず久弥さんにされるがままだ。

「ふっ……ん、んんっ」

　苦しくて息をするタイミングが掴めない。ぴちゃぴちゃと淫いん靡びな水音が脳に直接響いてくるようで、羞恥心で頭がおかしくなりそうだ。

　それなのにやめてほしいと思わない。むしろ、もっとしてほしくて胸が苦しくなる。

　私、こんな人間だった？

　誰かを、なにかを夢中で求めるなんて。

　久弥さんのシャツをぎゅっと掴み、キスを続ける。かすかなアルコールの味がするのは彼のせいだ。

　唇が離れ、滲む視界に久弥さんを捉える。自ら抱きついて彼の胸に顔をうずめた。心臓が破裂しそうだ。

「あの、すみません。お疲れのところを……」

　ふと冷静になり、慌てて久弥さんから離れようとした。お互いにパーティーから戻ってきて、着替えさえまだ済ませていない。

「俺は平気だから、瑠衣が先にシャワーを浴びてきたらいい」

　普段通りの穏やかな口調で勧められたが、素直に頷けない。

「そんな。私よりも久弥さんの方が」

　言いかけて言葉を止める。彼の指先がうなじを滑り、大きな手のひらが背中に這はわされる。

「やっ」

　思わず声が漏れたが、久弥さんは気にせず、器用にドレスのファスナーに手をかけ下ろしていく。予想外の行動にパニックを起こしそうになったが、久弥さんは平然と私の耳元に唇を寄せてきた。

「なら一緒に入るか？」

　反射的によろめきそうになったら彼に支えられ、慌ててたゆんだドレスを押さえた。

「さ、先に入らせてもらいます」

　降参と言わんばかりに宣言すると、微笑みながら頭を撫でられる。

「どうぞ。ゆっくりしておいで」

　そそくさと彼に背を向け、バスルームを目指す。

　ラグジュアリー感たっぷりのバスルームは白を基調に金の装飾がところどころあって、まるでお城みたいだった。アメニティも充実していて、さっそく化粧を落とす。髪もほどいて、お湯を張ったバスタブにゆっくりと浸かった。

　なんだか夢の中にいるみたい。へりに頭を預けて、ジャグジー機能でぶくぶくと泡立つ水面をぼんやり眺める。続けてなにげなく指先で唇に触れた。

　久弥さんとのキスの感覚がありありとよみがえり、鼓動が速くなる。思わず鼻の下までお湯に沈めた。

　それにしても、多少なりとも黙っていたことや私の過去について、責められるか咎とがめられると覚悟していたのに。

『瑠衣はなにも悪くないし、俺にも周りにもうしろめたさを感じる必要はまったくない』

　久弥さんは迷いなく、私は悪くないと言い切ってくれた。私の気持ちを汲んで寄り添ってもらえるなんて思いもしなかった。

　困った。あんな態度を取られたら、もういい加減認めないといけない。私たちは目的があって契約した期間限定の仮初めの夫婦だ。けれど私は、久弥さんに惹かれている。

　ずっと自分の気持ちに気づかないようにしていた。夫の特権とか妻の権利とか、まどろっこしい言い方をしないと近づけなくて、触れ合えない。

　久弥さんは理由があるから私と一緒にいるだけで、彼の心までは手に入らないのがわかっているから。

　もう二度と身分違いの相手と恋はしないと決めていたのに。

　悶々としつつ久弥さんがまだ入っていないのを思い出し、さっさと出ようと決める。もうのぼせるほど浸かった。

　備え付けのガウンを借りててきぱきと身支度し、ふかふかのタオルで髪を拭きながらリビングに戻った。

　久弥さんはソファに座り、持ってきていた本を読んでいる。

「お待たせしました」

　一瞬、声をかけるのをためらったが、呼びかけるとすぐに彼の顔がこちらを向いた。久弥さんは立ち上がり、緩やかに近づいてくる。

「ちゃんと温まったか？」

　呆れたような口調で尋ねられ、唇を尖らせる。どうやら意識して緊張していたのは私だけのようだ。

「大丈夫です。子どもじゃないんですから」

　しかし久弥さんは納得できない面持ちで私の頭にかかっているタオルを手で掴んで乱暴に動かした。

「わっ！」

「髪が濡れている。俺が待っているからって乾かさずに慌てて出たんだろ」

　そう言いながら彼は手を止めない。小さな水しぶきが顔に当たり、ぎこちなく答える。

「久弥さんのせいじゃ……」

　ドライヤーをかけるのに、長くバスルームを占拠するのは気が引けると思ったのも事実だ。

「あの、じゃあ、こっちにドヤイヤーを持ってきてちゃんと乾かしますから」

　言い訳して彼を早くバスルームに向かわせようと試みる。すると久弥さんから「わかった」と短い返事があった。




　ドライヤーの温風が髪に当たり、地肌もじんわり温かい。けれど私の体温が高いのは間違いなくそれだけが理由ではない。

「いいです、久弥さん。自分でできます」

　ドライヤーの吹き出す風の音に負けないよう、やや声を張り上げてうしろを振り返る。

「おとなしくしていろ。雑にはしない」

「そ、そういう問題ではなくて」

　おそらく私の声は、ドライヤーを手に持つ彼には届いていない。ソファに座らされ、うしろから久弥さんに抱きかかえられるような体勢で、彼にドライヤーで髪を乾かされていた。

　拒否したものの、彼に押しきられる形で今の状況を受け入れている。

　普段、髪に触れられるのとはまた違う。地肌に触れる大きな手のひら、遠慮なく髪をすくう長い指に、変に緊張して妙な気恥ずかしさを覚える。

　想像以上に久弥さんは乾かすのが上手で、本人が言った通り、丁寧に私の長い髪にドライヤーの熱を当てていく。男の人に髪を乾かされるなんて初めてだ。

　しばらく身を硬くしていたけれど、徐々に心地よくなってきて眠気さえ誘われそうな勢いだ。

　長いから面倒だって思われてないといいな。自分でもときどきそう感じてしまうくらいだ。

　久弥さんの性格なのか、きめ細やかに髪は乾かされていった。

　ドライヤーのスイッチを彼がオフにしたので、そのタイミングで再度うしろを向いた。

「ありがとうございます。久弥さん、髪を乾かすのが上手ですね。つい甘えちゃいました」

　意識していたと知られたくなくて、わざと茶目っ気交じりに告げる。

　シャンプーがいいのか、かすかに甘い香りが漂い、いつも以上に髪もサラサラだ。なにより久弥さんが丁寧に髪を乾かしてくれたから。

　今までの彼女にもこんなふうに甲斐甲斐しくしてきたのかな……。

「もっと甘えてくれてかまわない」

「え？」

　久弥さんは私の髪に指先を通し、満足そうに一房すくって口づけた。その仕草に見惚れていると、不意に彼と目が合う。

「瑠衣は……ずっと髪が長かったのか？」

　唐突な質問に目を瞬かせつつ、記憶を辿る。

「幼い頃は長かったですが、小学校に上がるときに切って、だいたいいつも肩先でそろえていましたよ。また伸ばし始めたのは大人になってからです」

「そうか」

　質問の意図が読めないまま答えたら、久弥さんはかすかに安堵したような顔を見せた。それがまた理解できず、様々な可能性を考える。もしかして。

「切った方がいいですか？」

　さっき抱いた不安から結論づける。やはりこの髪の長さを乾かすのは、大変だったのかも。

「いや」

　顔面蒼白になる私に対し、久弥さんはどこか煮え切らない面持ちになった。

「あの男もこうやって触れたのかと思うと無性に腹が立って」

　ところが続けられた内容があまりにも想像の範はん疇ちゅうを超えていて、とっさに意味が理解できない。

「あの男って……」

　呟いたら久弥さんは眉をつり上げ、視線をふいっと逸らした。

「瑠衣の初恋の相手で付き合っていたんだろ？」

　ぶっきらぼうに補足され、目が点になる。

「あの、町原くんとは付き合っていたといってもたった三ヶ月で、お互い高校生ですから、そんな親しくなる余裕もなくて……」

　話が繋がった瞬間、懸命に否定する。どうして私が必死にならないといけないの。でも誤解されたくない気持ちが湧き起こる。

「久弥さん、だけですよ。こうして私に触れるのは」

　ぎこちなく本音を漏らして頬が熱くなる。だいたい私の経験なんてたかがしれているのに。

「久弥さんこそ」

　今までどんな恋をして、どんな女性と付き合ってきたんだろう。久弥さんが好きになる人ってどういう……。

「俺も瑠衣だけだ」

　頬に手を添えられ、真剣な声と目が私を捉えて離さない。

「瑠衣は俺の妻だから」

　揺れない瞳に見つめられ、ごく自然に瞼を閉じると唇が重ねられた。温もりに安堵したのも束の間、すぐに苦い感情に襲われる。

「久弥さんは」

　キスを中断して唐突に尋ねる私に、彼は目を丸くする。ムードが読めていない自覚はあるが、どうしても確かめずにはいられなかった。

『妻に触れられるのは夫だけの特権じゃないのか？』

「私が妻だから……久弥さんが私の夫だから、私に触れるんですか？」

　打って変わって久弥さんの目が見られなくなる。

　期待しそうになるから、最初から打ち砕いておいてほしい。勘違いするなって。これは全部――。

「そうだ」

　思考を遮る彼の返答に大きく目を見開く。わかっていたはずなのに、いざ肯定されるとどう反応したらいいのか、わからない。

「私、は」

　なんとか答えようとしたら顎に手を添えられ、強引に上を向かされる。

「瑠衣は俺の妻だろう？　他の誰にも渡さない」

　私の反応を待たずに唇を重ねられ、その間に彼の空いている方の手が腰に回された。強引に体勢を変えられ、久弥さんと向き合う形になる。

「んっ……んん」

　性急な口づけに翻弄されるかたわら、久弥さんの大きな手がガウン越しに私の体に沿わされていく。どこに意識を持っていっていいのかわからない。触れられるのも密着するのも初めてではないはずなのに、今までの触れ方とはどこか違って困惑してしまう。そして腰や背中を撫でていた彼の手が前に回り、胸元に触れたときは驚きで口づけを中断しそうになった。

「んっ……やっ」

　けれどキスで口を塞ふさがれ、声にならない。久弥さんの手は止まらず、初めての感覚に背中がぞくぞくと粟あわ立だつ。

　強引なのに乱暴さはなく、戸惑いが湧き起こるものの不快感はなかった。むしろ焦らされるようなもどかしさを覚え、苦しくなる。

　指先や手のひらでガウンの上から胸を刺激され、甘いキスに酔って体が熱を帯びてくる。

「はぁ……んっ……」

　やっと解放され、大きく息を吸い込んだ。けれどすぐに唇を引き結ぶ。そうしないと声が漏れそうだったから。

「瑠衣」

　耳元で艶っぽく名前を呼ばれ、心臓が跳ね上がる。耳たぶを甘噛みされて音を立てて口づけられた。

「や、いや」

　反対側の久弥さんの手が、剥き出しになっている私の首筋から肩をゆっくり撫でていく。直接肌に触れられ、電流が走ったようだった。

「嫌なら、ちゃんと抵抗してほしい」

　余裕なさそうに囁かれ、ふと我に返る。

　ああ、そっか。抵抗しないと。私たちは本物の夫婦じゃないから。これ以上の触れ合いは必要ないはず。

　もしかして私、久弥さんに試されているのかな？

　回らない頭で自分なりの正しい回答を見つけようとする。けれど久弥さんと視線が交わり、その瞬間に視界が一気に滲む。

「抵抗、しなきゃ……だめ、ですか？」

　考えるよりも先に震える声が口をついて出た。久弥さんは目をみはり、すぐに発言を後悔する。

「あの」

　言い訳しようとしたら力強く抱きしめられ、苦しさに呼吸を止めた。久弥さんは、どう受け止めたんだろう。

「ずるい聞き方をした」

　当惑していたら、久弥さんがぽつりと呟いた。続けて私を抱きしめていた腕の力を緩めると、彼は私の頬に手を添え、まっすぐに見据えた。

「俺が、瑠衣を欲しくてたまらないんだ」

　いつもは冷静な印象の久弥さんから、切羽詰まった表情でストレートに想いをぶつけられ、胸が揺さぶられる。

　だから、というわけじゃない。流されるわけでもない。

　そっと顎に手をかけられ、私からの答えを求めるように久弥さんの親指が唇をなぞっていく。彼の瞳の奥が揺らめき、魅惑的な面持ちになにも言えない。

　ややあって私は意を決して小さく頷いた。

「わ、たし……も」

　蚊の鳴くような声で、それ以上は続けられない。こんなとき気の利いたセリフひとつ返せなくて情けなくなる。

　肩を縮めていたら額に唇が寄せられた。久弥さんの顔を確かめようとしたらきつく腰に腕を回され、抱きしめられたと認識するのと同時に体が浮いた。

「えっ！」

　子どもみたいに正面から抱き上げられ、気恥ずかしさも合わさって久弥さんにしがみつく。すると彼は優しく私の頭を撫でてくれた。これじゃ、本当に子ども扱いだ。久弥さんはかまわずに足を進めていく。

「瑠衣」

　立ち止まり、名前を呼ばれたのでおずおずと顔を上げた。久弥さんと至近距離で目が合って体温が一気に上昇する。連れてこられたのはベッドルームで、部屋の中を確認する前に丁寧にベッドに下ろされた。

　おかげでこの部屋で最初にはっきりと視界に捉えられたのは、暖色系のダウンライトがいくつか並んだ天井だ。けれど、すぐに私を見下ろす久弥さんに切り替わる。

　このあとの展開が読めないほど幼くもなければ、鈍くもない。ただ経験がないだけで。

　彼の手のひらが私の頭の上にのせられ、ベッドに散った髪に滑らされる。続けて首筋に音を立てて口づけられ、背中が浮きそうになった。

「あっ……その、久、弥さんはシャワー浴びなくていいですか？」

　ぎこちなく尋ねたら、彼は首元に唇を寄せて答える。

「瑠衣がこのままでかまわないなら」

　吐息さえ薄い皮膚を刺激し、くすぐったいような鳥肌が立ちそうな、複雑なじれったさを感じる。

「私じゃなくて……久弥さん、疲れていらしたのに」

　本当はお風呂に入ってゆっくりしてもらった方がいい。そう勧めるのが妻の役目？　とはいえ、この状況でする話じゃないかも。

　どうしよう。やっぱり私、空気読めてなさすぎる？

　あれこれ考えていたら久弥さんが顔を上げ、額をコツンと重ねてきた。

「瑠衣はいつも俺を気にかけてくれるんだな」

　嬉しそうに微笑まれ、頬を撫でられる。おかげで私の緊張がわずかに解けた。

「私は……久弥さんの妻ですから」

　精いっぱい虚勢を張って答える。すると久弥さんは余裕たっぷりに笑った。

「なら、可愛い妻に癒やしてもらおうか」

　言い終わるや否や唇を重ねられ、彼に溺れていく。

　この先にあるものが永遠とか確かなものじゃなくていい。ただ私が久弥さんを好きな気持ちは本物だ。

　触れてほしくて、求めてほしい。彼の言う通り、今は私が彼の妻だから。

　唇の力を抜くと、久弥さんの厚い舌が忍び込まされゆっくりと腔内を探られる。緊張でつい喉の奥に自分の舌を引っ込めそうになったが、思いきって受け入れる姿勢を見せた。すぐさま舌をからめとられ、時折吸われては舐められるのを繰り返し、口腔内に熱がこもっていく。唾液も吐息もすべて熱い。

「ふっ……ん……んん」

　切なげな声が勝手に喉の奥から漏れる。酸欠を起こしそうだ。それなのに苦しさどころか、もっとしてほしいとさえ思ってしまう。無意識に久弥さんのシャツを掴もうとしたら、ゆったりと唇が離れた。

　わずかに息を乱した久弥さんが、じっと私を見下ろしてうかがってくる。その艶っぽい表情に心臓が跳ねた。

「キスしているときの瑠衣の顔、たまらなく可愛いな」

　頬を撫でながら呟かれ、一瞬で体温が上昇する。反射的にふいっと顔を背けた。

「そ、そんなことないです」

　とっさに否定したもののどういう顔をしているのかは想像もできない。私はキスの途中で久弥さんの表情を確認する余裕なんてないのに。

「可愛いよ。瑠衣のいろいろな表情、もっと俺だけに見せてほしい」

「あ」

　顔を背けていたから、彼の手がガウンにかけられたのに気づくのが遅れた。そっと胸元を緩められ、思わず身を硬くする。

「あの」

　再び久弥さんの方を向いたら、素早く唇を重ねられた。

「心配しなくても、瑠衣が嫌がる真似はしない。全部見せてもらうだけだ」

　そう言って背中に手を滑り込まされ軽く浮かされる。彼の意図を汲んで上半身を起こすと、久弥さんはゆっくりとガウンを脱がしにかかった。

　肩が剥き出しになり、寝るだけだと思っていたので下着もつけていない肌があらわになる。抵抗はしないものの恥ずかしさで息が詰まりそうだ。

　まともに久弥さんの顔が見られずうつむき気味になる。一方で、彼からの刺さるような視線を受け、肩を縮めた。妙な間があり、なにも言わない彼に不安を覚えておそるおそる顔を上げる。すると目が合ったや否や強く抱きしめられた。

「瑠衣があまりにも綺麗だから見惚れていた」

　耳元で囁かれた言葉に目をみはる。続けて彼の大きな手のひらが肌を撫でだした。

「やっ」

　さっきまでガウン越しだったのに、久弥さんの手の感触や温もりを直接肌に感じる。乾いた手のひらと骨張った指が肌を滑り、息を呑んだ。思わず声が漏れそうになるのを、歯を食い縛って必死に抑える。

「声、我慢しなくていい」

「でも」

　私の行動なんて久弥さんにはお見通しだ。否定しようとしたら、彼の手が胸のふくらみに触れ、目を剥いた。

「あっ」

「なら、そんな余裕なくそうか」

　不敵に吐息交じりに耳元で囁かれ、肩が震える。そのまま耳たぶに唇を寄せながら、彼の手は遠慮なく肌へ刺激を与えていく。

「はっ……ん……」

　視界が滲んで、なにもかも初めての経験に恥ずかしくて逃げ出したくなる。でも、もっとしてほしいと思う自分もいた。

「久……弥、さん」

　助けを求めるように名前を呼ぶと、唇を塞がれた。貪むさぼるような口づけが思考力を鈍らせていく。

「瑠衣は俺のことだけ考えていたらいいんだ」

　キスの合間に低く告げられるが、なにも返せない。もうとっくにそうなっている。久弥さんの熱に浮かされ、身も心もすべて彼に委ねた。




　目が覚めたとき、珍しく久弥さんもベッドにいて、まずはそのことに驚く。忙しい彼はたいてい私より早く起きるのに、久弥さんの寝顔を見られるなんて貴重だ。

　ふっと笑みをこぼしそうになり、置かれた状況を思い出す。ここは久弥さんのマンションではなくホテルだ。おまけに自分はなにも身にまとっていない。

　一気に昨晩の記憶がよみがえり、ベッドの中に潜り込んだ。穴があったら入りたいって、きっとこんな気持ちなんだと思う。

　体には久弥さんにしっかり愛された余韻が残っていて、言い知れない羞恥心で呼吸困難を起こしそうだった。

　その、私、本当に久弥さんと……。

　思い出したいような、思い出したくないような複雑さを抱えつつ、ひとまずなにか着ようと体を起こそうとした。

「瑠衣」

　ところが不意に名前を呼ばれ、心臓が口から飛び出しそうになる。見ると久弥さんが寝ぼけ眼まなこでこちらを見つめていた。彼の寝起き姿を見るのが新鮮で、どぎまぎしつつもどう反応していいのかわからない。

　そのとき腕を引かれ、あっさりと彼の腕の中に閉じ込められた。久弥さんがなにも言わないので、どうしたのかと思っていたら、ややあって規則正しい寝息が聞こえてくる。珍しい彼の姿に小さく笑った。

　久弥さん、寝ぼけていたのかな？

　そうだとして、無意識でも名前を呼んでこうして求めてもらえたのが嬉しい。彼の厚い胸板に顔をうずめ、密着する。

　大丈夫。この先、私たちの関係がどうなっても、私が今感じている幸せは本物だ。この選択に後悔などない。

　じっとしていたらつられて私まで眠くなってきて、私は久弥さんにくっついてもう少しだけと目を閉じた。




「忘れ物はないか？」

「だ、大丈夫です」

　チェックアウトの時刻になり、ホテルのフロントで尋ねてくる久弥さんにぎこちなく答える。いつもなら『子どもじゃないんですから』と言い返すところだが、今の私にその余裕はなかった。

　次に目が覚めたとき、今度は久弥さんが先に起きていて私の頭を撫でていたので、眠気は一瞬で吹き飛んだ。勢いよく上半身を起こす。

『あの』

『おはよう、瑠衣』

　なにか言おうとしたら優しく微笑まれ、唇を重ねられる。剥き出しの肩に彼の手が置かれ、それだけの触れ合いに心拍数が上昇した。

　よく見るとシャワーを浴びたのか、彼の髪はわずかに湿っていて着替えも済ませていた。今の自分との対比に恥ずかしさが増す。

『体は？　どこかつらいところは？』

　さらに久弥さんから真面目な面持ちで聞かれ、すぐに首を横に振ってうつむく。正直なところ、体よりも心臓が破裂しそうに痛い。

『あの、着替えるので……』

　久弥さんの顔をまともに見られないまま離れるよう促す。

　こういうとき、どんな態度を取ったらいいのかわからない。私だけ動揺しすぎ？

『手伝おうか？』

『けっこうです！』

　軽い口調で尋ねられ反射的に言い返す。おかげで久弥さんと目が合ってしまったが、彼は口角を上げ、そっと私の耳元に唇を寄せてきた。

『遠慮しなくていい。瑠衣をたっぷり甘やかしたいんだ』

　低い声で囁かれ、言い終わるや否や耳たぶに口づけられた。

『んっ』

　体を震わせると、彼はおかしそうに笑う。それだけの仕草に胸が詰まりそうだ。

『私で……遊ばないでください』

　精いっぱいの抵抗を示すと、久弥さんは今度は頬にキスを落とした。

『遊んでいないさ。ただ、時間が限られているから今は瑠衣におとなしく従うよ』

　そう言って久弥さんは私から静かに離れた。今は、というのが気になったがあえて指摘はせず支度を始める。

　ベッドルームを出たら、ルームサービスで朝食が用意されていた。久弥さんが手配してくれたらしい。それからふたりで朝食をとって、ホテルを出る準備をした。

　もともと久弥さんは優しいけれど、なんだか以前より触れるのに遠慮がないというか、甘やかしてくれるとでもいうのか。

　今もさりげなく肩を抱かれ、ホテルの駐車場へと向かっていた。この調子だと身が持たない。

　車に乗り込み帰路につくが、さっきから会話らしい会話を交わせていない。

　けれど思いきって運転する久弥さんに問いかける。

「久弥さんは、本当にＴＯＧＡコーポレーションを継がなくてよかったんですか？」

　昨晩の一件を思い出すと平静でいられないので、極力考えないように心がける。体中の至るところを彼に触れられ、その余韻がまだはっきりと残っていて当分消えそうにない。黙っていたらいたで恥ずかしさで自滅すると思い、ずっと気になっていた件を切り出した。

『それは瑠衣ちゃんが本人に聞いてみたらいい』

　以前、久志さんから久弥さんの事情を多少は聞いていたけれど、今なら本人に尋ねられる気がした。体を重ねたからだけじゃない。私の過去も話して彼との距離が多少縮んだと思えたから。

「そうだな。昔は俺が跡を継ぐつもりだったよ」

　気を張り詰めて質問したが、久弥さんからはあっさりと返事があった。久志さんの読み通り、やはり久弥さん自身も前社長であるおじいさまのもとで育てられて、後継者としての気持ちはあったんだ。

「でも祖父に『おまえには跡を継がせられない』って言われたんだ」

　納得していたら、久弥さんに続けられた内容に虚を衝かれる。

「え？」

　運転する久弥さんを呆然と見つめていたら、彼はこちらを見ずに口角を上げた。

「俺には両親もいないし伯父とはあんな関係で、後ろ盾もないからな。祖父なりに思うところもあったんだろう」

『俺にはその資格がないから』

　久弥さんがそんなふうに話していたと、久志さんから聞いたことを思い出した。でも、どうして？　光子さんはもちろん、おじいさまだってきっと久弥さんをそばで見てきて誰よりも愛していたはず。たしかに後継者の資質などはまた話がべつかもしれないけれど、こんなにも久弥さんは優秀で、誠実なのに。

　不満げに唇を引き結んでいたら、そっと頬に彼の指先が滑らされた。

「瑠衣がそんな顔をする必要はない」

「わ、私、そんなひどい顔してました!?」

　顔がかっと熱くなり、両手で頬を包む。きっと可愛くない顔をしていたのは間違いない。恥ずかしさでうつむいていたら頭に手を置かれた。

「心配しなくても昔の話だ。久志もいるし、今の仕事も気に入っているから、もうかまわない」

　それは本当に？　どこまでが久弥さんの本音なのかわからない。

　もっと深く聞いてみようとして、思いとどまった。そこまで聞く権利、私にあるのかな？　私も過去に施設にいたのを久弥さんに黙っていた。聞かれたら答えたかもしれないけれど、自分から話そうとは思わなかった。誰にだってそういうのはある。

　でも、もしも本物の奥さんならもっと踏み込めるのかな。

　チクリと胸に刺さる棘に気づかないふりをする。すると今度は久弥さんから話を振ってくる。

「そういえば、祖母の件なんだが、どうやら新しく試した治療薬が遺伝子の型がはまって、劇的に効いているそうなんだ」

「そうなんですか!?」

　驚きと喜びで声が大きくなり、慌てて口をつぐんだ。

「ああ、主治医も驚いていた。薬の副作用もあまり体に負担のかからないもので、このまま経過が順調なら余命も延びるだろうと」

「よかった。光子さん、よかったです」

　自然と笑顔になり、声が弾む。光子さん自身はもちろん、心配していた久弥さんも心が軽くなっただろう。

「ありがとう。これも全部、瑠衣のおかげだ」

「私？　なにもしていませんよ」

　なぜか私がお礼を言われ、頭にクエスチョンマークが浮かぶ。

「瑠衣がいるから祖母に生きる活力が湧いて、治療にも前向きに取り組んだんだ」

「そんな、大袈裟ですって」

　前を向いて運転しながら続ける久弥さんに、苦笑が漏れた。けれど久弥さんはどうやら本気らしい。信号で車が止まり、改めて彼はこちらを向いた。

「瑠衣は、周りにいる人間を笑顔にするんだな」

　しみじみ呟かれ、目を細めた久弥さんと視線がぶつかる。

「久弥さん、褒めすぎですよ」

　わざと彼から目を逸らして前を向く。さっきから心臓がうるさい。

　私は……久弥さんも笑顔にできているのかな？　だったら嬉しい。こんなふうに自分の価値を認めてもらえるなんて私の方こそ幸せ者だ。

　そこで思い直す。光子さんの治療がうまくいっているということは、私たちの結婚生活はどうなるのだろう。このままずっと久弥さんと一緒にいられると思ってもいいの？

　次々と湧き起こる疑問には、すべてかすかな不安もつきまとっている。

　なにはともあれ、今尋ねる話じゃない。私たちの関係は、結婚した当初と比べると確実に変わった。それがこの契約に影響するのか、しないのか。久弥さんの意思も確認しておくべきだ。

　落ち着いたらちゃんと向き合って話そうと決める。

　とにかく今は、光子さんの病状が回復している事実がなにより嬉しかった。










第七章　契約終了に伴う離れる決意は哀切に




　パーティーのあった週末から久弥さんはまた帰りの遅い日々が続いている。夕飯の準備さえいらないと言われ、妻よりも同居人のポジションにまたなりつつあった。

　それでも家事をこなして、必要ならすぐに食事を出せるように仕度しておく。

　久弥さんは仕事なんだから。そもそも私は、ワガママを言える立場ではないでしょ。

　寂しく感じてしまう自身を叱責し、気持ちを切り替えて、今日の夕飯の下ごしらえに取りかかったそのとき、インターホンが鳴り、完全な不意打ちに心臓が跳ね上がる。

　こんな時間に誰？　おそらく久弥さんの関係者だろう。久志さん？

　ところがコンシェルジュを通して告げられた来訪者の名前は、私の予想を裏切った。

「こんばんは」

「有、沢さん」

　ドアを開けたら、この前のパーティーで嬉しくない再会を果たした有沢希子の姿があった。久弥さんについて話があると言われ無視できずに通したものの、やはりやめておくべきだったかと半分後悔する。

　有沢さんは白ニットのワンピースにロングブーツを組み合わせ、今からデートだと言われても納得できるフェミニン系のコーデだ。ブーツのヒールは、私が履くとふらついてしまいそうなほどに高いが、彼女のスタイルのよさを引き立てている。

「夜分、遅くにごめんなさいね。十河さんについておもしろい話を聞いたから、ぜひ倉本さんに教えて差し上げないと、と思って」

　楽しそうに笑っているが、その目は冷たい。彼女の目論見が読めず警戒した視線を送る。

「それにしても十河さん、本当にお忙しいのね。倉本さん、新婚なのに寂しくないの？」

　余計なお世話だと答えようとしたが、その前に有沢さんが笑顔で続ける。

「あ、そうね。契約結婚だから平気なのかしら？」

　一瞬、なにを言われたのか理解できず耳を疑う。平静を装って否定しないと、と思うのになんて返せばいいのかわからない。

　目を見開いたまま硬直する私に、有沢さんは勝ち誇ったような顔を向けてくる。

「うちね、鎌田建設さんとも繋がりがあって、社長のお孫さんである寧々さんとも知り合いなの」

〝寧々さん〟という名前を聞いて思い出す。この前、久弥さんからパーティーで紹介された鎌田寧々さんのことだ。

「彼女から聞いたの。十河さんにとって結婚は損得勘定で考える割り切ったもので、メリットがないとしないって。だから倉本さんとの結婚もおそらく理由があるんでしょ？　だって十河さんはもともと寧々さんと結婚話が出ていたそうよ」

　最後に爆弾を落とされ、さすがに動揺を隠せない。

　結婚話って？　久弥さんと鎌田さんは付き合っていたの？

　声には出せずにいたら、有沢さんが満足そうに続ける。

「寧々さんから結婚を持ちかけていたんですって。十河さんもまんざらではない反応だったけれど、突然他の人と結婚するって告げられたそうよ。裏があるって思って当然よね。彼女は十河さんの欲しいものを全部あげられるのに」

「欲しい……もの？」

　思わず聞き返してしまった。胸が焼けるように熱くてヒリヒリする。

　彼の欲しいものが、久弥さんの妻としてなにも思い当たる節がないのが、情けない。

　私に結婚を持ちかけるときまで、久弥さんは鎌田さんと繋がりがあったの？　彼女との結婚を考えていたのに光子さんのために私を選んだの？

　与えられる情報が多すぎて、混乱しそうだ。

　でも鎌田さんは知っているんだ。私の知らない久弥さんを。

　当たり前だ。むしろ彼に関しては、知らないことの方が多すぎる。なんとなく予想していたとはいえ、鎌田さんとの関係を過去のものだと割り切って堂々としていられるほどの余裕なんて、まったくなかった。

　さらにそれを有沢さんの口から聞かされるなんて。

「ええ。寧々さんと結婚したら、十河さんは鎌田建設の後ろ盾を手に入れるのと同時にＴＯＧＡコーポレーションを継ぐ資格を得られるから」

『俺にはその資格がないから』

　久弥さんの発言を思い出す。その資格を鎌田さんは用意できるの？　それを得られたら、久弥さんはどうするつもりなの？

　混乱していたら、有沢さんの口紅に彩られた綺麗な唇が弧を描いた。

「十河さんの祖父である久則社長は、十河さんに後ろ盾がないことを気にされていたみたいね。現社長もそう。でも、寧々さんと結婚したら、周りの十河さんを見る目は変わってくる。彼は立ち上げた会社に加え、鎌田建設も手に入れられるんだから」

　有沢さんはまるで自分のことのように誇らしげに告げた。

「彼の家庭環境は残念だけれど、倉本さんを庇ったところをみたら、同情している点も多いのね。よかったじゃない」

　彼女のこうやって人を傷つける言い方はわざとだ。だから傷つくだけ無駄。わかっているのに、胸がズキズキと痛む。

　私がなにも言わないので、有沢さんの調子は止まらない。

「それにしても、十河さんは子どもが欲しくないのね。優秀なのにもったいないわ」

「え？」

　どうして子どもの話題が出てくるのか。話にまったくついていけない私に、有沢さんはどこか哀れみを含んだ笑みを向けてくる。

「結婚しているのに知らないの？　十河さんはずっと、結婚しても子どもは欲しくないって言っていたそうよ。寧々さんも子どもが嫌いで欲しくないそうだから、その点でもぴったりじゃないのかしら」

　初めて聞く情報に戸惑いが隠せない。

　知っているわけがない。だって私たちは期間限定の契約結婚だったから。

「長々ごめんなさい。十河さんと結婚しているあなたには当たり前の話だったかしら？　でも不思議なの。寧々さんよりあなたの方が彼にとって得られるメリットが大きいとはとても思えないから。それとも同病相憐れむってやつかしら？」

「……ひとつ、教えて」

　高笑いをしそうな有沢さんに、静かに切り出す。

「有沢さんはどうしてそこまで私を嫌うの？」

　彼女から感じる憎しみにも似た感情が理解できない。高校のときからだ。町原くんが好きだったなら、彼はもう彼女のものだ。いまだに私に対する風当たりが強いのはなぜ？　仮に私がなにか癪しゃくに障ることをしたのだとしても、この態度はひどすぎる。

　すると有沢さんの顔からはすっと笑みが消え、怖い顔で私を睨みつけた。

「当たり前じゃない。自分が可哀想だからってみんなに気を使わせて、優遇してもらって。大っ嫌いよ、あなたみたいな人」

　彼女の言葉すべてが鋭いナイフのように、容赦なく私の心に刺さる。呼吸困難を起こしそうなほどに。

　けれど身に覚えがない。家庭事情は極力人には話さなかったし、高校や大学の進学には特待生制度を利用したが、実力あってのものだと自負している。

　そういった説明を冷静に返しても有沢さんは眉ひとつ動かさない。

「周りが勝手に憐れんで優しくしているだけって言いたいの？　こっちは生まれたときからこういう世界で生きていくために努力しているのに。あなたみたいな人間が、町原くんや十河さんに近づいてほしくないの。対等とか幸せになれるとか勘違いしないでね」

　一答えたのに対し、十の毒で返される。彼女とは話し合うだけ無駄だ。わかり合える余地なんて微塵もない。

　もはや契約結婚なのを否定することもできなかった。言ったところで信じてもらえないし、なにより事実だ。

「お引き取り願えます？」

　震える声で伝えると、有沢さんは不意に私をじっと見つめてくる。彼女の視線の意図が読めず、居心地の悪さだけを感じた。

「倉本さんの髪、ずいぶん長いけれど、縮毛矯正かストレートパーマでもかけているの？」

　突拍子のない質問に虚を衝かれる。一体、なんなのか。

　もう彼女と口を利くのも嫌で無視をする。すると有沢さんはふっと微笑む。

「十河さんの好みに合わせたのかと思ったの。寧々さんも以前、髪を伸ばしてまっすぐにされていたから」

　それだけ言うと有沢さんは、そのままさっさと踵を返して去っていった。耳鳴りがしそうなほどの静寂が玄関に降りてくる。

　ややあって両手で顔を覆い、大きくため息をつく。

　久弥さんに関して、初めて聞くたくさんの情報が有沢さんから伝えられた。とはいえ、彼女も人伝いに聞いた話だ。鵜う呑のみにする気はない。

　けれど、すべてが嘘でもないのだろう。おかげで少しだけ目が覚めた気がする。

『私、子どもが欲しいんです』

『いつか自分に子どもができたら家族で楽しい思い出をいっぱい作るんです』

　喜々として夢を語る私を、久弥さんはどう思っていたんだろう。私とは相容れないって、この結婚の終わりを考えていたのかな。

『聞けてよかった。話してくれてありがとう』

　うつむくと顔を隠すように長い髪がはらりと落ちる。いつも通り耳に髪をかけて、その手を止めた。

『瑠衣の髪はずっと触っていたくなる』

　久弥さんに褒められて嬉しかった。髪に触れられても、彼が相手なら嫌な気持ちひとつない。むしろもっと触ってほしくなる。髪以外も全部。私にとってとっくに彼は特別だった。

　でも、久弥さんは違うんだ。女性の髪に触れるなんてなんでもないことで……。

　乱暴に自分の髪を一房掴む。私、なにを勘違いしていたんだろう。久弥さんとずっと一緒にいられるかもしれないなんて。

　息が詰まりそうになり、このままだと気持ちが沈む一方なので無理やり思考を切り替え、久弥さんがいつ帰ってきてもいいように夕飯とお風呂の準備を済ませにかかる。

　久弥さんが帰宅したのは、有沢さんが帰ってから二十分も経っていなかった。

「おかえりなさい。ご飯、できていますよ」

「もらう」

　何事もなかったかのように彼を出迎えると、短く答えた久弥さんの顔にはあからさまに疲労の色が滲んでいた。今後について話し合いたい気持ちがしぼみ、今日は早めに休んでもらわなければと切り替わる。

　有沢さんとのやりとりを切り出そうとしたが、思いとどまった。ずっと胸に棘が刺さっているように痛むが、問いただす勇気もない。仮に有沢さんの話が全部本当で、鎌田さんとの結婚を考えていたとしても、私は口を出せない立場だ。

　ひとまずキッチンに戻ろうとしたら、突然腕を引かれ背後から抱きしめられる。

「瑠衣、いつもありがとう」

　目を見開き硬直していると、優しい声で囁かれ、なぜか目の奥が熱くなった。

　いつもならこのままおとなしく身を委ねて、しばらく久弥さんの温もりを感じるのだけれど、今日は彼の腕から逃れようと抵抗を示す。

「あの、ご飯の準備をしますから」

　言い訳して離れようとするが、回された腕はびくともしない。それどころかさらに力を強められる。

「先に瑠衣が欲しいんだ」

　そう言って彼が私の長い髪に指を滑らせた。

「触らないで！」

　反射的に叫んでしまい、久弥さんだけではなく声を発した私も驚く。わずかに彼の手が髪から浮き、その隙に腕の中から抜け出した。

「あ、あの……ごめんなさい。とにかく支度しますから」

　早口で捲し立て、キッチンに逃げ込む。久弥さんのもの言いたげな視線が背中に刺さるのを感じながら、髪を手て櫛ぐしで整えた。

　なにを、ムキになっているんだろう。

『寧々さんも以前、髪を伸ばしてまっすぐにされていたから』

　有沢さんの発言に振り回されすぎだ。

　でもこの前のパーティーでも、母の手術帰りに並んでいるのを見たときも、久弥さんと鎌田さんはとてもお似合いで親しそうだった。きっと鎌田さんなら久弥さんの結婚相手として文句を言われたり、不思議がられたりしないんだろうな。

　久弥さんは、割り切ったものとはいえ、彼女と結婚を考えていたのだとしたら、今はどうなんだろう。気まずい雰囲気は微塵もなかったから、私と別れたあとにまたお互いのメリットのために考える？　そんなふうに私との関係も割り切っている？

　押し潰されそうになる気持ちに蓋ふたをして、とにかく今は久弥さんのご飯を準備するのが最優先だと、胸に重い鉛なまりを沈めたまま手を動かす。

　結局その後、久弥さんとは話し合うどころか、ろくに会話もできなかった。




　翌日、仕事終わりに光子さんのところに顔を出そうと病院へ向かう。

　忙しい久弥さんの代わりも兼ねているが、私自身、光子さんに会うのはとても楽しみだ。光子さんから聞かされる久弥さんの子どもの頃の話もとても貴重だ。彼は自分のいないところで話題にされるのはおもしろくなさそうだけれど。

　ふふっと笑みがこぼれそうになる。

　光子さんは薬が効いて治療がうまくいっているようで本当によかった。彼女には長生きしてほしいと心から思う。

　ただ、問題は私と久弥さんとの関係だ。どう考えても今のままなのはよくない。久弥さんだって、私の態度を不審に思っているだろう。

　私は強く決意する。

　彼との関係にやきもきして、嫉妬して……久弥さんとの生活に支障が出るなら、いっそのこと自分の気持ちをはっきりと彼に伝えよう。久弥さんの考えも聞きたい。

　その結果、この結婚が解消になるなら、それはそれで彼を諦めるいいきっかけになるかもしれない。

　でも……もしも久弥さんと別れたとして、彼としていたみたいにべつの誰かと温もりを分かち合うことができるのかな？

　不安にも似た黒い靄が心にかかり、軽く両頬を叩いて気合いを入れ直す。光子さんに心配をかけさせるわけにはいかない。

　笑顔を作り、光子さんの病室に向かう。いつも通りノックをして、中から返事があってドアを開けた。

「光子さん、こんばんは」

　笑顔で挨拶をした瞬間、目に飛び込んできた光景に凍りつく。一瞬、夢か幻かと錯覚し、状況が理解できない。

「な、ん……」

「あら、噂うわさをしていたらご本人がいらしたわ」

　光子さんのそばには、昨日私を訪ねてきた有沢さんの姿がある。光子さんの表情は硬く、目が合ったが感情は読み取れない。代わりに有沢さんが微笑みながら口を開く。

「会長、話した通りです。彼女、高校の頃もわざわざ家が病院をしている私の婚約者に近づいてきて……昔からそうなんです。母子家庭で家が苦しいからってそういう男性ばかりに声をかけて」

　有沢さんが光子さんになにを話していたのか察しがつき、嫌悪感と怒りに顔を歪める。

「違っ……」

　口を挟もうとしたが、続けられた彼女の言葉に息を呑んだ。

「彼女のお母さまが倒れてすぐに彼女は久弥さんと結婚して、その後、お母さまは大きな病院に移って手術されているんです。久弥さんの援助で」

　有沢さんは私を見て笑う。皮肉と侮辱交じりの冷たい笑みに背筋が震えた。

「あまりにもタイミングがよすぎないかしら？　それに久弥さん、鎌田建設の社長の娘さんとご結婚されるつもりだったって聞きましたけれど」

　鎌田さんとの件まで持ち出され、嫌な汗が噴き出す。久弥さんと鎌田さんはどこまで結婚について話が進んでいたんだろう。光子さんは知っているの？

　強気に出ようとした気持ちが急速にしぼみ、心臓が早鐘を打ちだして、なにも言えない。

　ああ、あのときと一緒だ。町原くんのお母さんに投げかけられたあの言葉。

『そう。でもこうやって疑われてしまう環境にあるのは、不幸ね。あなたに息子は荷が重すぎると思うの。世界が違いすぎるもの』

　しかも今は、完全には否定できない。久弥さんから持ちかけられたとはいえ、母の病気を治すために彼と結婚したのは事実だ。私たちは愛し合っているわけじゃない。

　言い返さない私に、有沢さんは勝ち誇った表情で光子さんに訴えかける。

「大事なお孫さんのことですもの。僭せん越えつですが相手についてはきちんと調べた方がよろしいかと」

　さっきから光子さんは黙ったままだ。有沢さんの話をどう受け止めたのか。取り繕わないと、と思うのに光子さんに嘘をついている以上、なんて言えばいいのかわからない。

「瑠衣さん」

　光子さんに名前を呼ばれ、肩がびくりと震える。私はおそるおそる光子さんの顔を見た。




　だいぶ空が白むのが早くなってきた。ほぼ一睡もできなかったが、頭は妙にすっきりしている。

　着替えてから、そっと自室を出た。朝の静けさに心を落ち着かせ、玄関に向かう。

「久弥さん」

「瑠衣、もう起きたのか？」

　スーツを着こなし、家を出ようとしていた久弥さんが、驚いた面持ちで私を見る。ここ最近、彼は私が起きる前に家を出ることが多かったから。

「はい。おはようございます。朝のお忙しいところすみません、でもどうしてもお話したいことがあって」

　極力かしこまらずになんでもないかのように告げると、久弥さんは不思議そうな顔になった。

「どうした？」

　ゆっくりと彼に近づき、久弥さんの真正面に立つ。彼を見上げる形で目が合い、私は微笑んだ。

「今までありがとうございました。そしてごめんなさい」

　深々と頭を下げ、持っていた書類を久弥さんに差し出す。

「離婚してください」

　それは自分の欄だけ記入済みの離婚届だ。

「どうしたんだ、突然」

　久弥さんは受け取らずに、珍しく焦った様子で尋ねてくる。

「光子さんに知られてしまったんです。私たちの関係を」

　正直に告白すると、久弥さんは目を丸くした。きっと彼にとっては一番おそれていた事態だろう。光子さんのために始めた関係だったから。

「全部私のせいなんです……ごめんなさい」

　再度、頭を沈めて謝罪する。すると久弥さんは私の両肩を掴んだ。

「ちょっと待て、瑠衣。事情はわかった、けれど」

「契約書にもありましたよね。光子さんに知られた場合は、この婚姻関係を解消するって」

　久弥さんが言い終わらぬうちに冷静な口調で返すと、肩に置かれた手に力が込められる。

「落ち着け、先走るな」

「私は落ち着いていますよ。それに話すことなんてありません。この結婚は契約の上に成り立っていて、それを解消する出来事があった。それだけです」

　感情が振り切れて、自分でも驚くほど声も表情も無機質になる。

　私の回答に久弥さんは眉をひそめた。怒っているというよりどこか悲しげだ。

「俺は」

　そこで彼のスマートフォンが鳴った。今ここで話す時間も余裕もない。それもわかったうえで私はわざとこのタイミングを狙って切り出したのだ。

「朝のお忙しいときにすみません。お仕事に行ってください。ひとまず私はここを出ていきますから、これに記入をして提出されたらまたご連絡いただけますか？」

　ふいっと彼から視線を逸らす。

　久弥さんは肩から私の両頬に手を移動させ、懇願めいた表情で額を重ねてきた。

「瑠衣、それだけじゃないんだろう。なにがあった？」

　刹那、心の中を見透かされたのかと思った。動揺しそうになるのを必死に抑える。

「とにかく一度話そう。仕事が終わったらここで待っていてくれ。少なくとも俺は、別れる気はない」

　なぜ？

　そう尋ねようとする前に唇が重ねられる。久しぶりの口づけに胸がざわつき、息が苦しくなった。

　おもむろに唇が離れ、久弥さんは切なげな面持ちで私を一度抱きしめる。

「今日は絶対に早く帰ってくる。だからどこにも行くな」

　名残惜しそうに久弥さんは玄関を出て、ひとり残された私はその場にへたり込んだ。指先で唇を押さえ、うるさい心臓を落ち着かせようと躍起になる。

　まさかキスされるとは思ってもみなかった。気持ちが傾きそうになった自分が情けない。

『久弥とは別れなさい』

　昨日、病室で告げられた光子さんの言葉で、すっと頭の芯が冷える。そうだ。私は久弥さんとの関係をきちんと終わらせないとならないんだ。

　そこから私は感情のスイッチを切り、身支度を整え始めた。




　久々の実家は、やはり人が使っていないため空気がこもっていた。もう少し小まめに換気や掃除に来るべきだったかな。反省しつつ、ひとまず窓やドアを開けて風通しをよくする。

　仕事を早めに切り上げ、用事を済ませた私は実家に足を運んでいた。ほんの数ヶ月前なのに、この家を出たのがずいぶん昔に感じる。私の帰る家はすっかり久弥さんのマンションになっていたらしい。

　マンションにある自分の荷物をまとめるのは、意外にも時間がかからずすぐにできた。もともと物持ちではないし、結婚してから買った食器や日用品は迷ったが、置いていくことにした。そうなると思った以上に私の物は少ない。

　一緒に住んでいたとはいえ、私が久弥さんの生活から消えるなんて造作もないんだな。

　期間限定の契約結婚だから、それでいいはずだ。

　これまで彼のもとをこうして何人の女性が過ぎ去っていったんだろうか。

　鎌田さんの顔が浮かび、私は頭を振る。

　ひたすら実家の掃除に没頭していると、玄関のチャイムが鳴り、私の心臓は跳ね上がった。

　まさか、と思いドアを開けると、目の前に立っていた人物に目を見開く。

「瑠衣？」

　それは相手も同じだった。

「町原くん」

　なぜ彼がここに……私の実家を訪ねてくるのか、状況がまったく理解できない。

　町原くんは我に返った様子で、勢いよく頭を下げた。

「希子のこと、本当にごめん。この前のパーティーはもちろん、瑠衣や十河会長のもとまで押しかけて失礼な振る舞いをしたって聞いた。瑠衣を傷つけて申し訳ない」

　どうやら彼は今回の有沢さんの行動を聞いて、私に謝罪しなければならないと思ったらしい。けれど私は高校時代からスマホなどの連絡先を変えていたので、なんとかコンタクトを取ろうとわざわざ実家を訪ねてきたそうだ。マンションの住所を知っているのは有沢さんだけで、それを町原くんに言っていないのも彼女らしい。

　それにしても町原くんも相変わらずだ。こうやってあとから必死で謝ってくるところも。

　高校時代の別れたときのやりとりを思い出し、胸が軋んだ。それを顔には出さず、わざと明るく返す。

「謝らないで。町原くんがいくら有沢さんの婚約者だからって」

「婚約者じゃない」

　フォローしようとしたら、珍しく彼はきっぱりと言い捨てた。

「もう違うんだ。もうずっと前から……彼女とはうまくいってなくて。この前の瑠衣に対する態度や十河会長への件もあって、希子とはこれ以上関係は続けられないって正式に婚約破棄を申し出た」

　あまりにも予測していなかった事態を告げられ、にわかには信じられず彼をじっと見つめる。

　町原くんは困惑気味に微笑んだ。

「少し……話せないか？」

　しばし迷ったあと、私は小さく頷いた。

　さすがに誰もいない家に異性を招き入れる真似はできず、私たちは近くを散歩しながら話す流れになる。夕飯でもと言われたが、そんな気分にはなれず、彼も了承してくれた。

　辺りはすっかり夜に染まり、昼間の雰囲気とはがらりと変わっている。吐く息はかすかに白く、コートを羽織っていても首元が異様に冷たく感じられた。

「高校のときも、あんな別れ方をしてごめん」

「もういっぱい謝ってもらったよ」

　彼の口から出るのは謝罪の言葉ばかりで、苦笑しながら受け止める。

　近所の公園に足を踏み入れると、さすがに時間も時間で他の人の姿はなかった。

「あのとき、両親の言うことがすべてで、瑠衣を守れなかった。俺から付き合おうって言ったのに……」

　私と別れたあと、母親からの勧めと本人からのアプローチもあり、有沢さんと付き合って婚約まで話が進んだが、町原くんの中にある違和感が消えなかったらしい。

「希子は俺自身が好きなんじゃない。俺が医者の息子で、病院の跡継ぎだから結婚したいだけなんだ。母が希子を気に入っているのも、彼女の家が会社を経営しているからだって、いろいろと気づいた」

　それについてはなにも言えない。有沢さんの本当の気持ちは知らないし、ふたりの問題に私が口を出せる立場ではない。

　蛍光灯の下にふたり並んで向かい合う。そろそろ戻ろう。そう言おうとしたときだった。

「希子から聞いた。どこまで事実かはわからないけれど、瑠衣も事情があって十河さんと結婚したんだって？」

　彼の問いかけに目をみはり、思わず体が強張る。

「……だとしたら、どうなの？」

　質問には答えずに、逆に聞き返す。無難に否定すればいいのに、久弥さんに離婚届をつきつけた今、私にはできなかった。もう終わりを告げる彼との関係に、今さら取り繕う必要もない。嘘はいらないんだ。

　彼の質問の意図は読めないが、有沢さん同様、今さら町原くんにどう思われてもかまわない。

「だったらもう一度、俺との関係を考えてくれないか？」

　不意に手を取られ、驚きで引っ込めそうになるが遅かった。

「勝手な話なのはわかっている。でも俺はあのときみたいに両親の言いなりになるだけの子どもじゃない。今度はちゃんと瑠衣を守るから」

「ちょっと」

　あまりの急展開ぶりに頭がついていかない。しかし彼は自分のペースで話を進めていく。

「久しぶりに会って思ったんだ。やっぱり瑠衣のそばは心地がよくて……。それにその髪型、高校の頃を思い出す」

　私の髪は高校生のときと同じく肩先につかないくらいで揺れていた。思いきって今日の仕事帰りにばっさり切ったが、もちろん彼に懐かしんでもらうためじゃない。

　ところが、町原くんの空いている方の手がさりげなく私の髪に触れようとした。その動きがスローモーションで目に映る。

「触るな」

　そこで第三者の声が割って入り、町原くんが驚いた表情になるのと同時に背後から肩を強く抱き寄せられた。

　体が傾き、よろけそうになったがすぐに逞しい腕に支えられる。

「久弥さん」

　顔を上げ、現れた人物の名前を無意識に呼んだ。しかし彼の目は私ではなく、町原くんを見据えている。

「気安く妻に触らないでもらえますか？」

「妻って……」

　有沢さんから私たちの関係を聞いている町原くんとしては、この状況に納得できないのだろう。

　なにか言わないと、と久弥さんをちらりと見上げたら、彼の形のいい唇が動いた。

「彼女を散々傷つけてそのままにしておいたくせに、なにをまた自分の都合で振り回そうとしているんだ？　あとから謝罪するだけならいくらでもできる。でもそれは自分が楽になりたいだけで相手のためじゃない。君がすべきは、高校のときもパーティーで会ったときも、その場で瑠衣の味方になって守ってやることだったんだ。これからなんて、もうない」

　久弥さんの言葉に、心の中が大きく揺れてざわめく。言われた本人にも相当効いたのだろう。あからさまに町原くんは動揺と不快さを顔に出した。

「な、なんだよ。俺はただ」

「町原くん」

　彼の発言を遮り、私は久弥さんの腕をそっと振りほどいて、町原くん彼と真正面から向き合った。

「ごめんね。私の中で町原くんに対する気持ちは、別れたときに全部なくなったの。……いいお医者さんになってね。努力家の町原くんなら、きっとなれるよ。応援しているから」

　わざと笑顔を作って告げた。けれどこれは本心だ。

　久弥さんの言う通り、別れたときも彼は必死に謝ってくれた。けれど守ったり庇ったりはしてくれなかった。私も彼との関係をそこまでして続けたいとは思えなかった。それが答えだ。

　パーティーで再会しなければ、彼は私にわざわざ会おうとはしなかっただろう。

　町原くんは顔を歪めたままその場を去っていく。そのうしろ姿をなんの感情もなく見つめた。

「瑠衣」

　名前を呼ばれ、我に返る。久弥さんとは朝に離婚届をつきつけて以来だ。彼から思いっきり目線をはずし、なるべく冷静に尋ねる。

「あ、もう離婚届は記入していただけましたか？」

「書く気はないし、俺は瑠衣と別れる気はない」

　朝もそうだった。きっぱりと言い切る彼の口調とは対照的に、私の心は乱れっぱなしだ。

「どうしてですか？　……光子さんになにか言われたんです？」

「祖母は関係ない」

　間髪を入れない返事に、ますます困惑する。久弥さんの気持ちがわからない。

「そんなに瑠衣は俺と別れたいのか？」

　彼の質問に思わず目を伏せた。

　だってそういう契約だったでしょ。私の気持ちの問題じゃない。なぜなら私は……。

「なにも、ないですよ。私と結婚していても、久弥さんの欲しいものを私はなにもあげられません」

　おずおずと声にして、改めてそのことが痛みを伴った事実として自分に刺さる。光子さんに私たちの関係が知られた今、彼にとって私が妻でいる意味はなにかあるんだろうか。

「久弥さんにとって、ためになる後ろ盾も肩書きも……なにも、ないです」

　せめて彼と釣り合いのとれるくらいの家柄だったら、目をみはるような優秀な経歴を持っていたら……。

　でも、やっぱりいらない。今の私が私でいるのは、自分を取り巻くすべてのものを受け入れてきたからだ。それを否定したら、私が私ではなくなってしまう。

「瑠衣にそんなものを求めた覚えはない」

　久弥さんにきっぱりと否定され、唇を噛みしめる。

　わかっている。久弥さんが私を必要とした理由はあくまでも光子さんのためで……。

「なにもないのは、俺の方なんだ」

　久弥さんがぽつりと呟き、私は反射的に顔を上げた。どこか痛みをこらえるような表情の久弥さんから目が離せない。

「瑠衣がそばにいないと、こんなにもなにもないって……気づいたんだ。俺は臆病ですべてに予防線を張っていて、割り切っていないとやってこられなかった」

　久弥さんから視線を逸らさず、静かに彼の言葉に耳を傾ける。両親を亡くした彼の傷は、私が想像するよりずっと深かったはずだ。私は久弥さんをどこまで理解していたんだろう。

「でも瑠衣は、自分の境遇を全部受け止めて、悲観したり卑屈になったりせず前を向いて未来を描いて……そんな瑠衣に何度も救われた」

　久弥さんの硬かった表情がそこでわずかに和らいだ。

「瑠衣と出会って瑠衣が隣にいて、大事にしたいと思った。手放したくない。失う怖さよりも、失わないためになんでもする覚悟を初めて持てたんだ。なにがあっても瑠衣を守っていく。だから、ずっとそばにいてくれないか？」

　真剣な眼差しが私を捉えて逃げられない。自分の気持ちを伝えたいのに、声よりも先に熱いものが込み上げてきて視界が滲んだ。

　ぐっと目の奥に力を入れて泣くのを我慢していると、彼に強く抱きしめられる。

「結婚したからじゃない。瑠衣だからこんなにも惹かれて、誰にも渡したくないんだ」

　続けて久弥さんは腕の力を緩め、私の目をしっかり見つめてきた。

「もっと早く伝えるべきだった。瑠衣を愛している。……瑠衣は俺をどう思っているんだ？」

　かすかに不安の交じった声に応えたくて、ぐっと息を呑んだ。

「私、も。私も久弥さんが好きです。ありのままの私を受け止めて、それでもいいんだって前を向かせてくれる」

　町原くんに告げた久弥さんの言葉で改めて思った。久弥さんはいつも私に寄り添ってくれる。つらくて傷つきそうになったとき、彼は何度も私を守ってくれた。

　久弥さんがそばにいて、私の方こそどれほど救われたか。

「久弥さんがなにもないわけありません。こんな素敵な旦那さま、他にはいません」

　声が震えて涙が頬を滑るが、自然と笑顔になった。

　目尻にそっと彼の指が添わされ、目が合うと緩やかに顔を近づけられる。ごく自然に目を閉じて、彼の口づけを受け入れた。

「彼に偉そうなことを言ったが……俺はまだ間に合いそうか？」

　唇が離れ、どこかぎこちない彼の物言いに私は小さく首を縦に振った。彼の気持ちも痛いほどわかる。私も同じだったから。

『……そうだな、感情をさらけ出すのは苦手かもしれない』

『私も、です。困らせたり嫌われたりしたくなくて』

　気持ちを自覚しても伝えられなかった。

「私は……これからも久弥さんの隣にいてもいいですか？」

　おそるおそる尋ね、すぐさま言い直す。

「隣に……いたいです。できればずっと」

　彼の反応をうかがう前に、唇を重ねられた。目を閉じて、長い口づけを受け入れる。

「それを望んでいるのは俺だよ。瑠衣は俺の妻だ」

　頬に手を添えられたまままっすぐに告げられ、涙が滲みそうだ。だからあえて冗談交じりに返す。

「契約はどうします？」

「破棄する」

　即座に返事があり、目を丸くしたら、久弥さんが優しく微笑んだ。

「そのうえでもう一度、俺と契約してほしい。瑠衣を誰よりも大切にして、愛したいんだ。今度は無期限で」

　目の端に溜まった涙はごまかせそうもない。気の利いた答えができずに頷くと、再び彼の腕の中に閉じ込められた。

「帰ろう、瑠衣」

「はい」

　満たされた気持ちで自然と笑顔になる。繋がれた手は誰よりも温かかった。










第八章　欲しかったあなたとの未来は永遠に




　一度実家に戻り、私の荷物を持った久弥さんに続き、彼の車の助手席に乗り込む。

　エンジンをかけ、久弥さんはここに来るまでの話を始めた。

　マンションに戻った久弥さんは、宣言通り私がいなくなっていたので慌ててその足で実家に向かったらしい。ところがインターホンを鳴らしても人の気配はなく、それでいて玄関の電気は点いたままなので、近くにいるのではと探しに出て、あの公園で町原くんと一緒にいるところを見かけたそうだ。

「よく私だってわかりましたね」

　彼の話を聞いてぽつりと呟く。夜で暗かったのはもちろん、私の髪はすっかり短くなっていた。髪を切ってすっきりした反面、心許なさも感じる。

　すると信号で車がちょうど止まったタイミングで彼の手が伸ばされ、私の頭に触れた。

「わかるさ。これでも瑠衣の夫で、夫婦なんだから」

　彼の手のひらの温もりに逆に罪悪感が押し寄せ、私はうつむき気味になる。

「髪、切ってごめんなさい」

「なんで謝るんだ？」

　不思議そうに尋ねる久弥さんにしばし迷ったあと、おずおずと口を開く。

「久弥さんが、長くてまっすぐな髪が好きだと聞いて、私じゃなくてもいいんだって」

『十河さんの好みに合わせたのかと思ったの。寧々さんも以前、髪を伸ばしてまっすぐにされていたから』

　勝手に嫉妬して、我ながら子どもじみた真似をしたと思う。でも久弥さんが好きだと言ってくれた髪が逆に苦しくなった。触れられた感触がいつまでも残っていて、この髪と共に彼への想いを断ち切りたかった。

　内心で反省していると、久弥さんが私の髪先に指を絡ませてきた。

　短くなったので地肌にも彼の指が触れてびくりと肩を震わせ、慌てて隣を見る。

「長くてまっすぐな髪が好きなんじゃない。瑠衣の髪が綺麗だと思って触れたくなったんだ」

　そっと指全体で髪を梳すかれ、心臓が跳ねる。

「この髪型もよく似合っている」

「……ありがとうございます。また伸ばします」

　静かに宣言すると、久弥さんはふっと笑みをこぼした。

「俺のために？」

　おどけた言い方に虚を衝かれたが、私は微笑む。

「はい。久弥さんが好きだと言ってくれるのなら」

　現金なのはわかっている。誰かの反応で、自分のなにかを決めるなんて今までになかった。でも久弥さんのためならまったく苦痛だと思わない。

　人を好きになるって……こういうことなのかな。

　ふと髪に指を通していた手が頬に移動して、久弥さんがこちらに身を乗り出してきた。彼の整った顔がすぐ目の前に迫り、それを堪能する間もなく唇が重ねられる。強引な体勢と口づけに目を瞬かせていると、緩やかに唇が離れた。

「ところで……俺が長い髪が好きだとか、瑠衣は誰に聞いたんだ？」

　鋭い質問に、目を見開いて硬直する。まさかそこをつかれるとは思わなかった。けれど隠していてもしょうがない。

　信号が青になって前の車が動き出し、久弥さんはそっと姿勢を戻した。

　私はぽつぽつと有沢さんが家にやってきた件を説明する。久弥さんはなにも口を挟まずに私の話を静かに聞いていた。

　なんとなく重い空気のままマンションに戻ってきたが、部屋に入り、不意に私の思考は切り替わる。

「久弥さん、夕飯召し上がりました？」

　唐突な私の勢いに圧された面持ちの久弥さんと目が合う。

「いや、まだだが」

　その答えはある程度予想していた。一応、作り置きしていた料理についてはメモに残しておいたが、さっきの話からすると彼は食べずに私の実家にやってきたらしい。

「すぐに準備しますね。気が利かなくてすみません」

　キッチンに歩を進め、手を洗っていると突然背後から久弥さんに抱きしめられた。

「瑠衣がここにいてくれて嬉しいんだ」

　驚きで声をあげる前に久弥さんが安堵のこもった口調で呟く。

「あ、あの」

　背中越しに伝わる温もりに、身の振り方を迷う。なにも食べていない久弥さんのために早く食事の支度をしないと。でもこの抱ほう擁ようをしばらく受け入れたい自分もいる。

　葛藤していると、さりげなく頬に唇を寄せられた。

「食べなくていいから瑠衣とこうしていたい……と言いたいところだが、それはそれで瑠衣が気にしそうだな。でも帰ってきて早々無理しなくてもいいんだぞ」

「無理じゃないです。久弥さんが嫌でなければ召し上がってほしいです」

　正直に想いを伝えると、回されていた腕の力が緩んだ。

「もらう。ありがとう、奥さん」

　今度は額と額を重ねられ、久弥さんは着替えるために一度自室へ向かった。

　逸る気持ちを抑え、手を動かす。

　野菜たっぷりのミネストローネを温め、時間も時間なのでここにショートパスタを入れてメインにする。

　再びふたりで向き合って食事をするのがなんだか不思議だった。

「瑠衣、さっき車で言っていた話なんだが」

　食べ進めている途中で久弥さんから先ほどの話題を切り出され、無意識に背筋を正した。彼から告げられる内容はなんなのか、つい身構える。

「鎌田とはべつに付き合っていたわけじゃない」

　そう端的に続けられた言葉は、わずかに私を動揺させた。

「そう、なんですか？」

「信じてないな」

　私の顔色を読んだ久弥さんが、やや眉をつり上げる。

「まぁ、多少結婚について考えたのは事実だが」

　さらりと補足され、たったこれだけの会話で私の気持ちは浮かんだり落ちたりと忙せわしない。じっと久弥さんを見つめたら、彼はフォローするように続けていく。

「瑠衣にも話した通り、俺は打算的で、誰かに深入りするのも面倒に思っていた。だから完全に割り切れる彼女との結婚も悪くないと思っていた。鎌田本人にも俺は愛情を伴った結婚できないとは伝えていた」

　それでも鎌田さんは久弥さんと結婚したかったんだ。

「……鎌田さんなら久弥さんの欲しいもの、全部用意できますからね」

　苦い気持ちを隠して私はわざと明るく返す。

　久弥さんは、本当に鎌田さんを選ばなくてよかったのかな？　彼の気持ちを聞いた今でもかすかな不安がつきまとう。

　すると久弥さんは軽く息を吐いた。

「伯父を見返したい気持ちもなかったと言えば嘘になる。いつか後ろ盾を作ってＴＯＧＡコーポレーションの代表に名乗り出たらどうなるだろうかって。でも、そんな上辺だけのものが欲しかったんじゃないって気づいたんだ……瑠衣に出会って」

　私の名前が告げられ、つい久弥さんを二度見する。

「瑠衣にプロポーズしたのは、祖母の反応や衝動的なものもあった。でも契約だとしても自分から結婚を持ちかけたのは瑠衣が初めてだったんだ。鎌田との結婚はあんなに二の足を踏んでいたのに……。それから瑠衣と過ごすうちに、自分の中の黒い感情が馬鹿らしくなって、いつの間にか瑠衣を大事にすることばかり考えていた」

　久弥さんはおかしそうに笑って話すが、逆に私は泣きそうになる。

「久弥さんは、本当にＴＯＧＡコーポレーションを継がなくてもいいんですか？」

　緊張で口の中が乾いていくのを感じながら、さらに踏み込んで尋ねてみる。

　久弥さんの想いは嬉しいが、少しでもその気持ちが彼にあるのなら、無視していい問題じゃない。

「子どもの頃は、多少なりとも祖父の跡を継ぎたい、継ぐんだと思った。けれど、本気でＴＯＧＡコーポレーションを継ぐつもりだったら、それなりに後継者として立ち振る舞って根回ししたし、伯父とも向き合っていた。なにより自分で会社を立ち上げていないさ。今の仕事は忙しいが、業績も順調で気に入っているんだ」

　そう話す久弥さんの顔に嘘はない。多少なりともＴＯＧＡコーポレーションと似た業界に身を置いているのは、きっと彼自身が久則前社長や光子さんを通してＴＯＧＡコーポレーションを見てきたのが影響しているのに違いない。

「もともと、異性に対しても、跡継ぎの件についても、なにかを必死で求めるとか、そこまでの執着は持てなかったんだ。両親を亡くしている影響も大きいんだろうが、これは性分だって諦めていた」

　そこまで言い切り、久弥さんが改めて私と目を合わせてくる。じっと私を見つめたあと、彼はふっと笑った。

「そこに瑠衣が現れて……いつのまにか瑠衣がそばにいるのが心地よくなっていった。手放したくない、俺が心から欲しいと思ったのは瑠衣だけなんだ」

　真正面から久弥さんの言葉を受けて気の利いた返しをしたいのに、胸が詰まって声にならない。

　そこでふと昨日の光子さんとのやりとりを思い出す。有沢さんから私の過去を好き勝手言われ、結婚の裏事情まで邪推されて、ほぼ事実に近いことを光子さんに暴露されてしまった。

『瑠衣さん』

　光子さんに名前を呼ばれ、まともに彼女の顔が見られなかった。久弥さんとの結婚については、言い返せないところもあったから。

　なにを言われても受け止めるしかない。

『つらかったわね、家庭環境でこんなふうにずっと好き勝手言われて』

　労るような声色があまりにも予想外で、硬直する。光子さんの表情は切なそうなものだった。彼女の反応に驚いたのは私だけではない。

『会長』

『瑠衣さんは素晴らしい女性よ。さっきから黙って聞いていたら、あなた、なに？　わざわざ人を悪く言うためにここにいらしたの？』

　有沢さんが口を挟もうとしたが、打って変わって冷たい声で光子さんははねのけた。さすがに有沢さんが慌てた様子になる。

『違います、私は会長や久弥さんのために』

『なら余計なお世話だわ。これ以上、瑠衣さんを愚ぐ弄ろうする真似は許しません。彼女への侮辱は、私や孫に対してのものと受け取ります。お引き取りを』

『そんな』

　とりつく島がない様子の光子さんに有沢さんは呆然としている。

『それから、今回の件はあなたのおばあさまにも報告しておくわ。友人の孫だからってあまりにも失礼な態度だって』

　普段の温厚な光子さんからは想像もできない冷淡さだった。有沢さんはまだなにか言いたげな面持ちだったが、唇を噛みしめ、私の横をすり抜けてさっさと病室をあとにした。

『本当に失礼な人ね』

　唇を尖らせる光子さんの方をおそるおそる向くと、彼女は優しく笑った。

『これでもね、人を見る目はあるの。瑠衣さんとこうして何度もお話して、あなたがそんな邪よこしまな考えを持つ人じゃないってわかっているわ。なによりあなたは久弥が選んだ女性ですもの』

　光子さんの言葉に胸が痛くなり、抑え込む暇さえなく目尻から涙があふれた。

『瑠衣さん？』

『ごめ、ん……なさい』

　両手で顔を押さえる私に、心配そうな光子さんの声がかかる。私を信じてくれた彼女にこれ以上、嘘を重ねるのがつらくて申し訳なかった。

　久弥さんとの契約もある。けれど光子さんに対して、いつまで偽りの関係を続けるのか。

　意を決し、私は久弥さんとの結婚の経緯を話しだした。

『ごめんなさい』

　一通り説明して、深々と頭を下げる。

　私を信じて庇ってくれた光子さんを、裏切っていた。傷つけて、今度こそ彼女に罵ののしられてもなにも言えない。

　心臓がバクバクと音を立て、光子さんの反応に冷や汗が止まらない。でもすべて自業自得だ。

『……謝らないで。全部、わかっていたから』

『え？』

　反射的に顔を上げると、光子さんは困惑気味に微笑んだ。

『昔から久弥はね、どこか冷めているというか、なにかを夢中で欲しがったりする子じゃなかったの。自分で会社を立ち上げるって告げてきたときも、どうしても希望していたわけじゃなく、久光に気を使ってのことだとわかっていた。あれこれ口を出したけれど聞く耳持たずでね。結婚に関してもそう。そのうち私が気に入る相手を連れてくる、なんて言って。まったく誰のために結婚するつもりなのか』

　呆れた口調でそう話す光子さんは、少しだけ寂しそうだった。

『だからね、瑠衣さんを紹介されたとき、なんとなく裏があるってわかっていたの』

『なら、どうして……』

　まだ状況に頭がついていかない。けれど混乱する私に、光子さんはきっぱりと言い放つ。

『あなたが相手だったから。瑠衣さんと話して、今まで久弥のそばにいた人間とは違う。ＴＯＧＡコーポレーションや彼の生い立ちも関係なく、対等に久弥と接してくれるんじゃないかって思ったの。だから知らないふりをして巻き込んだのは私よ。孫可愛さに、瑠衣さんの優しさにつけ込んでごめんなさいね』

　小さく首を横に振る。私は光子さんになにかを期待されるような人間じゃない。

『あまりにもぎこちないなら私からなにか言おうと思ったわ。でもね、あの子、あなたと結婚して変わったの。本当よ。柔らかくなったというか、まとう空気が優しくなった。瑠衣さんのおかげだと思っている』

『そんな……久弥さんはもともと優しくて、すごく真面目な人です』

　つい反論して我に返る。目をみはる光子さんに、出すぎた真似をしてしまったと反省していたら、光子さんはなんだか泣きそうな顔で笑った。

『ありがとう。でも瑠衣さんの気持ちもあるのに、申し訳なかったわ。結婚指輪のサイズも合っていないのに、黙ってつけていてくれて……』

　光子さんの指摘にドキリとする。なにげなくつけていたが、光子さんには気づかれていたらしい。やはり彼女の観察眼はすごい。

『瑠衣さんは……久弥をどう思っているの？』

　光子さんの質問に、自分の手をぎゅっと握る。ここで彼女に久弥さんへの想いを告げてもいいのか。久弥さんは、私と別れたら鎌田さんを……べつの女性を光子さんに紹介するつもりかもしれないのに。

『私は……』

　続きが言えずに、部屋に沈黙が降りてくる。ややあって、光子さんから『瑠衣さん』と呼びかけられた。

『久弥とは別れなさい』

　きっぱりとした物言いに心の中がざわめく。

　おそるおそる光子さんをうかがうと、彼女はまっすぐに私を見つめてきた。

『別れを切り出して、それで終わるようなら、お互いのためにも離れるべきよ。でも……あなたとの関係を、久弥がどうしたいのか、もしもきちんと向き合ったら……もう一度考えてやってくれないかしら？　お願い』

　最後は頭を下げられ、逆に慌てる。久弥さんとの関係にけじめをつけるときがやってきたのだと、私の中で覚悟を決められた。

　その後久弥さんに別れを告げ、この契約結婚を終わらせようとしたのに、彼が私を追いかけてきてくれて、きちんとふたりで向き合えた。結果的に全部、光子さんの言った通りになっている。

　光子さんとのやりとりを話したら、久弥さん、どんな顔するかな？

　やっぱり光子さんには敵わないって苦笑する？　それともこうして向き合うきっかけをくれたって感謝する？

　彼の反応を予想しながら、私はゆっくりと口を開いた。




　ベッドに横たわりながら、今日は朝から怒ど涛とうの一日だったと振り返る。

　久弥さんに離婚を切り出して、マンションを出て町原くんが実家を訪ねてきたと思ったら、そこに久弥さんが現れて……。

　ひんやりとしたシーツに体を丸めつつ、今の状況を確認する。

　私、これからも久弥さんのそばにいてもいいんだよね？

　期待と不安が入り交じって心なしか鼓動が速い。そのとき寝室のドアが開き、反射的に身を起こした。

「どうした？」

　寝支度を整え、不思議そうにこちらを見る久弥さんと目が合い、胸が高鳴る。

「あ、の……久弥さんを待っていました」

　言ってから、すぐにベッドに身を沈めた。

　意識しているのはおそらく私だけだ。変に思われないようにしないと。

「お、おやすみなさい」

　彼に背を向ける形で一方的に告げて目を閉じる。背中越しに久弥さんの気配を感じ、心臓の音が余計に大きく聞こえた。

「待っていてくれてありがとう、奥さん」

　不意に背後から抱きしめられ、久弥さんの逞しい腕が体に回される。彼の温もりに体温が一瞬で上昇した。

「あ、の」

「瑠衣がこうして俺の腕の中にいる現実に本当に感謝しているんだ」

　安堵のこもった声が耳元で聞こえ、私は思いきって久弥さんの方に振り向いた。

「私、育った環境や過去は変えられませんけれど、少しでも久弥さんに相応しい奥さんになれるよう頑張りますから」

　彼と目を合わす余裕もなく、抱きついたまま宣言する。

「だから……これからもそばにいさせてください」

　これは彼に対してなのか、いわゆる神様に対して祈るような気持ちで言ったのかは、はっきりしない。でも口にせずにはいられなかった。

「瑠衣」

　名前を呼ばれ、そろりと上目遣いに彼を見る。すると久弥さんから額をこつんと合わせられた。

「瑠衣の望みは全力で叶える。でもそれを願っているのは俺の方なんだ」

　熱のこもった眼差しに、瞬きひとつできない。おもむろに唇を重ねられるのを、目を閉じてごく自然に受け入れた。

　一度唇が離れ、どちらからともなくすぐに口づける。回された腕に力が込められ、求めるようなキスに溺れそうだ。

「んっ……んん」

　ねっとりとした舌の感触はまだ慣れず、思わず身をすくめそうになる。けれど嫌悪感はまったくなくて、逆に久弥さんへの想いがあふれて胸が苦しい。

「ふっ……ん、んん」

　涙腺が緩んで生理的な涙が滲み、ぎゅっと彼にしがみつくと、久弥さんは応えるように頭を撫でてくれた。

　好き……大好き。

　舌先を時折軽く吸われ、からめとられては口内に熱が生まれていく。。唾液と吐息が混ざり合い、甘い口づけに溺れていった。

「瑠衣」

　唇が離れ、切羽詰まった声で名前を呼ばれる。色めいた久弥さんの表情は、男の人そのもので、対する私は息が上がってすぐに声が出せない。

　ややあって彼の形のいい唇が動く。

「瑠衣のすべてが欲しいんだ」

　頬に手を添えられ、揺れない彼の瞳に捕まる。

「結婚したからとか、夫だからって理由だけじゃない。俺自身が瑠衣を愛しているんだ」

　涙がこぼれそうになるのをぐっとこらえる。

「わ、たしも……久弥さんが好きです。久弥さんの全部が……欲しいです」

　たどたどしくも自分の希望を口にした。初めてかもしれない。こんなふうに誰かを求めたのは。

　いいんだよね？　望んでもかまわないんだ。

　唇を重ねられ、性急なキスが始まる。おとなしく身を委ねていたら、久弥さんの手がパジャマの裾から滑り込み、脇腹辺りを撫でた。

「ふっ……あっ」

　反射的に彼の手を押さえようとしたが、久弥さんは強引に私の肌に触れる。骨張った手の感触がありありと伝わり、さらに体温が上昇しそうだ。

「やっ……あ」

　キスをしながら久弥さんは器用に私の肌を刺激していく。パジャマはたくし上げられ、あられもない格好になっているに違いないが、そこまで気が回らない。胸元に彼の手が伸び、背中が弓なりに仰け反る。

「んっ……やぁ」

　思わずキスを中断して声をあげた。肩を縮める私に対し、久弥さんは触れる手を止めない。巧みに刺激され、体の中からあふれ出しそうななにかに必死に耐える。

「嫌か？」

　耳元で尋ねられ、小さく首を横に振った。嫌だとは思わない。ただ、この追い詰められるような感じが怖いだけ。

　私の反応に久弥さんは微笑み、そっと唇を重ねた。

「可愛いな、瑠衣は。もっと瑠衣を気持ちよくしたい」

　目をぱちくりさせたら久弥さんは、私のパジャマのボタンに手をかけ、あっさりと脱がした。

「きゃあ！」

　間抜けな声を出してしまったが、久弥さんはまったく意に介さず、手際よく私の下着まで脱がすと、さっさと自分も脱いだ。

　逞しい体が薄明かりの中晒され、つい見惚れてしまう。久弥さんは短くなった私の髪に触れ、目が合った瞬間、私を強く抱きしめた。直に肌と肌が重なって、厚い胸板越しに伝わる体温はこのうえなく心地いい。

「瑠衣は温かいな」

「んっ」

　肩口に顔をうずめられ、低く囁かれる。そろそろと彼の背中に甘えるように腕を回した。

「ずっとこのままでいてほしいです」

　この温もりを手放したくなくて希望を口にすると、どういうわけか久弥さんが軽く身じろぎした。顔を上げた彼は、困惑気味に笑う。

「そうしてやりたいのは山々なんだが……」

　珍しく歯切れの悪い久弥さんに、なにかまずい発言をしたかと不安になった。

「あのっ」

　尋ねようとする前に久弥さんは私の首筋に口づけた。完全な不意打ちで叫びそうになる。しかし彼はかまわずに薄い皮膚に舌を這わせていった。

「久、弥さん」

　助けを求めるように彼の名を呼ぶと唇が重ねられる。

「あとでいくらでも抱きしめてやるから。先に瑠衣をもっと愛してからだ」

　言い終わるや否や、彼は唇や舌、手を使って私に触れていく。

「あっ……やぁ」

　与えられる刺激に体がびくりと震える。体の中に熱がこもって、発散したいのにできないもどかしさに爪先でシーツを蹴った。

　言葉通り久弥さんにたっぷり愛され、私は彼に溺れていった。




　肌を重ねたあと、久弥さんに背後から抱きしめられ、上がっていた息が徐々に落ち着いていく。汗ばんだ肌にぴったりと密着され、心地よさに微睡みそうだ。だからか、つい気になっていた件が口から滑り出る。

「久弥さんって、子どもは……」

　そこで我に返り、久弥さんの反応をうかがおうとした。彼は子どもがいらないと言っていたそうだから、もしかしてタブーだったかもしれない。

「瑠衣との子どもなら可愛いだろうな」

　ところが回されている腕に力が込められ、穏やかに呟かれる。

「瑠衣は強いな。俺は自分のような思いをさせたくないし、両親の存在をほとんど覚えてないから愛し方もわからない。だからずっと、子どもはいらないと思っていた」

　久弥さんが子どもが欲しくないと言った背景には、自身の経験が影響していたらしい。なにも言えない私に対し、久弥さんは私の髪をそっと撫でた。

「でも瑠衣は、自分がしてもらえなかったことを、その分子どもにしてやりたいって……そんなふうに俺は思えなかった。けれど、瑠衣となら子どもを持つ未来を描いてみたいと思う」

　彼の言葉に身をよじって思わず振り返る。すると優しく笑う久弥さんと目が合った。

『いつか自分に子どもができたら家族で楽しい思い出をいっぱい作るんです。動物園とか水族館とか……公園でも。たくさん出かけて、たまにケンカをしても笑顔の絶えない家庭を築く。自分が得られなかったものを違う形で叶えたいなって』

　ごく普通のありふれた家庭に憧れていた。私にとってはなによりも尊くて遠いものだったから。

「瑠衣の夢を俺も一緒に叶えさせてくれないか？」

　涙ぐみそうになり唇を噛みしめる。目を瞬かせ、こくりと頷いた。

「ありがとうございます。久弥さんは私の欲しいもの、すべてくれるんですね」

　笑顔で答えると久弥さんは目をみはり、切なそうに顔を歪めた。

　緩やかに唇を重ねられ、心が満たされていく。

　久弥さんに出会って、私も変わった。こんなにも誰かを愛しいと思うのも、ありのままの自分を受け入れてもらえる安心感も全部が初めてだ。










エピローグ




　純白のドレスが所狭しと並び、その光景はまさに圧巻だ。たじろぐ私をよそに、付き添いの女性陣からは黄色い声があがる。

「まぁ、すごい。最近は一口にウエディングドレスと言ってもこんなに種類があるのね」

「どうやって選んだらいいのかしら？　それにしても、娘のドレスを一緒に見に来られるなんて……」

　感極まりそうになる母の肩を、光子さんが優しくさすった。

　四月下旬。桜はすっかり散ってしまい陽気な日々が続く中、私と久弥さんの結婚式に向けて衣装を決めるために会場にやってきた。

　退院した母と光子さんに声をかけたら、ふたりとも喜んでついていくと告げてきた。

　年齢も立場もまったく違うが、お互いに入院していた身であり、事業への寄付を申し出てくれた件もあって、ふたりはすぐに打ち解け盛り上がっている。

　ウエディングプランナーにいくつか質問され、私の好みや体形に合いそうなドレスを試着する流れになった。久弥さんは、フィッティングルーム手前の打ち合わせのテーブルで出されたコーヒーを飲みながら待っている。

『久弥はなにか意見ないの？』

『べつに。瑠衣はなにを着ても似合うんだから、瑠衣が好きなものを選べばいい』

　奥の部屋まで行って、一緒にドレス選びに付き合わないのかと光子さんが唇を尖らせ尋ねたら、そんな答えが返ってきた。ありがたいやら気恥ずかしいやら。結局私を含め女性三人でドレス選びに赴くことになったのだ。

「瑠衣さん、せっかくだから和装もしたら？　白無垢と色打ち掛け！」

「そ、そんなにお色直しする時間ありませんよ！」

　光子さんが閃いた！という面持ちで提案してきたが、私は慌てて辞退を申し出る。しかし光子さんはどこ吹く風だ。

「なら前撮りで着たらいいじゃない。きっと似合うわ」

「久弥さんの和装も似合いそうねぇ」

　母がのほほんと同意し、ウエディングプランナーの目の色が変わる。予想以上に衣装選びに時間がかかったのは、言うまでもなかった。




　光子さんと母をそれぞれ送り届け、助手席の背もたれに体を預ける。そのタイミングで隣から声がかかった。

「ちゃんと瑠衣の好きなものを選べたか？」

「はい。どんなドレスにしたか楽しみにしていてくださいね」

　心配そうに尋ねる久弥さんに笑って答える。疲れはしたが言い知れない満足感に包まれていた。光子さんや母の笑顔がたくさん見られて嬉しくなる。

『久則さんがね、久弥にＴＯＧＡコーポレーションを継ぐ資格がないって言ったのはね、あなたのそのすべて割り切って諦める性格を思ってのことなの』

　お互いの意思を確認し合って、これからも結婚生活を続けていくと光子さんに報告するため、久弥さんと病室を訪れた際、光子さんは心から喜んでくれたあとに、ぽつぽつと語りだした。

『久弥の境遇からある程度はしょうがないと思っていたわ。けれど、その危うさをずっと久則さんも心配していた』

　久弥さんは複雑そうな顔で黙って光子さんの話を聞いている。しかし光子さんは私を一度見たあと、柔らかく笑った。

『でも、瑠衣さんと出会って、あなた変わったわ。なにがあっても諦められない大事なものができたんでしょ？　守りたいものが。久則さんもきっと安心していると思う』

　久弥さんは大きく息を吐き、前髪をくしゃりとかいた。

『俺は……もうＴＯＧＡコーポレーションを継ぐ気はないし、未練もない。ただ、そうだな。じいさんに何度か言われたけれど、そのときは意味がわからなかった』

　どこか寂しそうに告げる久弥さんに、光子さんはいつもの余裕たっぷりの笑みを浮かべた。

『いいのよ。あなたが幸せになってくれたら。私も久則さんも、あなたの両親だって、いつもそれを一番に願っているんだから』

　それから、光子さんから改めて、久弥さんに対する態度について久光氏に強めに話をしておくと言われる。完全には無理でも、少しでも歩み寄れたらいい。

「私、必ず久弥さんを幸せにしてみせますから」

　突然の宣言に久弥さんは、ちらりとこちらを一瞥する。運転中とはいえ、彼からなにも反応がないので、少しだけいたたまれない気持ちになった。

　なにか補足すべきだろうかと口を開こうとしたら、車が停止する。再び横を向いたら困惑気味の久弥さんと目が合った。

「それは俺のセリフだ」

　真剣な面持ちでさらりと告げ、彼は私の左手に手を伸ばす。

「俺が瑠衣を必ず幸せにしてみせるから」

　もう十分幸せですよ、と返したいのに声にならない。私の左手の薬指では、サイズがぴったりの新しい結婚指輪がきらりと輝き、彼の左手の薬指にも同じデザインの指輪がはめられている。

　くすぐったくて嬉しくて、今でも夢なんじゃないかって思うときがある。そのたびに久弥さんは、現実なんだって実感させてくれる。

　ありのままの私を受け止めて愛してくれる久弥さんを、私もそばで支えてずっと大切にしたい。誰よりも好きだから、本物の夫婦となった証あかしをこれからも少しずつ増やしていきたい。

　久弥さんのそばにいられる幸せを噛みしめながら、左手に添えられた彼の手を笑顔でぎゅっと握り返した。
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欲しかったものはすべて君が【久弥Ｓｉｄｅ】




　さっきから柄にもなく落ち着かず、鏡に映る自分を自然と睨みつける形になる。

　ライトグレーのタキシードを着て、いつも以上にワックスでしっかりセットした髪型は準備を整えるのにそう時間はかからなかった。

「新郎がなんて顔してるんだよ」

　ノックもなく部屋に入ってきた久志が呆れた面持ちで呟いた。

「瑠衣ちゃんのところに行かなくていいのか？」

　その発言は今の俺にとっては地雷だ。

「呼びに行くまで、来ないでほしいと言われているんだ」

「なるほど。それでその仏頂面なわけか」

　ぶっきらぼうに返すと納得され、それはそれで腹が立つ。今日は俺と瑠衣との結婚式だ。

　準備はどうしても新婦の方が時間がかかるし、それ自体はまったくかまわない。瑠衣のところに行きたいのだが、先にお達しをされているので、俺はこうして控室で悶々としていた。

　前撮りは祖母の希望もあって和装で行い、実は瑠衣のウエディングドレス姿はまだ見ていない。

「にしても、ばあさまの紹介とはいえ、久弥が瑠衣ちゃんみたいな女性を選ぶとは思ってもみなかった」

　久志の呟きを否定も肯定もしない。俺自身、結婚そのものにも結婚相手にも冷めた気持ちで臨むものだと思っていたから。




＊　＊　＊




　ちょうど一年前の六月、調子の悪そうな祖母をなんとか病院に連れていったときには、手術も難しく余命の宣告を受けるほどだった。

　数年前に伴侶である祖父を亡くし、気落ちする暇もなくＴＯＧＡコーポレーションを守らなくてはと、祖母は会長の立場で奔走していた。

　祖父の死後、会社は息子である久光氏に代替わりし、その息子の久志へと順調にバトンが手渡される手筈も整いつつある中、祖母はやっとこれから自分のための余生をまったり過ごそうと気持ちが向いたところだったのに。

　幼い頃に両親を事故で亡くした俺は、祖父母に育てられた。だから祖母に対する気持ちも一ひと入しおだ。彼女には返しても返せないほどの恩も感謝もある。とにかく極力、祖母の望みは叶えようと思った。

　本人に詳しい病状や余命については伏せ、特別個室で手厚い待遇を受けながらの入院生活が始まった。仕事は忙しいが、極力時間を作って面会に向かう。

　しかし祖母は俺の顔を見ると、毎回小言や心配を口にした。

「ＴＯＧＡコーポレーションについては、久則さんの想いを継いで久光や久志が好きにしていったらいいと思う。問題なのは久弥、あなたよ」

　このあとに続く言葉は容易に想像がつく。耳にたこができるほど聞いてきた。

「結婚はしないの？　今、お付き合いしている人は？　私がいなくなったらあなた、ひとりぼっちになっちゃうじゃない」

「ご心配なく。そのときが来たら考えます」

　素っ気なく答えると、祖母はむっと顔をしかめた。

「そのときって？　久弥の考える結婚なんて、仕事の契約を取るのとそう大差ない感覚なんでしょ」

　その指摘は当たっていた。我ながら冷めた人間だと自覚がある。愛とか恋とか興味もないし、欲しいとも思わない。

　両親を亡くして祖父母に引き取られたものの、忙しいふたりの負担にはなるまいと、とにかく早く大人にならなければならなかった。

　しかしこちらの事情はおかまいなしなのが祖母だ。

「結婚は愛よ！　私と久則さんもお見合いだったけれど、それはもう情熱的にお互い想い合っていたんだから」

　その話は俺が幼い頃から何度も聞いてきた。さらりと受け流し、話題を変える。

「それより、今日もまたどこかの慈善団体が寄付してくれって来ていたみたいですね」

　入院し、時間を持て余した祖母は昔の知人や友人、仕事の関係者に手紙を書いて連絡を取るようになった。すると純粋に見舞いに来る人々がいる一方、ＴＯＧＡコーポレーションの会長という立場の彼女に近づこうとしてくる連中も増えてきた。

　俺から見てもあからさまに邪な動機でやってくる人間を、祖母は決して邪険にしない。『会いに来てくれてありがとう』ともてなすのだ。それとなく注意をしても、『人を見る目はあなたよりありますから』とまったく意に介さない。

　たしかに、祖母が言われるがままなんでも頷く人間ではないのはよくわかっていた。ＴＯＧＡコーポレーションの会長というのは、見せかけの肩書きではない。それでも病気で弱っている祖母を心配せずにはいられなかった。

　そして十一月も半ば、仕事帰りに祖母の病室に寄った際に、瑠衣と出会った。

　若い女性の見舞い客は珍しく、さらに瑠衣の外見も目を引いた。まっすぐな黒髪で、あまり化粧っ気がない。しかしそれが、彼女の素朴さと目鼻立ちのよさを逆に際立たせる。祖母に紹介されたが、顔立ちのせいかなんとなく冷たい印象を抱かせた。

　瑠衣はさっさとその場を去ったが、祖母から彼女がＮＰＯの人間だと聞いて、祖母に会いに来たのは、さらなる寄付金目当てなのではと邪推する。祖母の彼女に対する気に入りっぷりもすごく、また来てほしいと告げる祖母が心配になり、つい彼女を追いかけた。

「祖母はああ言っていたが、無理に来なくてかまわない。十分な額の寄付はしたはずだ」

「……は？」

　不遜な態度なのは認識しているが、こういうことは先に言っておいた方がいい。祖母の好意を下手に誤解されても困る。そういう連中を何人も見てきた。若い女性だというのも相まって、さらに冷ややかな対応になってしまった。

「これ以上、祖母からなにかを期待しないでほしいと言っているんだ」

「心配しなくても、もうお伺いすることはありません」

　瑠衣は綺麗な顔を不快そうに歪ませ、きっぱりと言い放った。それでいいはずなのに、このときばかりはわずかに心が揺れる。

「おばあさまには感謝しています。ですが寄付してくれた額にかかわらず、私は……母は同じようにしていたと思います。子どもたちもきっと」

　そう呟いた彼女の表情はどこか寂しそうで、言い知れぬ罪悪感に包まれる。

　ため息をつき病室に戻ると、祖母が瑠衣から渡されたという、子どもたちからのお礼の絵や手紙を嬉しそうに見せてくれた。

「わざわざ渡しに来てくれたの。子どもたちの様子も教えてくれてね。いいわね、目に見えてこうして喜んでもらえるのって」

　目を細める祖母に、どうやら自分は余計な世話を焼きすぎたのだと悟る。瑠衣は祖母の寄付した金がどんなふうに使われたのか、それがどれほど施設を利用する子どもたちにとってありがたいものなのかを純粋に伝えに来ただけだったらしい。

　寄付だけを要求して、そのあと音沙汰なしになる人間だって多い。そういう輩やからと瑠衣を一緒くたにしたのは完全に俺のミスだ。

　謝罪したい気持ちと、祖母がまた会いたがっているのもあり、俺は瑠衣に会いに行く決意をする。病院で初対面を果たした三日後に、仕事を早めに切り上げ、彼女の自宅へと向かった。

　幸い寄付をした経緯で、瑠衣の母親の連絡先と住所はわかっていた。とはいえ事前に連絡もせず、我ながらずいぶんと一方的な行動をとっている。しかし、なりふりかまっていられなかった。祖母のためというのはもちろん本当だが、俺自身がこのまま終わらせたくなかったからだ。

　なんとか瑠衣と再会を果たしたものの、彼女からは俺に対する不信感がありありと感じられた。だから、というわけではない。強引に祖母の見舞いの約束を取りつけたのは。

「ちゃんとお伺いしますよ。信用ないかもしれませんが」

「信用できない人間と連絡先を交換しようと思わない」

　これは正直な気持ちだった。ある意味、彼女のはっきりとした態度が心地よかったのもある。下手に気を使って媚こびへつらうこともしない。それでいて祖母に対する態度は真摯で思いやりにあふれ、祖母が瑠衣を気に入るのも納得できた。

　約束通り土曜日に彼女を迎えに行き、病院まで同行する。その際、祖母に言われたのもあり瑠衣を食事に誘ったが、即座に断られた。女性を食事に誘ってこの反応はなかなか珍しい。第一印象がよくなかったので当然かもしれないが。

「たしかに嫌いな相手と食事をしても苦痛なだけだろうな」

　そう自嘲的に告げると、すぐさま瑠衣から否定される。

「嫌っていませんよ。最初にあんな言い方をされて身構えたのは事実ですけど……でも嫌いになるほどあなたのことをなにも知りませんから」

　彼女の言い分に虚を衝かれる。ＴＯＧＡコーポレーションの会長の孫で、さらに会社を経営している。この情報だけで十分じゃないのか。少なくともそれだけで自分がどんな人間なのか判断されてきた面も大きい。

　けれど瑠衣にとって、そんなものはどうでもいいらしい。一応身元の確認と思い、彼女について調べたところ、母親が病気を患っていることや、母親のために実家近くから通える職場を選んだことがわかった。それでも大手企業の受付を務められるのは、瑠衣自身が優秀だからだ。とはいえそういった表面的なものばかりで、彼女自身がどんな人間なのかは知らない。

　肩書きや境遇だけで判断されるのが嫌だったのに、いつの間にそれが当然だと受け止めていたのか。まっすぐにこちらを見てくる瑠衣に気づかされた。

「俺も君をまだよく知らない。だからひとまず一緒に食事をしないか？」

　祖母の件は関係なく俺自身が彼女を知りたくて、もう少し一緒にいたいと思えた。

　瑠衣はあまりおしゃべりなタイプではないようだが、こちらの質問には律儀に返してくれる。でも決して受け身というわけではなく、気になったことは素直に聞いてくる。祖母の現状をそれとなく伝えたが、むやみに踏み込んでくる真似もしない。

　俺がＴＯＧＡコーポレーションを継がないと告げたときもだ。

「伯父のところにも息子はいるし、俺がＴＯＧＡコーポレーションを継ぐ必要はないんだ」

「必要がないから継がなかったんです？」

　彼女の切り返しに目をみはる。微妙なわだかまりを感じている心の機微を見抜かれた気がした。たいていの人間は『もったいない』『そんな謙遜をしなくても』と好きに受け取って感想をくれる。こちらの意思や本音などに興味はない。けれど瑠衣は違う。最初はどこか冷めた印象を受けたが、瑠衣は上辺だけに惑わされず物事の本質を捉えようとする。

「俺と結婚してくれないか？」

　だから、なのか。なにかに押されたかのように結婚の言葉が口をついて出た。

　結婚は割り切ったものでいい。その考えはずっと変わらないが、具体的に自分から提案するなんて思いもしなかった。

　驚く瑠衣に淡々と事情を説明していく。けれど彼女は承知するどころか反発心を大きくしていった。祖母に嘘をつくのが嫌だというのが、また彼女らしい。

「他の人を当たってください。私はお受けできません」

　きっぱりと断られ、少しだけ冷静になる。

　たしかに瑠衣にこだわる必要はない。祖母が気に入っているのが大きな理由だが、俺が選んだ相手なら祖母自身そこまで反対しないだろう。

『私と結婚しない？　きっとうまくいくと思うの。久弥にとって悪い話じゃないでしょ？』

　鎌田建設の社長の孫娘である鎌田寧々にそう誘われたことがある。鎌田建設は、それなりに大きな会社だ。結婚願望はまったくないが、世間体や自分の立場を考えたら割り切った結婚は悪い話じゃない。少なくとも祖母は安心する。伯父に一泡吹かせられるかもしれない。けれど頷くことはできなかった。

　それが、どうして今……。

「君じゃないとだめなんだ」

　自分のもとを去ろうとする瑠衣の腕を掴んで訴えかける。

　なにをここまで必死になっているのか。

　さらに俺は彼女をなんとか説得したくて、彼女の母親の件を持ち出した。体が弱く、手術をしないとどうにもならないが、その手術は難しく、金額もそれなりにかかるので二の足を踏んでいるらしい。

　ますます嫌悪感をあらわにする瑠衣に対し、こちらも引かなかった。

「金があれば助かるのに、なぜそのチャンスをものにしないんだ」

　金があっても両親は事故であっさり亡くなった。祖父は会社のためにと身を粉にして働き詰め、病院に行ったときはすべて手遅れだった。今は祖母も同じ状況にいる。

　でも瑠衣の母親は違う。まだ間に合うんだ。

　結婚を承諾させたいから詰め寄っているのか、母親の手術をさせたいからなのか、自分でも明確にはわからない。

　そのとき瑠衣の携帯に母親が倒れたと連絡が入り、顔面蒼白になる彼女をひとまず病院へ送り届ける。他に頼れる親族がいないと聞いていたのもあり、あれこれ考える間もなく駐車場に車を停めて瑠衣のもとへ向かった。

　これは同情か、結婚を承諾させたい下心からか。ただ、どうしても瑠衣をひとりにしておけなかった。

「今日、そばにいてくださって心強かったです。ありがとうございます」

　その言葉にわずかに安堵する。自分の存在は決して無駄ではなかったらしい。そして瑠衣は期間限定の結婚を引き受けると続けた。

　目論見通りにいった喜びよりも、瑠衣の返答に純粋に嬉しくなる。

　本物の結婚ではなく祖母のためだとしても、自分から結婚を口にしたのは初めてで、相手が応えてくれるのがこんなにも心を温かくするとは思わなかった。

　瑠衣と別れたあと、しばらくして鎌田から電話があった。ふたりで出かけないかという内容で、俺は結婚する旨を告げた。

「今後、もうふたりでは会わない」

　きっぱりと告げると、なぜか彼女はおかしそうに笑った。

《そうなの？　おめでとう。でも意外ね。私よりあなたにとって有益な相手がそうそう見つかるはずないと思うけれど？》

　自信に満ちあふれた言い方をするのは、俺が感情だけで結婚するわけがないと確信しているからだろう。

《どうせ私に言っていたように割り切った結婚なんでしょ？》

　たしかに彼女には、結婚は便べん宜ぎ上のもので、結婚したとしても子どもは欲しくないと話していた。

　彼女の皮肉交じりの問いかけに、そうだと肯定することもできたが、俺はイエスともノーとも言えなかった。

　瑠衣の母親の転院や手術の手配を進めつつ結婚に向けて動いていく。肝心の祖母への報告も終始和やかだった。

「あの……。久弥さん、優しい方だと思います。私の母が倒れたとき、忙しいのにずっと付き添ってくださってすごく心強かったんです。それから私の意見にもしっかり耳を傾けてくれますし、物事をはっきり口にする分、正直で信頼できる人だなって」

　祖母に俺のどこがよかったのかと尋ねられ、さすがにフォローすべきかと口を挟もうとしたが、瑠衣は特段飾り立てもせずに回答した。

　彼女の答えが意外だったのは俺の方で、素直に言ってくれたであろう内容が逆にストレートに響き、なんだか照れくさくなる。彼女のこういう、作らないところが祖母も気に入っているのだろう。それでいて頭の回転もよく冗談も言い合える。瑠衣との会話が心地いいのはおそらく祖母だけではない。

　それでもこれはあくまでも期間限定の契約結婚だというのは常に頭にあった。お互いのためにもきちんと線引きだけはしておかなければならない。トラブル回避のためにもきっちり契約書を作成し、彼女に確認してもらう。

「私、子どもが欲しいんです」

　一通り書類に目を通してもらったあと、唐突に瑠衣は宣言した。一瞬、どう受け取っていいのか迷っていたら、彼女は慌てて付け足す。

「あ、もちろん久弥さんとじゃないですよ。いつか好きな人と結婚してって意味です」

　即座に俺とではないと訂正され、安心する前になぜか胸がざわつく。しかし瑠衣は笑顔で続けた。

「だから、目的が達成できたら久弥さんとの結婚はさっさと終わらせますので、どうか安心してくださいね」

　こちらの懸念を吹き飛ばす意味で言ったのだと悟り、なんとも言えない気持ちになる。瑠衣が俺の次に結婚する相手との未来を描いていても、なんの問題もない。ならば、どうしてこんなにも心が乱れるのか。

　思いきって彼女に近づき、試しにその柔らかい髪に触れる。そのとき瑠衣があまりにも驚いた反応をしたものだから、つい苦笑してしまった。

「子どもはつくらなくても、もう少し結婚相手として触れるのを許してくれてもいいんじゃないか？」

　そこまで俺に触れられるのは嫌なのか。無理もない、半ば彼女の弱みにつけ込むような形で結婚を了承させたんだ。

「そ、そうです……ね。もちろん誰彼かまわずに触れられるのは嫌ですが……久弥さんに対しては、そこまで嫌な気持ちはしません」

　しかし瑠衣は父親を知らず大人の男に慣れていないだけだと説明し、律儀に否定してきた。あまりにも率直な物言いについ噴き出してしまったが、それと同時に胸を撫で下ろしている自分もいる。

　普段は他人にあまりどう思われているか興味のない俺としては、驚きが隠せない。結婚相手も例外ではないと思っていたのに、どうやら少しだけ違うらしい。

「嫌な気持ちどころか、逆に求めてもらえるように努力するよ」

　この結婚に接触や交流は不要だと思っていた。こんな気持ちになるのは、瑠衣が相手だからだと気づくのは、もう少しあとの話になる。




　無事に入籍を済ませ、年明けから本格的に瑠衣との結婚生活をスタートさせたが、仕事が忙しい時期とぶつかり、彼女とまともに顔を合わせる機会も少なかった。

　けれどこれはあくまでも契約上の結婚で、瑠衣も俺と過ごそうとは思っていないだろう。むしろ俺がいない分、悠々自適に過ごせているかもしれない。罪悪感もなにもない。やはり自分は割り切って結婚するくらいがちょうどいいのだと思っていた。

　ところがある日、珍しく瑠衣に出迎えられ、わずかに身構えた。こうして帰宅して誰かに声をかけてもらうこと自体久しぶりすぎて、あまり慣れていない。

　なにか問題でもあったのかと思ったが、彼女は風呂にするか食事にするかと尋ねてきた。

　結婚したとはいえ、下手に気を回す必要はないと伝えようとしたが、そうではないとあっさり否定される。さらには用意された夕食のメニューがオムライスだと告げられ、無下にできなかった。

　着替えてダイニングに向かうと、でき立ての食事だけでなく酒まで用意されている状況に思わず目をみはった。食事も酒もあまりにも自分の好みに合致していて、瑠衣に聞くと、どうやら祖母にいろいろ聞いたらしい。納得する一方で、この短時間でここまで用意する手際のよさに感心する。

　続けてその場を去ろうとする瑠衣に声をかけたのは、わずかに感傷的なものもあったからだ。祖父母には愛情をたくさん注がれてきたと思ってはいるが、なんせＴＯＧＡコーポレーションを取り仕切るふたりだ。忙しいのは当然だった。

　優秀なハウスキーパーや家庭教師が出入りし、生活も教育も一流のものが与えられた。ひとりで過ごすことが多い中で、どこか満たされない部分もあった。

　とくに食事に対しては顕著で、子ども心に映画やテレビで見る家族団だん欒らんの食卓に憧れを抱いた。唐揚げ、ハンバーグ、オムライスといったまさに子どもが好きなメニューに目が釘づけになる。

　用意される食事は完璧で美味しかったし、思いきってリクエストしたこともある。けれど、どこか違っていた。有名レストランで出てくるような上品さはいらない。

　しかしそこでさらに文句やワガママを言って祖父母を困らせるほど俺は子どもじゃなかったし、子どもでいてはならないと思っていた。

　大人になって自分で食べたいものが選べるようになっても、いつも食事はどこかむなしく、忙しさにかまけて、こだわりも執着もなくなっていく。ただ生きていくために必要な行為だと認識していた。

　でも瑠衣の用意した料理を口にして、胃だけではなく心も満たされるとはこういうことなのかと実感する。自分のために用意された温かい食事に、誰かがそばにいる安心感。久しぶりに本気で美味しいと感じた。

　とはいえこれが祖母に吹き込まれ、瑠衣が俺に気を使ったり、同情したための行動なのだとするとなかなか受け入れがたい。それを指摘すると、瑠衣から意外な切り返しがあった。

「難しく考えすぎです。久弥さんは私を……妻を買ったんですよね？　なら少しくらい夫としての特権を享受してもいいんじゃないでしょうか。私は、なにもせずお金をもらって平然としていられる人間じゃないんです。これくらい妻の仕事としてさせてください」

　あまりにも真面目な面持ちで告げられ、逆におかしくなった。『あなたのためだ』『あなたを思って』と押しつけられるのは御免だが、これはこれですがすがしく、瑠衣らしいと感じてしまう。

　おかげで素直に彼女の厚意に甘えられた。そして、もう少しだけと求める気持ちが抑えられず、瑠衣の特権という言葉を借りて彼女に触れた。

　すっぽりと腕の中に収まった彼女は、意外と華奢でほのかに甘い香りがする。

　最初は体を強張らせていたが、最終的に身を委ねてくる瑠衣が愛しく感じられた。この気持ちはなんなのか。

　タイミング悪く電話がかかってきて、彼女との触れ合いはあっさり終了する。寂しく思いつつ、自分の気持ちをつきつめるまではいかなかった。




　この日を境に、瑠衣は俺が遅くても食事を用意して待っていてくれるようになった。家事をしてもらいたくて結婚したわけではないが、瑠衣はもともと料理が好きで、自分の分もあるからと主張してきて、ここは素直に折れる。なにより彼女の料理は本当に美味しい。

　食後に瑠衣に触れるのもルーティーンのひとつとなり、最初は必要ないと思っていた彼女と過ごす時間がかけがえのないものに変化していった。

　そして迎えた瑠衣の母親の手術当日、彼女を気遣いつつどうしてもはずせない仕事相手との会食が入り、ちょうど道中で鎌田に遭遇する。彼女に結婚相手である瑠衣についてあれこれ尋ねられたが、深くは話さなかった。意外と結婚生活を楽しんでいると告げると、驚いた顔をされる。

　帰宅して瑠衣はまだ起きているだろうかと気になったが、気配からしておそらく寝ているのだろうと察する。

　自分もさっさと休もうと思っていたら自室前に瑠衣がたたずんでいて、思わず彼女を二度見した。話しかけると頭を撫でてほしいと言われ、瑠衣からの初めての申し出に戸惑いつつも彼女に触れる。

　心細さがありありと伝わってきて、やはり瑠衣のそばにいてやるべきだったと後悔した。

「そばにいてやれなくて悪かった」

　抱きしめて伝えたら、瑠衣はいつも通り明るく振る舞う。それが余計にやるせなかった。

　半ば強引に彼女を自分のベッドに連れていき、自分の子どもの頃の話をする。

　他の人間には絶対に言えない、自分の弱くて幼かった部分を、瑠衣になら話してもいいと思った。つられるように瑠衣も寂しかった思い出を吐き出していく。

　少しでも彼女の孤独が癒やされたらいい。たとえ形式上だけとはいえ俺たちは夫婦だ。たまたまそばにいたのが俺だからだとしても。

「私……目が覚めたとき、一番に久弥さんに会いたくなったんです」

　そんなふうに思っていたが、瑠衣の発言で一気に気持ちが浮上する。おかげでこちらも本音が漏れた。

「俺も瑠衣に会いたかった」

　こうして彼女が俺を頼って、甘えてくれて嬉しく感じる。瑠衣の力になりたいと心から思った。

　さりげない触れ合いに癒やされて、満たされる。結婚したからじゃない、瑠衣だからなんだ。

　それをはっきりと自覚したのは、瑠衣と出かけて病院で伯父と対面した日だ。相変わらず伯父は俺を敵視し、祖母や身内の目がないところでは嫌みな言い方をしてくる。いちいち相手にするのは得策ではないと学んでいるので、適当にかわそうとしたが瑠衣が言い返すのは予想外だった。

「久弥さんは立派な方です。ご両親の有無は関係ありません」

　こんなふうにはっきりと庇い立てされるのは初めてで、俺も伯父も目を丸くした。しかし伯父が瑠衣のことまで侮辱するような発言をしたので、それにははっきりと物申す。

　結局、瑠衣に嫌な思いをさせてしまっただけだと後悔しながら事情を説明した。

　もう伯父との関係はどうしようもない。けれど無関係の瑠衣を巻き込んだのは申し訳なかった。

　帰宅して再度謝罪をすると、瑠衣の瞳から涙がこぼれ始め、さすがに動揺する。

「久弥さんが悪く言われるいわれはひとつもありません！　伯父さまがわかってなさすぎです」

　傷ついて涙したのかと思えば、どうやら瑠衣は俺が好き勝手言われるのが許せなかったらしく、怒りと悔しさで泣いているらしい。

　まさかそんな理由とは思わず、つい噴き出してしまった。

「な、なんで笑うんですか!?」

　瑠衣の質問は当然だ。しかしなかなか笑いが収められない。母親が倒れたときも、手術当日に俺のもとにやってきたときも瑠衣は泣くのをこらえていたのに、俺のためにそこまで感情をあらわにするとは。

　祖父母以外にここまで自分のことで必死になってもらった経験はなかった。瑠衣は誰かのために怒ったり、泣いたりできる人間なんだ。

「ありがとう、瑠衣」

　もうこれは認めざるを得ない。祖母のためとか契約とかは関係なく、俺自身が瑠衣を必要としている。瑠衣が俺のそばにいて何度も救ってくれたように、俺も彼女を守って大事にしていきたい。だから誰にも渡したくない。もう手放せないんだ。

　自覚して彼女に口づけると、瑠衣は大きな目をこれでもかというほど見開き、あからさまに狼ろう狽ばいした。

　まずかったかと思ったが、俺に触れられるのは嫌ではないと、どこまでも素直な彼女に欲深さが増す。

　彼女の心も体も全部欲しい。どこにこんな感情があったのか。そんなふうに戸惑う自分もいた。

　瑠衣は俺をどう思っているのか。彼女にとって俺はあくまでも契約上の夫なのか。聞きたいのに、もともとの性格もあって他人になかなか踏み込めない。

　自分の気持ちを持て余していると、久志からＴＯＧＡコーポレーションのレセプションパーティーに瑠衣と出席するよう持ちかけられる。

　伯父はともかく祖母が動けない今、フォローする人間は必要だ。ましてや祖母の容体について知らない人間に好き勝手言われても困る。

　瑠衣を巻き込んで申し訳ないと思いつつ、着飾った瑠衣は予想通り綺麗だった。

　それにしても彼女は欲がないのか、欲しいものを尋ねてもいつも返事に困らせてしまう。出かけたときは祖母や母親へのプレゼントを見繕っただけで、自分のものは買わなかった。アクセサリーのひとつもねだってこない。

　どうすれば瑠衣は喜ぶのか。彼女の笑顔が見たくてあれこれ思い巡らせる。少し前の自分なら考えられない状況だ。

　そんな能天気な状態だったからか、瑠衣がずっと抱えていた過去に気づけなかった。

　パーティーで会場になかなか戻ってこない瑠衣を心配して、会場の外に出ると男女ふたり組に話しかけられている瑠衣を発見する。しかし相手の女性はまさに鬼の形相で捲し立て、その隣の男性はおどおどしつつ困惑しているだけだった。

　一体、なにがあったのか。

「こんなこと言いたくないけれど身のほどを知ったらどうかしら？　町原くんのときに思い知ったでしょ？」

　聞こえてくる相手の言い分に眉をひそめる。思わず間に入り、瑠衣を庇うように肩を抱いて自分の方に引き寄せた。

「十河さんはご存じなんですか？」

　しかし目の前の女性は怯ひるむどころか、むしろ勝ち誇った顔をしてくる。

「彼女が母子家庭で、おまけに施設で過ごしていたことを」

　ああ、瑠衣が子どもの頃の話をするとき、いつもどこか言い淀んでいた原因がようやくわかった。けれどそれを顔には出さない。

「ええ、知っていますよ。それがなにか？」

　驚いた面持ちの瑠衣をさっさと連れ出す。会場にもう戻る必要はないと、ホテルの部屋を目指した。

　顔面蒼白の瑠衣に水を向けると、彼女はぽつぽつと事情を語りだす。

　瑠衣の受けた仕打ちを腹立たしく思う一方で、そうやって表面的なことでしか判断しない人間がいるのも事実だ。

　俺に対して謝罪の言葉を述べる瑠衣にやるせなさが押し寄せる。彼女はなにも悪くない。

　無理に話してほしかったとまでは思わないが、これが契約結婚でなかったら、瑠衣は夫である俺に打ち明けてくれていたんだろうか。

　むしろ瑠衣の言葉で、俺は信頼されていなかったのだとつきつけられた。こればかりは自業自得だ。

　常に他者と一線引くのが当たり前で、疑い深く、誰かを本気で求めたり必要としたりした記憶はない。これが自分の性分だと割り切っていた。でも瑠衣と出会って頑なだった自分が少しずつ溶けていく。

　これからは俺が守るから、そばにいてほしい。こんな気持ちは初めてなんだ。前向きで強い瑠衣も、繊細で、抱えた傷のせいで弱くなる瑠衣も、全部受け止めたい。

　彼女が俺自身といつも向き合ってくれるように――。
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「じゃ、俺は先に式場に向かうから」

　久志に声をかけられ我に返る。「結婚おめでとう」と再度告げられ、久志が控室のドアを開けたのと同時に式場のスタッフが現れた。

「新郎さま、新婦さまの支度が整いました。よろしければどうぞ」

　にこやかに声をかけられ、席を立つ。

　逸る気持ちを抑えてスタッフについていき、すぐ近くの新婦専用の控室に向かった。スタッフがノックし扉を開け、促されるようにして中に入る。するとそこには純白のウエディングドレスに身を包んだ瑠衣が立っていた。

　パールのような光沢のあるシルクのドレスは上品で、彼女によく似合っている。裾がふわりと広がり、シンプルだが可憐さも合わせたデザインは、おそらく瑠衣の好みだろう。

「久弥さん、お待たせしました。いかがでしょうか？」

「綺麗で驚いた」

　お世辞でもなんでもなく本心だった。

「ふふ、ありがとうございます。久弥さんもとても素敵ですよ」

　はにかんだ笑顔を見せる瑠衣に胸が熱くなる。ウエディングドレス姿の瑠衣を見るのは初めてで、入籍はしているものの本当に彼女と結婚するのだと実感する。

「これで少しは久弥さんに釣り合いますか？」

　おどける瑠衣にゆっくりと近づき、彼女の正面に立つ。

「それは、俺の方だよ」

　意外な切り返しだったのか、瑠衣が目を丸くする。そんな彼女の手をそっと取った。

「俺は瑠衣と出会うまで、いろいろと諦めるのが当たり前で、なにかを欲しがったり求めたりすることができなかった。それが賢いやり方だと信じて疑わなかったんだ」

　結婚も自分の未来も仕事も、どこか冷めた目で受け止めていた。それがいかに味気ないものだったのか、今ならわかる。瑠衣がわからせてくれたんだ。

「そんな俺を瑠衣が変えてくれた。絶対に譲れない。なにがあっても必ず俺が瑠衣を幸せにしてみせるから、ずっとそばにいてほしい」

　まっすぐに告げると瑠衣は一瞬目を伏せ、何度も瞬きを繰り返す。ややあって彼女は顔を上げ、今にも泣きだしそうな顔で笑った。

「ありがとうございます。私も久弥さんをきっと幸せにしてみせますから。私が欲しいのは、久弥さんと一緒にいる未来です」

『瑠衣はなにか欲しいものはないのか？』

　あのときの答えを、まさか結婚式当日に返してもらえるとは思ってもみなかった。

　彼女の頬に控えめに触れ、微笑む。

「それはもう、とっくに瑠衣は手に入れている」

　言ったあと、彼女の額に口づけを落とす。

「愛している。もう二度と離さない」

　俺の誓いに応えるように瑠衣は大きく頷いた。

「はい。一緒に幸せになりましょうね」

　ドアの外で控えていたスタッフに時間だと告げられる。もう少しだけ瑠衣とふたりで過ごしたい気持ちもあるが、こればかりはしょうがない。寛解した祖母も瑠衣の母親も、式場で楽しみに待っている。

　焦らなくても、俺たちはまだ始まったばかりだ。失う怖さや寂しさだけが先行した子どもの頃には想像もつかなかったが、彼女が隣にいる未来は希望と幸せに満ちあふれている。

　こんなにも大切にしたい相手を見つけられたことに感謝しながら、瑠衣と共に式場へ向かう一歩を踏み出した。




Ｆｉｎ．










あとがき




　はじめましての方も、お久しぶりですの方もこんにちは。

　このたびは『だって、君は俺の妻だから～クールな御曹司は雇われ妻を生涯愛し抜く～』をお手に取ってくださり、またここまで読んでくださって本当にありがとうございます。




　今作は、私の中では久しぶりにヒーローもヒロインも、どちらもなんとも思っていないところからスタートする物語でした（大好物です）。

　その分、瑠衣と久弥がじっくり心を通わせていく過程を描け、ふたりの想いが通じ合ったところは、作者的にもよかったね、と胸を撫で下ろしたことです。




　物語を完結させるとき、いつも達成感や満足感、安堵感などいろいろある中で、終わってしまう寂しさも感じるのですが、この物語はとくにそれが強かったです。

　全体の文字数に対し、まだ書きたいなと思えるほどに、瑠衣も久弥も私の中で生きているキャラクターとなりました。

　あとは、読者さまがこの物語を少しでも楽しんでいただけるのを願うばかりです。




　さて、今作は前作からちょうど一年ぶりのベリーズ文庫となりました。時が経つのは早いですね……って、前作のあとがきにも同じ一文を書いていました（笑）。

　こうしてまた読者さまにお目にかかれ、とても幸せに思います。




　最後になりましたが、書籍化の機会を与えてくださったスターツ出版さま。随時作品の感想をくださり励ましつつ編集作業を進めてくださった担当の鶴嶋さま、妹尾さま。とても艶っぽく素敵な表紙イラストを手がけてくださった幸村佳苗先生。

　この本の出版に関わってくださったすべての方々にお礼を申し上げます。

　なにより今、このあとがきまで読んでくださっているあなたさまに、心から感謝いたします。本当にありがとうございます。

　いつかまた、どこかでお会いできることを願って。
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